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令和７年山形村議会第３回定例会 

 

議 事 日 程 （第２号） 

 

令和７年９月４日（木曜日）午前 ９時００分開会 

      開議宣告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 一般質問 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席議員（１２名） 

１番 小 出 敏 裕 君  ２番 竹 野 入 恒 夫 君 

３番 百 瀬 昇 一 君  ５番 小 林 幸 司 君 

６番 福 澤 倫 治 君  ７番 新 居 禎 三 君 

８番 村 林 淳 一 郎 君  ９番 三 澤 一 男 君 

１０番 上 條 倫 司 君  １１番 大 池 俊 子 君 

１２番 春 日  仁 君  １３番 大 月 民 夫 君 

欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村   長 百瀬繁寿 君  副 村 長 上條憲治 君 

教 育 長 大池昌弘 君  総 務 課 長 藤澤洋史 君 

企 画 振 興 

課 長 
堤  岳志 君  

税務課長兼 

会計管理者 
中村貞寿 君 

住 民 課 長 村田鋭太 君  
保 健 福 祉 

課 長 
篠原雅彦 君 

子 育 て 

支 援 課 長 
中原美幸 君  

産 業 振 興 

課 長 
中川俊彦 君 

建 設 水 道 

課 長 
中村 光  君  教 育 次 長 古畑佐登志 君 
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総 務 課 

財 政 係 長 
丸山晃弘 君    

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

事務局職員出席者 

事務局長 宮澤寛徳 君  書  記 平出  怜  君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎開議宣告 

○議長（大月民夫君） 皆さん、おはようございます。 

  本日の会議は終日になりますが、よろしくお願いいたします。 

  全員が出席で、定足数に達しておりますので、ただいまから令和７年第３回山形村

議会定例会の本会議を再開します。 

  出席要求者の住吉代表監査委員から欠席届が出ております。 

  本日の会議に先立ちまして、傍聴の皆様に申し上げます。山形村議会傍聴規則によ

り、撮影または録音などをする場合は事前に許可が必要となります。 

  なお、報道関係者から取材の申込みがありましたので、これを許可しました。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎議事日程の報告 

○議長（大月民夫君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎会議録署名議員の指名 

○議長（大月民夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  山形村議会会議規則第１２５条の規定により、６番、福澤倫治議員、７番、新居禎

三議員を指名します。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎一般質問 

○議長（大月民夫君） 日程第２、一般質問を行います。 

質問の順序は、お手元に配付の質問表に従って行います。 

本定例会の一般質問は、１人６０分を限度に一問一答方式で行います。 

質問者は、質問・答弁が終わるまで一般質問者席でお願いをいたします。 

念のため申し上げますが、質問・答弁は簡潔明快にお願いいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 三 澤 一 男 君 

○議長（大月民夫君） それでは、質問順位１番、三澤一男議員の質問を行います。 

三澤一男議員、質問事項「総合計画チャレンジやまがたへの取り組みは」について

質問してください。 

三澤一男議員。 

○９番（三澤一男君） 議席番号９番、三澤一男です。 

  この夏は日本の緯度が南に下がったような酷暑の夏でした。本日、質問も熱くした

いと思っております。 

  ようやく実りの秋へと向かい、近隣市村では稲刈りのニュースも伝えられています。

この地方の出来はまずまずだということで安心しておりますが、米価の値上りには生

産者、消費者、それぞれの立場での思いは違います。国には農政の安定と物価高騰へ

の対策を強く望むものであります。 

  それでは質問に入ります。 

  今回、私は「第６次総合計画」の「チャレンジやまがた」への取組のうち、７つの

分野別ビジョンのまちづくりを中心に質問させていただきます。 

  この分野では「移住・定住」「住民による自助・共助活動の推進」「活きいきと暮

らせる環境づくり」「安心・安全のまちづくり」としております。特に総合戦略とし

て重点を「豊かな自然と観光・交流資源を生かし新しいひとの流れを創る」としてお

ります。 

  質問に入ります。 

  質問１、施策として「移住・定住の促進」としていますが、近年５年間の移住転入
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の世帯数はどうなっていますか。また、プロモーションの推進を挙げておりますが、

前村長の住まいる奨励金、空き家等対策事業の効果をお伺いいたします。 

  ２番目として、交流人口を増やすことは村を知ってもらうよい機会だと考えます。

ライフスタイルの変化で二拠点居住、リモートワークなどを念頭に、移住・定住の施

策の考えをお伺いいたします。 

  質問３、村の観光資源としては清水寺、宿泊施設はスカイランドきよみずが挙げら

れます。滞在型のこの施設がなくなった場合の跡地の利活用、インフラ整備等の代替

案をお示しください。 

  質問４、村の最高地点より稜線を南に行くと「信州ふるさと１２０山」のハト峰

（はとみね）、「はとほう」とも言うようですけれども、１，９７１メートルがあり

ます。 

  夏はやぶで主には残雪期に登る山ということですが、時々登山で訪れる人がいるよ

うです。近隣市村との登山道の整備は。また、唐沢川に沿ってそば集落の駐車場、遊

歩道などの整備ができないかお伺いいたします。 

  以上、通告に基づき、質問いたします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 「総合計画チャレンジやまがたへの取り組みは」についてのご

質問にお答えいたします。 

  １番目のご質問の「直近５年間の移住転入の世帯数はどうなっているのか。前村長

の住まいる奨励金、空き家等対策事業の効果は」についてお答えいたします。 

  直近５年間の移住転入の世帯数に関しまして、移住者と転入者の定義を明確にお示

しできませんが、村外からの住所変更を伴う転入者で世帯主が転入した人数について、

外国人の転入者も含めご答弁させていただきます。 

  令和２年度が１５０世帯、令和３年度が１５０世帯、令和４年度が１７９世帯、令

和５年度が１５５世帯、令和６年度が１７５世帯で合計８０９世帯が転入されました。 

  住まいる奨励金については、前村長の任期期間の時限的な事業として４年間実施し、

６６件の転入者から新築物件の購入に対する申請がございました。空き家対策につい

ては、空き家バンクに２３件の登録があり、２０件の物件が売却もしくは賃貸の成約

がありました。 
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  改修・片づけ等事業補助金は１７件の申請がありました。 

  空き家の利活用を含めて、それぞれ一定の移住促進効果があったものと認識してお

ります。 

  ２番目のご質問の「交流人口を増やすことは村を知ってもらうよい機会だと考えま

す。ライフスタイルの変化なども念頭に、移住・定住の施策などへの考えは」につい

てお答えさせていただきます。 

  交流人口を増やし、移住・定住を促進するための取組としましては、令和４年度か

ら下竹田の空き家をお借りして「短期おためし住宅」を運営しております。３年間で

５１組の利用があり、４世帯が山形村に移住していただけました。 

  また、令和６年度から教員住宅をリフォームし、２年間を限度に利用できる「長期

おためし住宅」を開設し、２世帯が入居されています。 

  その他の取組として、東京で行われる「ふるさと回帰フェア」への出展や、山形県

山形市、岐阜県山県市と「やまがた」の魅力を発信するＰＲイベント、観光協会のイ

ベント等を通じ、交流人口の増加に努めてまいりたいと考えております。 

  ３番目のご質問の「村の観光資源は清水寺、宿泊施設はスカイランドきよみずが挙

げられます。滞在型の施設がなくなった場合、施設の後利用、インフラ整備等の代替

案をお示しください」についてお答えさせていただきます。 

  ８月１８日に行われた議員全員協議会でお話しした内容と同じ内容となりますが、

改めまして、今検討を進めている中での私としての考えを述べさせていただきますと、

緊急時に住民の皆様が身を寄せられる場所であり、水道を利用した施設であること、

観光的にも活用できる等の施設を検討していきたいと思っております。 

  あくまでも施設の解体とともに跡地の利活用を提案させていただき、それを基に議

論を重ねていただくものでございますので、現段階で不確定な情報や方針を皆様にご

報告できるものではないと考えております。 

  ４番目のご質問の「村の最高地点からハト峰に訪れる人が時々いるようです。近隣

市町村と登山道の整備の予定は。また、唐沢そば集落の駐車場、遊歩道の整備はでき

ないか」についてお答えさせていただきます。 

  林道横吹２号線の入り口から上り、展望台や「元気のでる鐘」を経て、朝日村、旧

波田町と接する地点、いわゆる三角地点付近までの登山道に関しましては、春から秋

にかけて山の愛好家の方々が現地の様子などについて問合せをいただくことがしばし

ばございます。 
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  山形村にとっても、そう多くはない観光資源の１つが、清水高原と周辺の森林・林

道環境であるわけですが、かつては山歩きが盛んであったというハト峰へのルートの

再整備を、市村を超えた協力で実施するという計画は今のところございません。 

  また、唐沢そば集落の駐車場や周辺の遊歩道については過去にも話題になり、隣接

する松本市や関連の法的な許容事項などを研究してきた経過もあるようですが、なか

なか成果を見るに至らず、相当の難しさがあると実情を認識しているところでござい

ます。 

  いずれにいたしましても、山積する喫緊の課題への対応に注力を求められる現状で

ありますが、豊かな自然と観光資源を生かすという大切な目標は引き続き探求してま

いりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） それでは、質問１について再質問をさせていただきます。 

  定義については他の都道府県・市町村から住所を村に移した方で、住民基本台帳法

の世帯数でカウントしていただいていれば、それでいいと思いますけれども、転入数

は他の自治体に比べて健闘している数字だと思います。ちなみに、人口についてもお

伺いしたいのですが、お願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） それでは実質の転入者数について答弁させていただき

ます。外国人の方も含めた人数をご説明させていただければと思います。 

  令和２年度が３０６人、令和３年度が２６５人、令和４年度が３４２人、令和５年

度が２９０人、令和６年度が２９３人、５年間で１，４９６人の方が転入されており

ます。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） 数字的なことをお聞きしましたが、これは村の大きな財源、地

方交付税の算定には国勢調査の人口が大きな要素となるということを先般、東筑の議

員大会で講演いただいた長野県立大学の中村准教授の話で、国勢調査の人口１人当た

りおよそ 20 万円が普通交付税に反映されるということであります。先ほどの数字が

社会増減、自然増減からすべての数字がプラスというわけではありませんが、村にと

っては大きな税収があったということになります。 

  また、前村長の時限的事業ですが、新築６６件という世帯数です。これも人口増と
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しては大きな数字であったと思います。 

  空き家バンクの成約率、片づけ等の事業も効果があったとしていますが、今後は、

名称を変えても同様な施策が必要だと思いますが、考えをお伺いいたします。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君）まず、住まいる奨励金に関しましては、村長の答弁にも

ございましたとおり、前村長の任期期間ということで、４年間の時限の補助金という

ことでご利用いただきました。補助金は随時見直しをするということで、一旦これで

補助事業は令和７年度は実施しておりません。 

  その代替えということではないのですが、現在、国ですとか県で優良長期住宅です

とか、一次エネルギーの削減に寄与する省エネ住宅等の助成事業、新築事業、リフォ

ーム事業等ございますので、そちらを活用する方向でご案内させていただいて、住ま

い奨励金については現在令和７年度行っていませんが、移住政策の１つとしてはまた

違った部分の助成事業等も検討が必要と考えております。 

  空き家対策の関係につきましては、現在も必要性を認めておりますので、本年度も

継続しております。若干軽微な修正等を含めながら、引き続き担当課としては継続し

たいと考えております。 

  以上です。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） 今からというのは大変難しい話で今、企画振興課長が言われた

ように、県の補助金など、その辺のところを、有効に利用できるようなことを、こち

らに転入を希望されている方には積極的に案内をしてやったらどうかなと思いますし、

その辺のところが今後、今年は当然、国勢調査の年でありますから、人数が増えてい

る、増えていないで、また今後の山形の財政にも関わってくることになると思います

ので、その辺のところは十分に対策を取っていただきたいのと、今後そういった村独

自の考えがあるかどうか、それをお聞きしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 今現在は考えておりませんが、この前政権においてやられてき

た数々の施策をもう一度ＰＤＣＡを回して検討して、そして研究していきたいと思っ

ておりますので、もうしばらく時間をいただければと思っております。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） しばらくではなくて、来年度あたりはすぐ実行できるような検
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討をお願いしたいなと思います。 

  ちなみに、蛇足的なことになってしまうのですけれども、今年の５月の市民タイム

スさんの記事を見ました。これでいくと松本市の移住支援は４年間で１９４世帯とい

うことになります。山形村は、このときには期間としてはそれであっても、６６とい

う数字は出ておりますけれども、それからいくと、市と村で比較するとかなりの数字

の差はありますけれども、当然その辺のところは大きな部分で貢献していると書いて

ありますので、この移住支援をまた引き続き進めていただきたいと思います。 

  先ほどのお話で、今年度は難しいと思いますが、ぜひ次年度に向けてお願いしたい

なと思います。 

  ここの部分のところは以上にしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 続けてください。三澤議員。 

○９番（三澤一男君） ２番目の再質問ですけれども、おためし住宅の利用も高く、先

ほども、利用されている部分で効果があったということですので、その辺のところを

また引き続き進めていただきたいと。 

  それから「やまがた」つながりのお付き合いも、よい発展を期待するところではあ

りますけれども、他の自治体との姉妹都市交流などの交流資源、交流を増やすという

ことは考えていませんでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 特に今のところ考えてはおりません。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） というのは、以前、お付き合いしていた新潟県の青海町が、糸

魚川市と合併して、本年３月に市制２０周年という祝典が行われて、本村からも副村

長と現次長が参列しておりますけれども、それが続いていれば、平成２８年に糸魚川

市では大規模火災があったわけです。そういったことがあったとき、姉妹都市提携な

どがされて継続されていれば、村からもそういった災害支援活動があったと思います。

今後起こるかも分からない大規模災害についても同様に相互支援が考えられると思い

ますので、その辺のところはどのように考えているかをお聞きしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） いつ来るか分からない災害に対しての備えのために、姉妹提携

等を考えろというご案内でございますけれども、私としては今現在、そのような考え

はございませんので、いろいろとまた研究し、そして、もし今現在進めている観光の
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ＰＲ等を通じての、いろいろな市町村との協力を通じて、そのような形がつくってい

けるものなのかどうかも併せまして、いろいろこれから検討まで行けるか、相手のこ

とがありますので、研究させていただいて、首長の中での話、そして職員の中の話、

そういったことを通じて、お互い交流を深めながら、どのような形に持っていけるの

か考えていきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） この件についても、ここのところ、議会においてもあまり議論

としてはされていなかった件でございますので、課内を含めて、庁内でいろいろとこ

の辺のところも検討材料にしていただければと思います。 

  それから質問の中に入れておきました、二拠点居住についてお伺いしたいと思いま

す。都市と地方に生活拠点をそれぞれ持ちながら、よい点を享受する生活スタイルと

いうのがありますし、ライフスタイルの違いでそういったことをやる方もいるような

のですが、そんな提案も災害リスクの分散としても考えられると思うのですけれども、

そんな考えの中で、二拠点居住についてはどんな考えを持っているかお聞きしたいと

思います。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 二拠点居住ということで、大分利用されている方もい

らっしゃるとお伺いしております。実質の二拠点居住までは行きませんが、先ほど答

弁でも申し上げました短期おためし住宅については、最長１か月間、滞在をしていた

だけます。実質的な二拠点生活ではございませんが、そのようなイメージを、短期お

ためし住宅に１か月住んでいただいて、山形村と現在お住まいの地域とのバランス等

を検討するきっかけにはしていただけるかなとは考えております。 

  二拠点ですと、実際の空き家バンク等も現在２３件ほどの成約がございますが、ま

だまだ空き家がございますので、そういうのも積極的に活用しながら情報発信ができ

ればと考えております。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） 確かにおためし住宅も１か月ぐらいいれれば、そういった生活

スタイルというのも、いろいろな形の中で考えられると思いますし、以前お聞きした

ときに、去年の調査だったですかね、まだ１４０件ぐらい空き家があったですかね。

そのうち２３件が今回対象になっているのですけれども、その辺の進捗状態はどうな

っているのでしょうか。また１４０何件のところが、新たに登録というか、新たに進



 －４６－ 

めていく計画があれば、そんなところは空き家として使っていけるのではないかと思

うのですが、どうなのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 空き家につきましては、令和５年に空家等対策計画を

策定する際に実態調査を行いまして、１１４件ほどの空き家を確認いたしました。そ

の後、新たな空き家の調査は実施しておりませんが、担当職員にはまずその後１１４

件から２３件の残りの８０件ぐらいはどのような対応になっているか、追跡のアンケ

ート等もしていかなければいけないというところで調整をしていますが、今後の対応

になるかと思います。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） 今年度は補正をかけられていた部分がありますので、その辺の

ところで、それを利用しながら進めていっていただければと思います。 

  そんなところで、今の残りの８０数件については、そんな対応ができるかどうか、

もう一度検討を進めていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 堤課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 課内で再度確認いたしまして、有効活用できますよう

に進めてまいりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） それでは質問３の再質問をさせていただきます。 

  再度の確認になりますけれども、今後進め方は、宿泊施設のスカイランドきよみず

は解体するということで進めているということでよろしいのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） まだ確定してはございません。いろいろな意見を伺っている中

でございまして、まず議会の皆様にご報告させていただきながら、検討を進めている

状況でございます。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） 確定でないということを確認した上で、質問をさせていただき

ます。 

  全員協議会で示された解体費用は、設計費用、設計管理を含めておよそ２億 7,000

万円になっていると思いますけれども、村は滞在型の施設がなくなってしまいますが、

今回の答弁で、観光にも利用できる施設とお伺いしましたし、私はこういった部門の
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ところからいうと、旧ゴルフ場の跡地にオートキャンプ場みたいなものをつくったら

どうかなということを、これは提案というか、このようなのはどうかなということで

お話ししたいと思いますが、そうすると、冬季を除いて誘客はできるし、緊急時に避

難所の考え方もお伺いしました。 

  そういったことについても、ここのところに施設が必要になるということになりま

すし、先ほど４番目にお聞きしているのを、ここでお聞きしたいと思うのですけれど

も、ハト峰の登山道の整備ということも、これは今考えていないということでありま

すが、県の広域的な連携事業という中には、そういった他市町村との連携もあります

ので、その辺は検討していただきたいと思いますし、キャンプ場ということで申し上

げましたけれども、これを整備して施設を管理する場合には、管理棟や当然電気設備、

トイレ、できればシャワー程度の設備が必要になってくると思います。 

  それから水の確保ということでありますけれども、当然清水高原一帯の水の供給を

している清水簡水は老朽化しているわけですから、これは設備更新が必要となります。 

  以上を考えると、スカイランドの建屋を全く撤去するのではなく、建屋を含め従来

設備の一部を再利用することも考えられますが、考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 三澤議員のご提案、本当にありがたいと思っております。オー

トキャンプ場、確かにそのような形で使用できればいろいろな面で、水道もそうです

し、観光もそうです。そして身を寄せるところも整えるという形でありますので、ぜ

ひ参考にさせていただきたいと思っております。 

  スカイランドきよみずの一部を残してという話でございますが、来年度からアスベ

スト等の規制がまた一段と厳しくなるようでございます。そういうことも踏まえまし

て、いろいろな社会情勢が、これから環境に対して厳しくなりますので、検討を重ね、

いろいろな要素を考えながら研究をしていきたいと思っております。 

  時間もありませんので、取りあえずは１１月で指定管理が一時中止になってしまい

ますので、３月まではあるのですけれども、スカイランドの営業については契約上

１１月までという形になっておりますので、その形になってしまう前に、しっかり

と住民の皆様にご提案できるようなことを考えて、早急に進めていきます。 

  その中で議会の皆様に報告することが遅れてしまうこともあるかもしれませんので、

そういった点は住民の皆様にもお話を先にしないと、回数が限られてくると思います

ので、そういうご理解をぜひいただければと思っております。 
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  ハト峰につきましては、今現在、冬眠しない熊も確認されるようになりまして、あ

と、肉を好む熊も増えてきております。ですから、肉食対策の熊という形で考えます

と、まず安全にすごく注意して、注意喚起を行っていかなければいけないと思ってお

りますので、利用される方の安全をしっかり守れればいいのですけれども、誰がいつ

行くかということも分かりませんので、そういったことも含めまして、看板等の設置

等で危険を伝えていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） これから本当に短期間で方向づけをしなければいけないという

厳しい場になるわけですけれども、その辺のところは本当に住民にも分かりやすく説

明をしながら進めていただきたいと思います。 

  議会に報告がどうのというよりも、やはり住民の皆さんが理解していかないと、こ

ういった事業は進まないと思いますので、そういった意味で当然報告はしていただき

たいのですけれども、そういった形で進めていただきたいと思います。 

  ハードルはいろいろなものがあると思いますけれども、その辺のところをクリアし

ながら、とにかく進めていかなければいけないなということで、村長、この重いハー

ドルを幾つか超えていかなければいけないと思いますので、その辺のところは、私と

しては、できる限りのところは協力させていただきたいと思っておりますけれども、

その辺のところは情報の伝達をよくしていただきたいということだけお願いしておき

ます。 

  それから、質問４に移りたいと思いますけれども、ハト峰の件は今お伺いしました

ので、この件確かに下のほう、特に私の辺りのところは山沿いになりますので、熊も

出てきます。足跡があったということで、実際に熊そのものを見たわけではありませ

んけれども、そういった状況にありますので、そういった対策は、訪れた人だけでな

く、地域の人たちの安全・安心も確保しなければいけないということになりますので、

その辺のところを判断した上で、これから登山道の整備とか何かが進められるようだ

ったら、その辺は考えていただきたいと思います。 

  唐沢の駐車場の件についてお伺いしました。私も以前に、唐沢地区地籍の駐車場の

件は各方面に確認したことがございます。国営事業が入っているということで、ほと

んどその辺のところに駐車場をつくるというのに網がかぶされているということがあ

りますので、大変難しいということは分かっておりますけれども、実際に繁忙期に、
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最盛期になってくると、路上駐車がかなり増えてきて、それが山形村の観光道路でな

くて、また波田に向かうところについても、狭いところに駐車をしていってしまうお

客様がいらっしゃるようで、私も以前見たのですけれども、駐車違反で警察官に指導

されている方がいました。こういうことになると、せっかく村がＰＲしてくれて訪れ

たお客様には不快なことになるわけですから、こういったことは絶対避けなければい

けないなと思うわけです。 

  これは先ほども申し上げたように、国のそういった農政の関係の問題も出てくると

思うのですが、その辺のところは、例えば特例地域というような網を外すようなこと

はできないのかどうか、その辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川産業振興課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 唐沢の駐車場に関しては、特に駐車場を整備するとい

うことになれば、まずは農地が手っ取り早いという話になりますけれども、先ほど来、

議員がおっしゃられているように、あそこの北側は全部松本市の農地ということにな

りまして、しかも第１種優良農地という扱いになろうかと思います。 

  大きな国営事業もそうですし、大小いろいろな事業が入っていますので、当然通常

の考えでいくと、転用はかなり難しいかなということが、これまでの研究の結果だっ

たと思います。 

  ただ、その部分を土地改良という観点から考えたときに、特例的にというのは、こ

れまでいろいろなところのケースを見ても難しいかなと思うのですが、その使う時期

に合わせて、一時転用という形で利用ができるのかどうか。ただ、これも行政を超え

ての話ですので、その辺のところは難しさがいろいろあろうかと思いますが、特例と

してあそこだけ認めてもらうということは難しいかなという感じはいたします。 

  それから、道の北側なのか、南側なのか、集落側なのかという議論もありますけれ

ども、当然そば屋さんのほう、南側のほう、川沿いに関してはかなりの傾斜もありま

すので、そこを駐車場にするとなると、またそれはそれなりの困難さもあるというこ

とになると、まずは交通に関してのお話ですので、ご商売だとかそういったことの話

もちょっと部分が違うかもしれませんけれども、安全第一という部分でいうと、一時

的にそこを使う手だてはないかということで研究することはできるかなと思います。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 

○９番（三澤一男君） 本当に特例的なというのが難しいということで、一時転用では

そういった最盛期に対してだけやれるかということは、これからその辺も考えていか
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なければいけないというか、検討しなければいけないということになると思います。 

  要は、あの場所が移動できるわけではないもので、そうなるとどうしてもあの地域

に何らかの駐車場的なものがないと、今後どうなるかはまた別問題ですけれども、現

にそういったことで、唐沢のおそばということで来ていただける方が不愉快な思いを

しないように、快適な思いをして帰れるような、そんなことだけはぜひやっていかな

ければいけないのではないかと思いますので、これはどこにどうやっていけばいいの

かというのが袋小路に入ったようなところがあるので、その辺のところはぜひ私も強

くお願いしたいところです。 

  今後、将来的な地域観光の面も含めて、ぜひ進めてもらいたいのですが、くどくは

申しませんけれども、その辺、何らかの考えがあったらもう一度お聞かせ願いたいな

と思います。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） かなり長くこれまでも議論されてきたことだと思いま

すし、皆さんも非常に課題として悩まれてきたことだと思います。 

  先ほど申し上げた一時転用というのも、当然農地法等の考え方からいうと、一時転

用ですので、原状復帰が原則になります。ですので、例えばおそば屋さんの繁忙期に、

例えば仮に数台分を維持したとしても、今度これを原状復帰するということの手間の

ほうが大きくなってしまうみたいな、そういった難しさもありますので、道の向こう

側の農地を効率的に使うというところに関しては、そういう難しさがあるということ

もございます。 

  先ほどから申し上げているとおり、安全第一ということになると、基本的に昔の歴

史を考えていえば、成り立ちからいうと、唐沢そば集落では車がたくさん通るという

のはなかったわけで、むしろ穀物等の運送の交通が盛んだったということを考えれば、

今の自家用車が行き交うということが本来あった地形でもなかったということですの

で、であれば、ゴールデンウィークですとか夏休みの時期、あるいは新そばの時期は

どこか別のところに大きな駐車場を設けて、ピストン輸送なりシャトル輸送するとい

うことも１つだと思いますが、その辺のところは集落全体の皆さんとの話合いも必要

だと思いますし、適当な土地があるかという選定もございますので、その辺のところ

はここでもって先のことを見据えて、こういう方向でということはなかなか言いづら

いところかと思います。 

○議長（大月民夫君） 三澤議員。 
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○９番（三澤一男君） 大変難しいことをお聞きしてしまいました。そういった意味で

これから観光事業を進めるについても、その辺のところは、昔はそういう荷馬車だっ

たり何だったかもしれないけれども、今は車がベースになっている時代ということを

踏まえた誘致もしなければいけないということになりますので、ぜひその辺はもう一

度、何らかの形があるのかなということを検討する場を設けていただきたいなという

ことだけ申し上げておきます。 

  それでは、私も今回、質問をいろいろな形でさせていただきました。まだまだ「チ

ャレンジやまがた」の中には組の組織の問題とか連絡班の問題とかいろいろなものが

あります。それから村長が思われているように、村には喫緊に取り組まなければいけ

ないいろいろな課題というものがあります。 

  そのために長部局があるわけですから、その辺のところで、パラレルな取組で皆さ

んの要望に取り組んでチャレンジして、村がますます発展することを願っております。 

  以上で私の質問は終わりにさせていただきます。 

○議長（大月民夫君） 以上で三澤一男議員の質問は終了いたしました。 

 それでは、ここで質問者席交替の間、暫時休憩いたします。 

（午前 ９時４３分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午前 ９時４４分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 小 出 敏 裕 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位２番、小出敏裕議員の質問を行います。 

  小出敏裕議員、質問事項１「耳の不自由な方への補聴器助成を」について質問して

ください。 

  小出敏裕議員。 

         （１番 小出敏裕君 登壇） 

○１番（小出敏裕君） 議席番号１番、小出敏裕でございます。本日は２つの事項につ

いて質問いたします。 

まず１つ目として「耳の不自由な方への補聴器助成を」を質問いたします。 



 －５２－ 

難聴には軽度難聴、中度難聴、重度難聴と大まかに３つの聴力レベルがあります。 

軽度難聴者は、文字どおり日常生活にはほとんど影響がありません。 

中度難聴者は、日常生活には支障があるけれども、重度難聴とは異なり、補聴器が

なくても生活を送ることができるという状態であります。 

重度難聴者は重度の難聴のため、生活に支障を来します。重度難聴者は身体障害者

福祉法にのっとり身体障害者手帳が交付され、補聴器購入費用の助成を受けることが

できます。 

また、村では１８歳未満で軽度・中度難聴者・難聴児に対して補聴器購入等助成事

業を行っていますが、１８歳以上の軽度・中等度の難聴者には助成制度がありません。 

聴覚機能は３０歳頃から徐々に衰退し、国立長寿医療センターの「老化に関する疫

学的研究」において、難聴者有病率は６５歳以上で急激に増加し、７５から７９歳で

は男性の７１．４％、女性の６７．３％と報告しています。 

難聴は日常生活に不便や危険をもたらすだけでなく、人とのコミュニケーション不

足による社会的孤立や抑鬱状態を来し、認知症との関係も指摘されています。最近は

難聴によるヒアリングフレイルも問題となっています。 

以上を踏まえて、以下の質問をします。 

１番、山形村軽度・中等度難聴児補聴器購入等助成事業実施要綱で、助成対象は

１８歳未満の児童とありますが、１８歳未満児者と解釈してよいか確認のため伺い

ます。 

２番、村は軽度・中等者難聴者の現状把握を行っているのかを伺います。 

３番、村の健康診断に聴力検査を導入する予定はあるのかを伺います。 

４番、令和６年４月１日より合理的配慮の提供が義務づけされ、村の窓口で行って

いる聴覚障がい者の合理的配慮について伺います。 

５番、軟骨伝導イヤホンの認識についてを伺います。 

６番、１８歳以上の軽度・中等度難聴者への補聴器助成の考えを伺います。 

以上、通告に従い質問といたします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 「耳の不自由な方への補聴器助成を」のご質問にお答えさせて

いただきます。 
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１番目のご質問の「山形村軽度・中等度難聴児補聴器等購入助成事業実施要綱の対

象者は１８歳未満の児童とあるが、１８歳未満児者と解釈してよいか」についてお答

えします。 

議員のお見込みのとおりでございます。１８歳未満の児童が対象となります。 

２番目のご質問の「村は軽度・中等度難聴者の現状把握を行っているか」について

お答えさせていただきます。 

聴覚に障がいがあり、障害者手帳を有する方は２２名で、かつ補聴器を使用されて

いる方は１７名です。また、軽度・中等度難聴時補聴器購入等助成を受けられている

方は４名でございます。手帳の取得者や事業の利用者以外について、どのくらいの難

聴の方がいるかは把握してございません。 

３番目のご質問の「村の健康診断に聴力検査を導入する予定はあるか」についてで

ありますが、今のところ導入の予定はございません。 

４番目のご質問の「令和６年４月１日から合理的配慮の提供が義務化されました。

村の窓口で行っている聴覚障がい者への合理的配慮」についてお答えします。 

各窓口において必要に応じて筆談を行うことにより、コミュニケーションを取るよ

うに心がけております。 

５番目のご質問の「軟骨伝導イヤホンの認識」についてお答えさせていただきます。 

軟骨伝導は外耳周辺の軟骨を振動させることで、外耳道内につくり出された空気振

動を捉えて音を聞く方式で、通常のイヤホンと比べて耳穴を塞ぐことなく、軟骨付近

に軽く添えるだけで音を拾えるため、痛みや音漏れが少ないとのことでございます。

ここ数年、高齢者窓口を中心に軟骨伝導イヤホンを設置する自治体が出てきているよ

うでございます。 

６番目のご質問の「１８歳以上の軽度・中等度難聴者への補聴器の助成のお考えを

伺います」についてお答えさせていただきます。 

特に６５歳以上の高齢者が難聴になることにより、社会的な孤立、抑鬱状態や認知

症との関連があることが確認されております。このようなこともあり、補聴器の助成

制度を設けている自治体もございます。今後、山形村でも他自治体の状況も踏まえて

研究していきたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 丁寧なご答弁ありがとうございました。質問に移られる前に、
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今回の質問について何でしたのかということで、ちょっと話させていただきたいと思

います。 

一昨年ですけれども人間ドックをやりまして、私、聴力検査を行ったのですが、高

音域をやると大体４，０００ヘルツの検査なのですが、４，０００ヘルツの検査が聞

こえなかったのです。前年までは本当によく聞こえたのですけれども。それで、去年

やっても駄目だったので、非常にショックを受けたわけです。 

近頃、家内と話をすると「お父さん、テレビの音が大きいよ」と言われることも結

構ありまして、それでちょっと調べまして、令和６年度、去年ですけれども、議会で

この助成についての陳情がございました。 

あったときにちょっと調べたのです。そうすると結構な自治体で助成を行っている

ということが分かったのですけれども、何せ補聴器が高いのです。ですので、それが

あまり有効に活用できてないという話がありましたので、それが助成できればと思い

まして、今回質問させていただいております。 

それでは再質問に入ります。 

１８歳未満の軽度・中等度難聴の補聴器に関して、先ほど４名と言っていたのです

けれども、幼児、それから児童が３名で、８月から、お１人１４歳の方が補聴器の助

成の対象になったということをこの前お聞きしております。 

日本では児童というのは、児童福祉法の第４条に「１８歳に満たない者」と書いて

あるのです。世界はどうかというと、国際的に見まして権利の条例というのがござい

まして、そこに「１８歳未満は児童だよ」と規定されております。従って、日本もそ

のようになっているのだと思うのですけれども、例えば１６歳、１７歳の人たちが仮

に聴覚に異常を来したときに、その方が例えば「児」と言われたらどう思うかという

ことも考えてやらないといけないかなと。 

私、そこら辺が釈然としなかったものですから、調べ物をしまして、長野県の７７

自治体全部のホームページと例規集を全部見まして、その中で、どうしても見つから

ないものもございますけれども、どのくらいあったかというと、全部で５３自治体が

そのものを目で見ることができました。 

確認して、「児」となっているものが２９自治体、ちゃんと「者」と書いてある自

治体が２４自治体ありました。村は「児」と書いてあるのですけれども、それを「者」

にするか、あと「児者」と書き換えるか、そういうことが可能なのかどうかを伺いた

いと思います。いかがでしょうか。 
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○議長（大月民夫君） 篠原保健福祉課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） この制度については、まだその年数が間もないという

ところではあります。当初つくったときにこういった形で要綱を作成したということ

で、対象年齢についてはただいま村長が申し上げたとおりということで、字句の変更

がどうなのかというところではあるのですけれども、そこの部分については確認をさ

せていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 今のご回答で結構だと思うのですけれども、十分に検討してい

ただければと思います。 

  それともう１つ付け加えますと、所得制限というのがほとんどあるのです。７７の

中で１つだけですかね、自治体が所得制限なしにしているというのがあって、大体皆

さん所得制限があるのです。所得制限がないような方向にやっているのが日本の中で

も増えてきていますので、まずそれを考えていただきたい。 

  もう１つは、新しく開発された補聴器、それは先ほどの答弁の中でもありましたけ

れども、軟骨伝導のものなのですが、そういうのを使っている自治体が長野県で１１

自治体が既に導入しておりますので、その中で実際にこれを使っているのが１つだけ

自治体の中で長野県にございます。それを使ってもいいよと、それに補助を出します

よというのはありますので、それも併せて検討していただければと、そのように思う

次第でございます。 

  次に移りますけれども、現状把握は行っていないというご答弁をいただいたのです。

答弁の中で、事業の利用者についてとあったのですけれども、その事業というのは、

社協のデイサービス、それから訪問介護、すばるのことを指しているのか伺います。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） ここで申し上げたいのが、手帳の取得やそういった軽

度・中等度難聴児補聴器購入の事業を使われる方で、これだけの人数を把握している

ということで、その他の方も多数いらっしゃるわけなので、そこの部分については把

握していないというお答えになります。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） つまり、そうなってくると、身体障害手帳のための調査という

形になるのですか。そこをちょっと教えていただけますか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 
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○保健福祉課長（篠原雅彦君） すみません。調査と申しますと、どういったことなの

ですか。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 恐らくケアマネ等をいろいろ含めまして、利用されている方に

お話を聞くと。その中でどういう方がいらっしゃるかということを言っているのです

が、いかがでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 今のお話ですと、要介護認定の調査においてというお

話ですかね。そこで耳の状況がというところですかね。 

  そこの部分については、お聞きする場面もあるかと思うのですけれども、ケース・

バイ・ケースに応じてということになるかと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） そうしますと、ちょっと違った方向で伺いたいのですけれども、

健診項目には関係するところなのですが、聞こえのチェックシートというのがござい

まして、それをいろいろなところで活用して、それを福祉のセンターで集計して、全

数でなくても何人ぐらいの方が難聴で困っているよねと、そういうことの確認は取れ

ますか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 今のところそういったことをやった経過がなくて、と

ある自治体ですと、難聴の方というのですか、耳がご不自由の方がどのくらいいるの

かをまず把握をして、それで事業実施、この補聴器の助成につなげたという自治体も

あるようです。 

  ですが、今そんなにお困りという情報も入ってきてないものですから、なかなかこ

ういった事業を新設してきていないということで来ているのですけれども、機会があ

りましたら、そういうこともこれから考えていかなければいけないのかなというとこ

ろであります。 

  いずれにしても、高齢の方がどんどんこれから増えていく話ですので、そういった

不都合があるというお話も徐々にたくさんになってくるのかなと思いますので、その

辺は検討していきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ありがとうございます。不便を感じる方に寄り添った施策とい
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うのがすごく大事になってくると思うのです。そのためには不便を感じる人、これは

聴力だけではなくて、そのほかもろもろのものがありますけれども、ある程度の把握

をして、そこから次のステップに進まないと話は進まないと思いますので、そこら辺

をよろしくお願いします。 

  大体、今伺った２２人のうち１７人が補聴器を使っていると、身体障害者手帳を持

ってらっしゃる方なのですけれども、そうすると７７％ぐらい、実際にその方が使っ

ている。 

  ところが、日本全部で調べると、補聴器を使っている方というのは、大体１，４００

万人から１，５００万人いて、その中の１４％程度しか補聴器を使っていないという

データがあるのですよ。それは何でだというと、「高いから」というのがほとんどだ

ったので、そこら辺も含めるとやはり助成というのは必要だなと私は思います。 

  次に、聴力検査について伺います。 

  先ほどのお話では、今のところ特定健診には聴力検査は使わないよと、そういうお

話だったのですけれども、その理由を分かる範囲で結構ですので、教えていただけま

すか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 特に理由というところについては把握してないのです

けれども、皆さんもそうだと思うのですけれども、人間ドックに行くと、ああいうボ

ックスというのですか、小部屋に入って必ず聴力検査というものがあります。 

  村でもスクリーニング、集団健診ということで行っているのですけれども、できれ

ばブースみたいなのがないと、そういった検査は難しいということもありますので、

そういったことから、こういった聴力検査については今現在行っていないかなという

ところであります。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 確かにそういう専門のところがないと、ということはあるので

すけれども、それはちょっと後で話すとして、聴力が落ちてくるということになると、

先ほどイントロのところでも言いましたけれども、様々な弊害が出てくると。人の身

体に関することもそうですし、経済的なものもそうだと思っています。 

  ある機関が調べたところ、聴力が落ちた方たちの就労を今の健常者の就労と同じパ

ーセントにしたときに、どのぐらいの効率があるかというと、これが賃金の面だけで

860 億円。 



 －５８－ 

  それともう１つは、今度社会保険料とか、それから税の収入ということになってく

ると収入が上がりますので、税収が増えるのですけれども、それが約 47 億円。これ

は全国ですので、山形村に限ったことではない。山形村はもっと下かと思いますけれ

ども、そのくらいの経済的な効能もあると、そうおっしゃっている方もいらっしゃい

ます。 

  それと、第９期の山形村介護保険計画の中にあったのですけれども、介護が必要に

なった発端は何かというのがありまして、その設問に１２.８％の方が聴力が落ちた

からと答えられているわけです。そういうのもありますので、ぜひとも購入の助成を

行っていただきたいと思うわけです。 

  そのためには検査をやるという、これは大きいと思うのです。検査をやることによ

って、特定健診の項目、その中で生活習慣病、この生活習慣病は特定健診と関係ない

ように思われるかと思いますけれども、意外と大きいつながりがあるものです。です

から、それも踏まえまして、聴力検査を採用する予定はあるのか、改めて村長、ご答

弁いただけますか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 議員のお示ししていただきました事実に基づきまして、今、急

に考えたところでございますが、現時点で検査を行う機器等がかなり重要なことを占

めていると思います。 

  私も人間ドックに行って聴力検査をするわけですけれども、実際説明されているこ

とが分からなくて、そのボタンを押すタイミングも説明の仕方によっても変わります

し、その時間が慌てて回されるとかえって慌ててしまって、私自身も聴力的に問題が

あるという判定を受けておりますので、そういったことは検査の内容をある程度理解

されて、その上で住民の皆様に検査を受けていただいて、そして私たちもいろいろな

ことを考えていくということがまず大前提と思っておりますので、いろいろなことを

考えた上で進めていくべきものだと思います。考えることは考えますので、いろいろ

なシチュエーション、またその検査機器、そして検査する内容を理解していただける

かということも含めまして、考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願い

します。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 分かりました。ある程度検討していただけると、そんな反応を

受けました。それで、今、聴力検査ということでお話ししているのですけれども、先
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ほど、２つぐらい前に申し上げたのですが、聞こえのチェック、これは自分でもでき

ますよね。その聞こえのチェックをこの聴力検査の代わりにしたらどうかと、そうい

うことで提案したいです。それによって早期発見して、早期介入が可能になると私は

思います。そんなものですので、聴力検査の代わりに聴力チェックシートを配って、

問診票につけてやってもらってきて、それを基にして保健指導でも何でもできるわけ

ですので、そういうことが可能かどうか、これに対する導入を検討されるのかどうか

を伺います。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） そういった調査ができればよろしいかと思います。そ

ちらにつきましては、保健対策係と話をしまして、今後の検討課題とさせていただき

たいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ぜひとも、十二分の検討を行っていただきたいと、そのように

思います。 

  ちなみに、初診含めて耳鼻科の受診をしたときに、どの程度のお金がかかるかとい

うと、大体簡単にやって 2,500 円ぐらいなのです。それでオージオメータを使って健

診機関でやったときにどのくらいかかるかというと、私もやったことあるのですけれ

ども、大体、保険点数、それに上乗せで何ぼという形になります。 

  そうすると今、聴力検査が３３０でしたか、点数なので、大体５００点ぐらい、つ

まり 500 円ぐらいが１回の検査になります。そうするとそんなにお願いしても、向こ

うがそのセットでもってやってくれると思いますので、それも十分に検討していただ

きたいと、そのように思います。 

  次に、合理的配慮に移りますけれども、先ほどの筆談とかをされて配慮をしている

というお話だったのですが、聴力に差し障りがあるという方がどのようにして受付で

分かるのか教えていただけますか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 日々、保健福祉課には申請とか相談とかということで

たくさんの住民の方がお見えになります。係に聞いた限りでは、そういった難聴の関

係でいろいろ時間がかかってしまったとか、そういうことは最近の状況ではないとい

うところであります。先ほどの村長答弁では、筆談をというところだったのですけれ

ども、そういったケースもないと。うちの課においてなのですけれども、そういう状
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況であるということです。ほかの課ではどういった状況かというのは確認していない

のですけれども、そういったケースはいずれにしても筆談になってしまうのかなとい

うところです。 

  よく「どちらの耳が聞こえますか」と言って、耳のそばで大きな声でというところ

もあるのですけれども、それはなかなかプライバシーの関係もあって、あまりよろし

くないということでありますので、いずれにしてもそういった状況になれば、どうし

ても筆談という形になるのかなと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 今、私が伺ったのは筆談に至るまでに、どのようにその方が聴

力に問題があるのかというのが分かるかということなのですけれども、保健福祉課の

ところへ行きますと、ヘルプマークというのがございますよね。それと似たようなの

で、耳マークというのは今いろいろなところでつくられて販売されています。交通安

全協会に行ってもありますし、それからインターネットでも購入できるのですけれど

も、大体１つが、シールとかバッジとかいろいろあるので 500 円から 800 円ぐらいす

るのですが、必要な方にですけれども、それを無償で配って、それをつけていれば前

もって耳が悪いよね、それだったらこちらでどう対応すればいいよねというのが分か

ると思うのですが、そういうものを導入するお考えはございますか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 恐らく窓口でお話をさせていただければ、そういった

耳が不自由だとか、目が若干弱視であるとかというのは判断がつくと思うのです。そ

ういったヘルプマークを支給するというのも１つの手段かと思うのですけれども、今

のところは必要ないのかなと思っております。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 今度必要になったら、ぜひとも採用してほしいと思うところで

ございます。 

  それから、今度はツールの話ですけれども、いろいろなツールがございまして、

「こえとら」とか「ヨメテル」とか「きくポン」だとか、いろいろなものがあります。

それも検討していただきたいと、そのように考えております。 

  次に、軟骨伝導イヤホンについてですけれども、先ほど説明していただいたとおり

だと思っています。メリットが非常に多いのですよ。どんなメリットかというと、右

と左で音量を変えられたり、音質を変えられたりすることができるというのが１つと、
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それと、耳にやるとキーンといいますよね。ハウリングというのですけれども、それ

がこの機械では出てこないと。それから、耳のところにつけるだけなので簡単に消毒

ができるという清潔な部分と結構なメリットがあります。 

  先ほど言いましたけれども、長野県の１１自治体が実際に窓口に置いてございます。 

  費用ですけれども、大体２万円から３万円ということですので、それほど高くない

と思っています。ですので、村としてもそういうのを活用していただきたいと、検討

をよろしくお願いしたいと思います。 

  それから、１３歳未満の難聴児に対しての補助はあるということなのですけれども、

１８歳以上の方たちの助成はどうかということになったときに、先ほど、ほかの自治

体の例も見ながらということで検討していただけると、非常に前向きな取組をしても

らえるということなので、それは感謝申し上げます。 

  質問というわけではないのですけれども、１つ、２つちょっと申しつけたいと思い

ます。実際に長野県の中で現在１８歳以上の、１８歳以上というわけではないですけ

れども、高齢者も含みますが、その方たちの助成を行っている自治体が今３０ござい

ます。３０ありまして、前年はどのぐらいだったかというと、１８しかなかったので

す。そうすると１２自治体が増えてきて、それから、どこでしたか、つい最近、今朝

の新聞ですか、お隣で助成をしますよという話もございましたので、そういう意味で

いくと、近隣市村が採用するということであれば、検討していただきたいと思うので

す。 

  対象年齢なのですけれども、先ほどの３０自治体を調べまして、ほとんどというか、

１８歳以上の助成を行っているのが１４自治体、６５歳まで飛んで、それ以上の自治

体が１５自治体、１つだけ７５歳以上というのがありましたけれども、例えばこの村

でその助成をするといった場合に、幼少期から高齢までシームレスな助成を行う必要

があると思いますので、そうしたときに１８歳未満までは大丈夫。そうすると１８歳

以上ということにしていただきたいのですが、それに対してはどんなお考えでござい

ましょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） ありがとうございます。いろいろな自治体も調べていただいて

本当に助かります。 

  私としましては、１８歳以下というのはやはり成長期でありますので、耳の形とか

も変わりますので、そこら辺はしっかりと今までどおりやっていきたいと思っており
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ます。 

  それ以降のことにつきましては、いろいろな自治体の事例も参考にしながら、所得

格差がこういうところでも出てこないような形で考えていきたいと思っております。

その内容につきましては、またいろいろ詰めながら議会に提案できるような形になれ

ばいいと思っておりますので、ぜひ前向きな形で私も進めていきたいと思っておりま

すので、ご理解のほどよろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 前向きに検討していただけるということで、また繰り返します

けれども、ありがとうございます。 

  もう１点聞きたいのは費用のことなのです。どうしても補助するとなると、特定の

方に補助するということで、村の方全部ということではないものですので、そこら辺

どのように財源を確保すればいいのか、そういうところの問題も含めまして難しいと

思います。 

  私、考えたのですけれども、介護保険の財政的なインセンティブな取組として、介

護予防、健康づくりに資する取組を重点的に評価するということで、保険者機能強化

推進交付金、それから介護保険保険者努力支援交付金というのもありまして、これを

財源に、これは特定財源なるものですので、できないかなと思ったのです。 

  これは、それほどたくさんもらっているわけではないのです。保険者機能強化推進

交付金の場合は、じり貧で毎年毎年下がっておりまして、一番高いのが令和４年の

124 万 7,000 円、去年というか今年が 86 万 2,000 円。それから保険者努力のほうは逆

に上がっていまして、今年が 167 万 6,000 円と。それだけ交付金としていただいてい

るわけなのですけれども、先ほどのこれを財源として検討できるのかどうか伺いたい

のですが、いかがでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 保険者機能強化推進交付金を充当している自治体です

かね。確かに神奈川県の相模原市でそういった交付金を充てていると出ておりました。 

  今、議員が言われたように 86 万円ということで、こちらの交付金について２種類

あるのですけれども、その程度の収入しかないということなのですけれども、制度的

にはそういったことが充当できるということであります。 

  ただ、その交付金を充てるには 65 歳以上と限られると思うのです。こちらについ

ても今後研究が必要なのかなというところであります。 
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○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 大した金額ではないです。ところが、それをやったときにどの

程度のお金をもらっているかというと、長野県でこの介護保険、いろいろなものを含

めまして、それほど検査、それからインセンティブなものに対して、村ははっきり言

って評価されてないのですよ。だから低いのですね。 

  ですから、そういうものを限って、これから健康診断とか特定健診も含めまして頑

張っていただいて、そういうところからお金が入る形を徐々にでもいいですので、し

ていただければいいかなと思います。 

  人間というのは加齢に伴って耳が悪くなります。ですので、これを「悪くなったか

らいいや」ではなくて、悪くなることによる負荷がどの程度あるのかというものを十

分に考えて、これからの制度設計というか施策を考えていただければと思います。 

助成をすれば、聴力の方、中等度にしても軽度にしても全部が補えられると。そう

いうものではないのですけれども、若い人がなった場合は、これから長い人生に対す

るもの、それから高齢者がそうなった、徐々になってきますけれども、高齢者がなっ

た場合には、その先の豊かな生活を補うためには絶対に必要なものだと思っておりま

す。 

聞こえの問題というのは、誰に対しても起こり得ることでございますので、これは

避けて通れません。一人ひとりが豊かな生活を送ると、そういう社会にするために、

聞こえのバリアフリーというものを整備ができて、誰一人取り残されないような行政

の支援のサポートは大事だと思いますので、十分な検討を行って前向きに進めていた

だきたいと、そのように思いまして、私の第１回目の質問は終わりといたします。 

○議長（大月民夫君） それでは質問事項１につきましては、終了とさせていただきま

す。 

  小出敏裕議員、次に質問事項２「マツのほかに葉が赤く変色している樹木が目立つ

が原因と対策は」について質問してください。 

  小出敏裕議員。 

○１番（小出敏裕君） それでは次の質問に移らせていただきます。「マツのほかに葉

が赤く変色している樹木が目立つが原因と対策は」ということで質問いたします。 

  以前から松くい虫による被害が西山などで問題となっております。松くい虫につい

ては同僚議員が質問を複数回行いましたが、決定的な対策がないまま現在に至ってお

ります。松枯れはさらに進んでおります。 
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  また、３年くらい前に下大池の樹木の葉が赤く変色しているのが見られまして、今

年に入ってはっきりと目立つようになってきました。清水高原でも杉の葉が赤く変色

しているのを見かけます。 

  そこで村の景観を守るという観点から、以下の質問をさせていただきます。 

  １番、松枯れ被害の状況を伺います。 

  ２番、村も松枯れの対策を行ってきましたが、その効果を伺います。 

  ３番、下大池の樹木や清水高原の杉の葉が赤く変色した原因を教えてください。 

  ４番、３番の樹木を守る対策が何かあるのかを伺います。 

  以上、通告に従い質問といたします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君）  「マツのほかに葉が赤く変色している樹木が目立つが原因と

対策は」のご質問にお答えさせていただきたいと思います。 

１番目のご質問の「松枯れ被害の状況について」、お答えさせていただきます。 

初めに松枯れ被害の状況についてですが、ここ３年ほどの被害木調査では、令和４

年度から６年度で２２１本の被害が確認されています。 

２番目のご質問の「村も松枯れの対策を行ってきましたが、その効果は」について

お答えさせていただきます。 

松枯れ対策の効果についてであります。対策は被害木を伐採、玉切りにして薬剤処

理する伐倒薫蒸によって行っております。直近３年の実績を申し上げますと、令和４

年度から６年度まで毎年およそ１１０㎥前後、本数にして３年間で１９３本の松をこ

の方法により処理してきました。 

被害木を現場で直接処理するこの方法は最も一般的で有効な手段と思われ、効果は

得られておりますが、限られた予算の中で処理本数にもおのずと制限がございます。

被害の拡大のほうがやや先行している状態といえると思っております。 

３番目のご質問の「下大池の樹木や清水高原の杉の葉が赤く変色した原因」につい

てお答えさせていただきます。 

議員ご指摘の樹木について、県の専門の方と現地で調査をしたところ、下大池城ヶ

沢付近の山林に見られるドイツトウヒという木の変色については、原因は特定の害虫

の加害によるものと推測されておるとのことでございます。 
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また、清水高原では直近の現場を特定することができず、様子を確認するには至り

ませんでしたが、標高や周辺の環境から推測すると、一定の林齢を経過したことや樹

勢の低下などにより、部分的あるいは一時的に発生した現象ではないかとのご意見を

頂戴しております。 

４番目のご質問の「木の樹木を守る対策は」についてお答えさせていただきます。 

トウヒの場合は、最も有効な対策は薬剤の散布になります。しかしながら、付近に

は住宅も多く、本格的な薬剤散布を直ちに実施することは不可能でございます。当面

はこのまま経過を観察することとなります。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ご答弁ありがとうございました。 

  それでは最初の、被害の状況についてもう１回再質問したいと思います。 

  ご答弁には、被害木が２２１本ということなのですけれども、決算書等いろいろと

調べますと、令和４年が７２本、令和５年が６８本、それから令和６年が５３本です

か。これはあくまでも被害の伐倒の処理数なものですので、処理した数と違ってもし

ょうがないかなと思っております。 

  残りの１９３と２２１を比べたときに２８本、今度のご答弁のほうが多いのですけ

れども、この２８本というのは、個人所有の庭にある松、または個人所有の山にある

松なのかを伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川産業振興課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 申し上げました数字につきまして、決算書の数字と若

干違いがあるものについては、確認をしてまた申し上げたいと思います。 

  基本的に私どもで処理するものに関しては、山林のまきということになりますので、

それは調査に基づいて行うことになります。 

  それから単年度の本数については、３年間でいうとそういった本数になっています

が、その３年より以前、いわゆる積み残してきたといいますか、というものもござい

ますので、ただ単にその百九十何本、二百数本という本数ではなくて、実際には被害

はもう少し多くなっているということでございます。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ありがとうございます。当初予算の中でいいますと、松くい虫

被害対策事業として毎年 40 万円から 50 万円、実際に計上しているわけなのですけれ
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ども、どの程度使われたかといいますと、おととしですか、令和５年度に約 30 万円

使って、そのほかについて決算上は数字が出ていないのです。これはどういったこと

なのでしょうか。使わなかったのか、それともそういうものが見られなかった、必要

がなかった、申請がなかったということでございましょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 今おっしゃったものは、個人の対策ということの事業

費であれば、申請がなかったということでご理解いただいております。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 私がいろいろなところを、ちょこちょこっと村の中を歩いて、

歩いてというかこの足ですので車ですけれども、そうして見たときに、個人のお庭と

か個人の裏山辺りに松枯れが結構見られる気がするのです。そこら辺はいかがでしょ

うか。増えているという感覚は、課長、お持ちでございますか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） いわゆる平地といいますか、松食いのこの問題に関し

ては、この平では十数年前からということになりますが、山形村では実際の被害は１０

年ほど前ですかね。住宅地といいますか平地からスタートしていると思います。 

  その当時から考えますと、庭木ですとか屋敷林に近いような敷地にあるような松も

赤く変わっているところもございますし、当然量的には当時に比べれば増えていると

思います。 

  それから、山際といいますか、では、たくさん松ですとか、しょっているところも

ございますけれども、山形の場合には山裾というよりは、特に上大池、それから上竹

田の集中地域、またなろう原、あるいは小坂の堂ヶ入近辺にぽつぽつと出ている、そ

んな状況でございます。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ありがとうございます。それで、松枯れの被害なのですけれど

も、歴史的に見て、昭和五十何年ぐらいは長野県に全然なかったということなのです。

これを歴史で、経年で追ってくると、令和３年になると長野県、この辺りですけれど

も、例えば岐阜だとか新潟、富山、あと群馬、それから山梨を見ますと、すごく減っ

ているのです。長野県だけ全然変わってないということがあるのですね。 

  長野県は涼冷な気候で、それほど松くい虫というのですかね、そういうのが生育で

きないような感じであったのですよね。今までも９００メートル以上のところにはな
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いよなんていう形で言われていたのですけれども、この前、山梨県で富士山で調査し

た森林組合の方がいらっしゃいまして、大体９５０から１，１５０ぐらいまで、実際

には交尾をして繁殖していると。その上になると一代で死滅するという、そういう報

告を出しているのです。 

  長野県のやつもどのくらいあるのかなと見たのですけれども、大体一番高いところ

を平均しますと、１，０３４メートル辺りまでは松くい虫が確認できるとなっており

ます。 

  今は地球温暖化ということがありまして、松くい虫は暖かいところが好きだという

話もありますので、これがどんどん行くと山の上のほうまで松枯れが進むのではない

かと思うのですが、そういう認識というか、それはございますでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 今、議員、歴史のことにも触れられましたけれども、

私の認識で言うと、多分平成の最初の頃は善光寺平ですか、標高３５０メートルくら

いのところで猛烈に広まったと思います。山は伐倒燻蒸の被覆したマルチでギラギラ

していました。それが今ここに至って、２０年くらいの間に東信から中信に移動して

きているという現象で、安曇野市辺りからこちらにどんどんと広がってきているとい

うのが現在のこの辺りの状況です。 

  それから、おっしゃられたように、標高の高地化といいますか、高くなっていると

いうのは、その当時から考えても、その歴史を追っていく中でもって、高いところへ

高いところへと進んでいるのは明らかです。ましてや、この暑さでありますし、特に

ここの２、３年の暑さでいうと、進みやすい環境が広がっているということになりま

すので、恐らくこれからはどんどん高いところに行くであろうということは容易に推

測できるかと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） いずれにしても、高いところにいたときに、それを処理しなく

てはいけないということで、平地で処理するのと、標高の高いところで処理するとい

うことは非常に危険が伴いますので、そこら辺も十分に注意しながら処理をしていた

だきたいと思います。 

  ２番目の対策と効果ということなのですけれども、この費用を見たのです。どんな

に高くても 500 万円ぐらいですか、どのくらいかかるかというと、実際に処理するの

に 550 万円以上かかっているわけですよね。本数も先ほど言われましたけれども、あ
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る程度制約があると。そういうことになると限られた予算で、最大の効果を期待する

のは無理かなという問題があると思います。 

  被害が先行すると先ほどおっしゃいましたけれども、先行するのであれば、その先

を我々が先行して被害を少なくする。例えば、先ほどの１番の質問でも言ったのです

けれども、早期発見して早期介入をするような形、これが取れればと思うのですが、

例えばドローンを使っていろいろなところを調べて、これが怪しいなとか、そうなっ

たらそこに集中的に調査に入るとか、そういうことは可能でございましょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 物理的にやれないことはないと思いますけれども、そ

れをやるスタッフですとか業者の選定ということも、一般的に山形村もそうですし、

このかいわいもそうですけれども、選定を取って調査をして、それを潰していくとい

うことは相当な労力といいますか、金銭的にもかかるだろうと思います。後追いにな

ることは残念ではありますけれども、仕方がない方法かなとも思います。 

  それから、場所によって作業単価、実施単価が変わってくるので、山の地理的な状

況ですとか、山形の場合、山はまだ浅いのでいいですけれども、あるいは林道から割

かし近いところで作業ができるのでいいのですけれども、場所によって単価が上下す

るので、その辺のところの予算のやりくりにはおのずと限界があるかなと思っていま

す。 

  議員おっしゃられたように、病気であれば早期発見、早期治療というのができるの

ですけれども、罹患した後の木を早め早めにたたいていくというのは非常に難しいこ

とかなと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ありがとうございます。確かにそのとおりだと思うのですけれ

ども、以前、同僚議員が質問したときに、ドローンを使ったらどうかという話が出た

のです。そのときに実際に、ドローンを扱える人というのはそれほどいないと。それ

からいろいろな制約を受けるというお話があったと思うのです。その中で、ドローン

を扱える人間を増やすという話があったのです。それが今、継続されて増えているの

でございましょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） ドローンも最初の導入は平成２８年でしたか、雨氷の

際のあれがきっかけでした。その後、ドローンに関しても飛躍的に技術も性能もよく
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なって、今、山形の役場で所持しているのはかなり骨董品に近いような状況になって

おります。 

  そういったいろいろな変化の中で、先ほども申し上げましたが、山形のこの浅い山

でドローンを使って、遠隔でもって細かく調べるということは、あまり現実的ではな

いかなという思いもございます。むしろ、山形で所持しているドローンは、防犯・防

災とかというところに転換していくほうが現実的かなと思いますが、そうした中で操

作できる人間の増員というのは今しておりません。 

  あれも国家資格みたいなものが最近導入されていて、扱うには相当規制もかかって

いるようでございますし、一定の空域を操作するには大臣認可も必要なようですので、

例えこの小さい村であっても非常に、使い勝手がといいますか、使いづらい部分もあ

ろうかと思います。 

  現在所持している機体の扱い、それからもし今後導入するとすれば、どういったも

のを入れて何に使うかということを明確にした上で、そこに人件費なり資格の取得経

費を投入していくのがいいのかなと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） そういうところも費用対効果でございますよね。 

  それでは、次の質問にもう１回質問させていただきたいのですが、下大池のやつが

ドイツトウヒだったということなのです。ドイツトウヒというのは寒いところで繁殖

しやすいということなのですけれども、そうしますと、これは温暖化の影響が出てい

るのでございましょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 大変申し訳ありません。専門的なところなので、私は

その辺のところは分かりかねます。すみません。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 分かりました。私もそこら辺は分からないので、伺ったわけで

す。 

  ドイツトウヒがそうなったとすると、これは堂ヶ入に３本ばかりドイツトウヒが生

えているのですよ。そうすると、それはこれから見ていかなければいけないと思うの

ですけれども、そういうことは役場、行政で見ていただけるのでございましょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 一番こういった類いの話でもって、今最大の問題は松
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くいでありまして、これはマツノザイセンチュウとマツノマダラカミキリという媒介

するものがはっきりしていますので、それをたたいていくというのはやりやすいこと

ですけれども、それ以外の樹種に関しては、まずは拡大だとか、森林の荒廃みたいな

ものに直接的につながるものでなければ、そこまで今、手をかけられないというのが

現状でございます。 

  ほかに害虫による拡大もあれば、病気だとか気象条件による拡大、楢の木やなんか

もそうだと思いますけれども、あるかと思います。そういったものは山形だけではな

くて、広域的な現象にもなろうかと思いますので、その辺はまた専門家の皆さんとも

相談をして対応していくことになろうかと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 大分時間が押してきてすみません。 

  清水高原の杉の件なのですけれども、村の方から電話を頂戴して、確認できなかっ

たよという話だったので、その翌日、私はその現場に行って、ちょうど横吹沢のオオ

ザルございますよね。サワグルミのところなのですが、そこのところを見てきて、結

構赤いよねというのがあって、写真を撮ってきました。後でそれを見ていただきなが

ら、それと専門家の方などのご意見も頂戴しながら対処していただければと思ってお

ります。 

  それともう１つ、このところ間伐ができていないもので、サワグルミの背がものす

ごく伸びてしまっている。それからあと、カエデ類が非常に繁茂している状態があり

ますので、そこら辺も含めて対策をしていただければと思います。 

  最後に、樹木を守る対策なのですけれども、薬剤散布ということになると、これは

非常に問題になると思うのです。そうすると、例えばそこが個人の所有なのか、村の

所有なのか、それを伺いたいのですが。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 今あるところは個人のところだと思いますけれども、

いずれにしても薬剤の散布というのは、今のところ村で実施は考えておりません。担

当の職員も他の自治体で行っている薬剤散布の様子を見させてもらったりとかして、

その効果ですとか、あるいはその場所による適正といいますか、そういったことも検

証しながらということなのですけれども、山形の場合には、集落に近いところに山が

あるということで、すぐに水辺ですとか、住宅地を抱えたところで山をしょっている

という事情もありますので、その辺については非常に慎重にならざるを得ませんし、
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当面のところ予定はしないということでございます。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 例えば村の所有であれば、荒っぽい言い方をすると引っこ抜く

とかそういうことも可能だと思うのですね。個人のやつはそうもいかないと。そうい

うことを理解しております。 

  薬剤散布になると、やはりものすごくハードルが高いのですよね。 

  ほかのところの松くい虫の状況をいろいろな市町村もそうですけれども、ああいう

ところは長い年月をかけていろいろな調査をした上で散布に踏み切っていると、そう

いう状況もありますので、これからどのようにクリアできればいいかというのを十分

に検討していただいて、行っていただきたいと、そのように思います。 

  それと、今回の質問なのですけれども、松くい虫というか、その対策を書いてあり

ますけれども、それに特化したものではなくて、景観というのが村でも大事だと思い

ます。 

  昨日の新聞ですか、村長肝煎りの雑草を効率的にというのが載っていたのですよね。

このように皆さん見ていて、「これはまずいよな」というのは結構あると思うのです

ね。ですので、村の行政と、それから村民がタッグを組んで事に当たると、そういう

ことが大事だと思います。 

  それと、これから将来を担う子どもたちが、この村の景観を頭の中に残せるような

ものを我々はつくらなくてはいけないと思いますので、それに向かって私も努力しま

すし、行政も努力していただいて、行政がサポートしていただくという形になると思

うのですが、十分な対応ができればと、そのように考えております。 

  以上で質問を終わらせていただきます。 

○議長（大月民夫君） 答弁はよろしいですか。よろしいですか。 

○１番（小出敏裕君） 今のことに対して。 

○議長（大月民夫君） 村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 議員のご指摘のとおり、薬剤散布は非常に高いハードルがござ

います。しかしながら、民地・公有地を含めまして、どこを守っていかなければいけ

ないかという、守るべき松林というものを村民全体で考えて進んでいかなければいけ

ないと思います。守るべき松林を制定といいますか、区域をしっかりと決められるよ

うな形でこれから考えていきたいと思っておりますので、ご理解のほどよろしくお願

いします。 
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○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 今、村長のお話の中で守るべき松林というお話が出ました。私

もそれには思いっきり賛成でございますので、どのような区域になるのか、しっかり

検討していただきたいと、そのように思います。 

  それでは、以上で質問を終わらせていただきます。 

○議長（大月民夫君） 以上で、小出敏裕議員の質問は終了いたしました。 

 ここで休憩します。再開を１１時ジャストとしますので、休憩いたします。 

 休憩。 

（午前１０時４５分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午前１０時５９分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 新 居 禎 三 

○議長（大月民夫君） 質問順位３番、新居禎三議員の質問を行います。 

  新居禎三議員、質問事項１「村における環境保全について」質問してください。 

  新居禎三議員。 

         （７番 新居禎三君 登壇） 

○７番（新居禎三君） 議席番号７番、新居禎三です。今日は、２つの項目についてお

尋ねいたしますが、最初に「村における環境保全について」お尋ねいたします。 

  近年、特に今年は全国各地で異常な高温や豪雨など、災害発生が多くなっておりま

す。当村においても気候変動により基幹産業の農業に、収穫物の作物によっては影響

が出ています。昨年には第５次環境基本計画が策定され取組が進行しています。世界

的にも地球温暖化が大きな問題であり、温室効果ガス削減に向けて行動を進められて

います。昨年第４回定例会でもお尋ねいたしましたが、再度環境基本計画に沿ってお

伺いいたします。 

  １番目としまして、公共施設等への再生可能エネルギー導入の取組は松本ゼロカー

ボンエネルギーより導入されていますが、それ以外の導入の進捗状況はどのようにな

っているでしょうか。また、それによる温室効果ガス削減はどのぐらいでしょうか。
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第４次基本計画策定以降の数値をお示しください。 

  ２番目としまして、ごみの排出量、特に可燃ごみにおいて、当村においては微減傾

向であります。これをさらに改善させるための方法を今後どのようにお考えでしょう

か。また、ガラスくず・陶磁器類の、現状は埋め立てごみになっていますが、リサイ

クル状況はどのように進捗しているでしょうか。 

  ３つ目としまして、村民一人ひとりが環境に配慮した暮らしを進めるためにも環境

活動の輪を広げるための「やまがた環境パートナーシップ」という企画が計画に書か

れていますが、こちらの進捗状況をお示しください。 

  以上、通告による質問です。ご答弁よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 「村における環境保全について」のご質問にお答えさせていた

だきます。 

  １番目のご質問の「公共施設等への再生エネルギー導入は松本ゼロカーボンエネル

ギーより導入していますが、それ以外の進捗状況は。それによる温室効果ガスの削減

はどのくらいですか。第４次環境基本計画策定以降の数値について」、お答えさせて

いただきます。 

  １番目のご質問の温室効果ガスの削減はどのくらいかについてでありますが、公共

施設等への再生可能エネルギー導入は大分進んでおります。当村も出資している松本

ゼロカーボンエネルギー株式会社の電力導入により全体の約９割が再生可能エネルギ

ーを使用している状況でございます。 

  温室効果ガスの削減状況につきましては、毎年住民課でまとめている電気・灯油な

どのエネルギー使用調査によりますと、令和５年度の温室効果ガス排出量は１，４５７

トン、令和６年度は速報値で１，２１６トンでした。前年比で２４１トン減少してお

ります。 

  減少理由といたしましては、下水道処理施設の曝気装置の更新や保健福祉センター

の空調設備の更新により、電気代が大幅に減少したことが原因と考えられます。ただ

し、２４１トンという削減はかなり大きな量であるため、数値については現在も調査

中でございます。 

  ２番目のご質問の「ごみ排出量は微減傾向にあります。さらに改善するためのお考
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えは。また、ガラスくず、陶磁器類のリサイクルの進捗について」、お答えさせてい

ただきます。 

  ごみの排出量をさらに減らしていくためには、住民の意識向上が不可欠であると考

えております。 

  令和６年度の松本クリーンセンターへの年間搬入量は２，１９３トンで、前年と比

べほぼ変わらない状況でございますが、過去５年間のデータを見ると減少傾向で推移

しております。今後はさらに再資源化へ分別意識を高めていき、温室効果ガスの原因

ともいえるＣＯ２をできる限り減らしていくことが重要であると考えております。 

  ガラスくず等のリサイクル状況でございますが、事業化へ向けて具体的に取り組ん

でまいります。サンクスＢＢの延命化にもつながることから、搬出にかかる経費やリ

サイクル料金など予算規模はどのくらいになるのか、受け入れ事業者との間で協議を

進めてまいります。 

  ３番目のご質問の、環境に配慮した暮らしを進めるための「やまがた環境パートナ

ーシップ」企画の進捗についてお答えさせていただきます。 

  環境問題やその課題解決に関心がある企業、事業所、団体などが気軽に参加できる

場を設定し、第５次環境基本計画にも謳われております。 

  現在のところ、具体的な動きはございませんが、環境に関する学びや活動への参加

を呼びかける場として、新たなアプローチの場が創出できるよう検討してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） ご答弁いただきました。それでは順を追って再質問していきた

いと思います。 

  答弁の中で、再生可能エネルギーで現状９０％、約９割が再生可能エネルギーを使

用しているということですが、まだまだできるところはあると思うのですよね。 

  先般、議会の委員会で箕輪町へ視察に行ったのですが、こちらでは、もちろん国の

補助金を使ってですが、役場庁舎等の駐車場に太陽光発電の電池パネルを設置した。

当然発電するわけですが、その電気を使って公用車の、全部ではないですが、何割か

を電気自動車にしたということで、当時はまだ電池パネル等の補助金だけでなかなか

箕輪町も当然財源を投入しているのですが、聞くところによると、その太陽光パネル

設置する台、駐車場の屋根にする脚、それも今は国から全部補助が出るそうです。そ

れによって、その電力を役場で使ったりしているそうです。 
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  そういう部分でまだまだ山形村も、先般、余談ですが、その松本ゼロカーボンエネ

ルギーから、いわゆるごみ焼却場で発電した電力を山形村が使っているわけですが、

単価があまり安くないという話がありました。それを自前で役場で発電すれば、当然

最初の設備投資はコストがかかってきます。でも、かなりな部分が国からの補助があ

るみたいですが、そういうのを導入するお考えはどうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） お答えいたします。 

  箕輪町の事例を出していただきましたけれども、私も、福祉文教常任委員の皆さん

と同行させていただきまして、先進事例ということで視察をさせていただきました。

本当に画期的な役場の施設でございまして、太陽光パネルでの自家発電を蓄電して、

夜間に公用車への充電ですとか夜間電力で使うものがあったり、それを地域のエネル

ギー会社へ循環させているといった仕組みを構築されていて、全国でも例を見ない事

例を見させていただきまして、非常に勉強にもなりましたし、参考にもなりました。 

  では、山形村でどうかといったときに、国の補助金等を採択ということになってき

ますと、それなりの規模の計画等が必要になってくると思います。山形村として着地

点といいますか、何を目標にして、そういった施設を導入していくのかというしっか

りした目標・計画がまずないと出発ができないかなというところで、今考えているの

が、環境に対して全庁規模でどう取り組んでいくかというチームを編成する中で、山

形村としてこんなビジョンをというものが明確につくれないとなかなか難しいのかな

ということを感じております。 

  非常に他市町村の事例というのは刺激になりますし、近くでそういったいい事例も

あるものですから、そういったところと連携して、いろいろ勉強させてもらいながら、

山形村でどんなことができるかということは、今後の検討課題として考えていきたい

と思っております。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） ぜひ画期的な先進事例ですが、進めていただければと思います。 

  これも１つ、その視察した中であったのですが、現状、冬場に雪が降った後、役場

の駐車場も職員の方が雪をかかれてますよね。屋根があることによって、それも必要

なくなる。職員の方のむだな時間外勤務もなくなるという利点もあると、箕輪町の方

も。箕輪町もあまり雪は降らないそうですが、そういう利点もあると話をされていま

した。ぜひ研究してもらって、そういうことを導入いただければと思います。 
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  あと、山形村においても、村民の方の意識も大分変わってきているのかなと思いま

すが、現状、個人の家の屋根に太陽光発電を乗せる補助金を出していますが、傾向と

して増えているように私は感じているのですが、どうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 家庭用の太陽光パネルの補助金ということで、今年度も実

施しております。今年度については骨格予算ということで、スタートが臨時議会の後

ということで募集をしておりますけれども、その前から反響といいますか、お問合せ

が非常に多くて、現在のところ、数がしっかり申し上げられないのですけれども、５、

６件の申請が今寄せられております。 

  ここ２、３年の状況を見ますと、大体１２～１３件から１５件くらいのところで推

移をしておりまして、補助金がなくなってしまったのでお断りをするという状況も発

生していたものですから、今年度につきましては、それを見越しまして、少し多めの

金額を補正予算として計上させてもらって、皆さんに使ってもらおうということで受

付をしております。 

  以上です。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 住民の方もそういう意味で環境に対する意識がかなり変わって

きているのかなという部分で、ぜひ今後も続けて補助してもらえればと思います。聞

くところによると東京都は義務化されているみたいですよね。新しく新築する人は太

陽光発電つけなさいみたいな、そういうこともありますので。 

  あともう１点は、太陽光発電は確かに昼間に発電するのですが、それを夜使うこと

はできないので、通常は電力会社等に売電をするわけです。実は私のうちも２８年に

なるかな。当初は中部電力でかなりな金額で買っていただいた部分があるので、年間

を通すとほぼ電気代はゼロに近い、冬場は当然払うほうが多いのですが、夏場は収入

のほうが多くて年間でトントンです。その分、国のあれが終わって１０年だかの期間

が終わって、今、中電で買ってもらえるのは１キロワット当たり８円ですかね、全然、

以前に比べると。一番多く買ってもらったのは１キロワット当たり４５円ぐらいだっ

たと思います。そういう意味で、当然蓄電池にためればいいのですが、蓄電池も導入

するにはなかなか高いのですよね。そういう意味で、蓄電池に対する補助を出してい

る自治体もありますが、そういうのをさらに村として進めるお考えはあるでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 
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○住民課長（村田鋭太君） 太陽光パネルプラス蓄電池という補助金に関しては、セッ

トで補助金として出している自治体が結構最近は多い状況と認識はしております。現

状、山形村は１０キロワット以下の太陽光パネルのみということであります。 

  その中で山形村にも住宅需要が結構多くて新築で住宅を建てられる方も結構まだこ

れからあるのではないかというところで、太陽光パネル以外の議員がおっしゃるそう

いったニーズについても、ある程度皆さん環境意識の高い方については持たれている

ということは思っておりますので、その補助金の内容、何に補助をしていくのか、何

を皆さんがたくさん求められて、しかも限られた予算ですので、どの範囲で配ってい

くのかというところも含めて、皆さんのニーズにお答えをしていければなと考えてお

ります。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） ぜひ、ＣＯ２削減に結びつく取組をさらに進めるためにも、今

後とも引き続き検討を加えていただければと思います。 

  ２つ目の質問へ移りますが、可燃ごみですよね。現状、令和６年度が２，１９３ト

ンということであります。環境基本計画によると、２０２８年には１，９００トンを

目指すという形になっていますが、現状の減り方では難しいのではないかなと思いま

すが、その辺どうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 環境基本計画の高い目標ということで、これをクリアして

いくためには、非常に苦しいのかなということは感じております。 

  村長の答弁にもありましたけれども、今回の令和６年度の排出量を含めて、年間を

通して比べていった場合に減少傾向にあるのです。というのは、コロナ禍の影響でご

みが減っている。また、人口減少の影響もあるかと思います。さらにここでごみを減

らしていく。再資源化を進めていくということに関しては、住民の皆さんの協力、村

としての発信ということがこれから重要かなと思っております。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 実際に見ますと、一昨年ですかね、大型プラスチックごみ等の

回収を始め、以前は容器資源プラスチックのみの回収を、プラスチック製品はいいで

すよということで可燃ごみの減少がある程度期待されたのですが、実際に見ますと思

ったほど減ってないですよね。そういう意味で、さらにご答弁にもありますが、住民

の意識向上を進めていかなければならないということです。 
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  それにはもっと役場として現状をお伝えして、住民の皆さんに協力いただけるよう

な体制をつくっていく必要があると思うのですが、その辺はどうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 住民意識の向上というのは非常に重要なところかと思いま

す。松塩地区広域施設組合で出している「ごみし尿の搬入状況について」という資

料がございまして、ここもざっくり見ますと、前年比で可燃ごみについては減って

います。それに対しまして、資源の搬入量ということで、再資源化する黄色の袋で

回収するプラスチックごみについては増加しております。ですので、数値を見る限

りでは村の皆さんの分別意識に関しては以前よりも向上してきているのかなと感じ

ておりますので、さらに皆さんの気持ちを後押しするような対策ですとか広報とい

うことは、これから考えて取り組んでいきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 特に環境意識が今強い活動をされている方は、プラスチックト

レーとかに入っているものを買わない。最近、量り売りとかをしている店も若干出て

きています。確かにきれいに包装されたやつをそのまま持って帰るほうが楽なのでし

ょうが、そういうところから住民それぞれが環境にいい買い物も意識していく必要が

あると思うので、その辺も強制はできませんが、広報活動でそういうことをすれば、

今言われたプラスチックごみは増えているので、それも減らす努力をしていかなけれ

ばいけないと思いますので、ぜひその辺の広報活動もお願いしたいと思います。 

  若干ちょっとそれますが、国から出たリチウムイオン電池の回収については、村の

方向性はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 度々話題にもなっておりますし、テレビでも報道されてい

るリチウムイオンの回収についてでありますが、山形村の収集体制の中で、どういっ

た回収の仕方がいいのか、安全性が保たれるかというところで、担当部署ですとか、

電池の受け入れ先ですとか、資源化として受け入れていただいている企業さんとの間

で協議はしております。 

  年間の計画ということになりますと、生涯学習カレンダーですとか、そういったと

ころへの記載ということも必要になってくるものですから、これに関してはなるべく

早く、どんな方向性で回収をしていくのかということは決めて、お示しをしていきた

いと思っております。 
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○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 今、課長が言われたように、生涯カレンダーに記載する必要が

あるので、どういう形にしろ、いつ回収するか等は決めていかないといけないと思い

ますので、早急にお願いしたいと思います。 

  ３つ目も先ほどの住民の意識向上に向けた活動になると思うのですが、現状パート

ナーシップの進捗は具体的に動いていませんということです。団体、企業、事業所な

どを想定しているということで、例えば、そういう学習の場等を設けて、そこでやっ

ていくということです。 

  これだけ極端に地球温暖化している。山形村が動いたからといって、すぐに下がる

わけではないですが、それでもみんながやらないと、という意味で意識を醸成するた

めにも、ぜひ早急な動きが必要だと思うのです。どういう形でパートナーシップの企

画を考えているのかお聞かせ願えればと思います。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 今、できていないという答弁になってしまったのですが、

想定されるのは、あまり堅苦しくない、がちがちと固めた組織の中でというよりは、

そういった環境に関して関心のある企業さんですとか、学生さんですとか、そういっ

た人たちが気軽に集まって、山形村の環境について学んだり、活動ができるような場

ができないかということを考えております。 

  私は、松本地域のゼロカーボン・コンソーシアムというところに村の代表で参加し

ているのですが、そこで得られる知識というのは非常に勉強になっております。いろ

いろな企業ですとか大学・自治体というのが、松本平の環境をどうしていくかという

ことをみんなで、いろいろな部会に分かれて話し合っているというところですが、そ

こでも、いろいろなお話が聞けたりします。 

  そこまで堅いところとは考えていませんけれども、そういった意識のある村内の方

にお声がけをして、まずは何か始められたらなと思っています。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 今、課長が言われたような、そういう気軽に学べるような場を

ぜひ設定していただければ、関心のある人はかなりいると思うので、ぜひお願いした

いと思います。そういうところから村民の意識をどんどん変えていければと思ってお

ります。 

  今年は特に異常な高温が続いています。９月になってもまだ３０度、高いと３５度
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を超える日が出てくるわけですが、そういう中で最近テレビ等を見ていると「熱中症

予防のためにエアコンはつけてください」と、確かにそのとおりなのですけれども、

ちょっと前まで山形村そんなに暑くなかったし、エアコンのない家庭はまだかなりあ

りますよね。そういう人たちはどうすればいいのかという意味で、そんなに多くない

ですが、都会とかでは、例えば一般企業なり商店なりにお願いして、エアコンの効い

た銀行のロビーとかそういうところで、クールスポットとして別に用事がなくても来

てもらっていいですよみたいなことを結構やってますよね。 

  そういう場所を、当然現状でも役場庁舎を含め、村の公共施設は誰が来てもいいの

ですが、現状だと用もないのに来て座っていると不審者に間違われるかもしれないと

いうこともあるし、来づらいとかがありますよね。そういう場所を例えば役場庁舎の

隅っこでもいい、クールスポットみたいな区画をつくって、「ここならエアコンが効

いてますよ」みたいな広報をして、そういう方たちのために、できれば、村内企業の

お店にも、そういう場所を提供いただけないかというお話をしていただいて、そうい

う活動もやる必要があると思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 確かに最近の気温は体験したことのない日が続いております。

そんな中で私として今考えられるのが、まだ先の話になってしまいますが、複合施設

をまず想定しております。複合施設は原則としてなるたけ現時点では利用料金をいた

だかない形を考えてはおりますので、あそこでいろいろな世代の方がいろいろな話題

を持ち寄って、そしていろいろな地域コミュニティができていけばいいと思っており

ますので、行政といたしましては、まずは複合施設を検討しております。 

  あと考えられますのが、いちいの里の福祉センターでございますが、そちらにもロ

ビーがございますので、そちらで何とか対応できるようなことも、これから考えてい

かなければいけないような気候となっているなと、私自身も感じておりますので、考

えていきたいと思っております。 

  先ほどの新居議員のご質問の私自身の補足をさせていただきますと、温室効果ガス

の削減という形でご質問いただいているわけなのですが、化石燃料がまだ私たち行政

としては削減の余地があるものと思っております。 

  そんな中で公用車のＥＶ化もございますし、電気化をすることによって大分灯油を

減らすということも考えられます。一番排出量の多い保健福祉センターが今、私の中

では考えられるのですけれども、保健福祉センターにおいてお風呂が一番灯油を使っ
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ておりまして、そういったことで、もし利用時間を削減することができますと、ゼロ

カーボン化に向けての１つの取組としてもできるのですが、利用者の皆様のご不便も

おかけする問題も生じますので、そういったことも含めながらトータルで考えていき

たいと思っております。 

  ごみの排出量の削減につきましては、生ごみ等の水分量を減らすことが多分一番即

効性があり、実現可能な活動だと思っております。生ごみの水分を切っていただくと

ともに植物の残渣も最近多く排出されるようになっておりますので、植物を一旦乾か

していただいて、それから袋に入れていただくような取組、また堆肥化に向けての取

組を住民の皆様に案内できたらなと思ってはおりますので、ご理解いただきたいと思

います。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） ぜひそういう取組をお願いしたいと思います。 

  複合施設ができるのはまだ大分先になりますので、取りあえず、いちいの里でもい

いのです。みんなのコミュニティの場ともなるようなクールシェアスポット、そうい

うところに来てもらっていいですよという広報活動をぜひお願いしていただければと

思います。 

  これで１つ目の質問は終わりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 質問事項１につきましては終了とさせていただきます。 

  新居禎三議員、次に質問事項２「村の男女共同参画の取組みについて」質問してく

ださい。 

  新居禎三議員。 

○７番（新居禎三君） それでは２つ目の質問「男女共同参画の取組みについて」を質

問いたします。 

  １９９６年に男女共同参画社会基本法が制定され、国・県とともに村でも女性の社

会進出を実現するために国の施策に準じて取組を進めてきました。そこでお伺いいた

します。 

  １番「第４次男女共同参画計画（２０１９年～２０２３年）」が策定され、毎年度

進捗状況を評価し、推進されたと思いますが、計画年度終了にあたってどのように総

括されたかをお示しください。また、その後、独自の第５次男女共同参画計画が策定

されていないのはなぜでしょうか。 

  ２番目としまして、ジェンダー平等に対して固定観念の変革に向けた意識啓発を村
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としてどのように行えばよいとお考えですか。案をお聞かせください。 

  ３番目、一般企業などでは男性も育児参加が当たり前の考えが浸透してきておりま

すが、山形村役場での男性職員の育休取得状況の変化はどのようになっていますか。 

  ４番目、ここ（一般質問通告書）は「本年６月」となっていますが、この法律が施

行されたのは昨年令和６年４月よりです。４月より「困難な問題を抱える女性への支

援に関する法律」が施行されていますが、村ではどのような支援策を講じてきていま

すか。 

  以上、通告による質問です。ご答弁をお願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 「村の男女共同参画の取組みについて」のご質問にお答えさせ

ていただきます。 

  １番目のご質問の「第４次男女共同参画計画の計画年度終了にあたって、どのよう

に総括されたのかお示しください。また、その後の第５次男女共同参画計画策定がさ

れていないのはなぜか」についてお答えさせていただきます。 

  令和元年３月に第４次山形村男女共同参画計画を策定させていただきました。概要

版について全戸配布をしております。同じ年の１０月、山形村男女共同参画推進委員

会設置要綱を制定しました。１７人の委員を委嘱し、第４次計画を基に男女共同参画

についてのグループでの話合いや発表等を行う委員会を開催してきました。 

  コロナ禍に入ってからは委員会が開催できない状況が続きましたが、令和２年１１

月には山形村と推進委員会共催により講演会を開催しております。 

  それ以降はコロナ禍ということもあり組織だった活動はしておらず、事業も行って

おりません。令和５年度の計画年度終了にあたっての総括についても実施していない

状況でございます。 

  「その後、新しい計画が策定されていないのはなぜですか」についてでございます

が、市町村での計画策定は努力義務であることや担当する職員不足も重なり、当時の

理事者の判断も含めた中で検討した結果、現在未策定という状況に至っております。 

  ２番目のご質問の「ジェンダー平等に対して固定観念の変革に向けた意識啓発をど

のように行えばよいか」についてお答えさせていただきます。 

  日本におけるジェンダー平等への取組は、ＳＤＧｓの目標５「ジェンダー平等」の
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達成に向けて、政府、企業、個人それぞれが様々な活動を行っています。 

  村といたしましては、村民の皆さんにジェンダー平等について広く知ってもらうた

めの情報発信がまず必要だと考えております。広報やホームページなどで発信するほ

か、今年１１月に行われる総合文化祭では、小規模な展示ではございますが、県の男

女共同参画センターからパネルを借用した展示を行う予定でございます。 

  ３番目のご質問の「男性の育児参加が当たり前の考えが浸透しています。役場の男

性職員の育児休業所得の変化は」についてお答えさせていただきます。 

  村では子育てハンドブックを作成し、妊娠に向けて、妊娠が終わったら、妊娠前後、

育児休業を取得するとき、仕事に復帰したら、子どもが病気やケガをしたらと、その

時々に沿った休暇の制度、手当の仕組みなどについて、分かりやすく職員に周知して

おります。 

  その中に、男性職員の配偶者出産休暇や育児参加休暇の概要も掲載されており、男

性職員の育児休業の取得を推進しておりますが、残念ながら取得の実績はございませ

ん。 

  ４番目のご質問の「本年６月より困難な問題を抱えている女性への支援に関する法

律が施行されていますが、村ではどのような支援策を講じていますか」についてお答

えさせていただきます。 

  村では、女性の様々な相談に関しては、村には女性相談員との立ち位置の支援者は

いませんが、母子は子育て支援課、経済的な相談やドメスティックバイオレンスに関

しては保健福祉課、児童扶養手当に関しては住民課と担当課が分かれておりますが、

相談を受けた課でそれぞれの課の枠を超えてご相談に乗り、ご支援をするようにして

おります。 

  また、状況によっては役場だけの対応ができないケースも多々あり、その際は県や

警察、民間機関にも協力していただきながら対応をしているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 答弁いただきました。それでは順を追って進めてまいります。 

  計画自体を、現状、努力義務であるし、職員不足も重なり、当時の理事者の判断で、

未策定という状況であるという返答をいただきました。当然、当時の理事者の判断だ

ろうと思うのですが、今、国もそうですし、今日の新聞ですかね、阿部知事は全国知

事会の会長になって何を進めるか。その中に「男女共同参画」と大きく出ていました。
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山形村ではそういう意味で当時の理事者はうまくいっていると思って策定しなかった

のかその辺分かりませんが、現状、担当課としてどのようにお考えですか。計画の総

括すらしていないので、どこまでうまくいっているのか、我々も判断しょうがないの

ですが、どうなのでしょうか。村長はどう思われますか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） それでは男女共同参画について私の考えを述べさせていただき

ます。 

  ジェンダーということもございますが、まずは自分らしさを尊重され、安心して活

躍、生活できる社会を目指したいと思っております。一人ひとりの異なる何とからし

さということを感じる価値観を大切にし、輝ける環境を整えることが求められている

と私は考えております。 

  男女共同参画では、個人の尊厳、選択の自由、機会の平等などにおいて、固定的な

性別役割分担の解消が求められているものと理解しております。いわゆるジェンダー

でございます。そのために、様々な問題の提起やそれに対応した施策も挙げられてい

ますが、時間をかけてもなかなか前に進めないのが現状だと思っております。 

  そのような環境の中において、女性の視点から考えていただける、また関心を持っ

ていただける環境を整えていけたらと私は考えております。 

  地域で活躍するロールモデルの紹介や、女子・女性キャリア教育、学び直し、活動

の中で女性が得意なことや関心を生かして活動できる場づくりなど、地域のリーダー

シップ発揮の機会づくりができたらと思っております。私は実は第１次男女共同参画

計画の策定委員の１人でございまして、様々な思いがございます。 

  私の考える共同参画への試行錯誤を繰り返しながら進めていきたいと思います。現

時点で私がこの村のことをどう思っているかということよりも、これから先、私自身

が第１次共同参画の策定メンバーでございましたので、そこをコロナ禍を経て、若い

世代がそれぞれのネットワークを使いながら始めている現状も含めまして、私はその

ような方たちの活動を支援しながら、よりよい男女共同参画ができたらと思っており

ますので、ご理解のほど、また温かい目でしばらく見つめていただければと思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） そういう意味で安心しました。村長がそういうお考えであれば、

男女共同参画というのを、昔ながらのいわゆる男性優位社会を、私もそうですが、家
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事・育児は女性がやるものみたいな固定観念を打破しないとなかなか進んでいかない

のですよね。 

  では、それについてどうやってやるか。いろいろ難しい部分があると思います。そ

の観念を打破していく。だから、それぞれの意識を変えていかないとなかなか前に進

んでいかないのかなと思います。 

  そういう意味で、役場でも残念ながらまだ育休を取る男性職員はいないということ

で、職員に対してはハンドブックなりをつくったりいろいろやっているそうですが、

役場の場合は、一番の問題は職員の絶対数が足りてないから、仕事に手が回らないか

ら休めない状況なのかなと私は判断していますが、その辺の改善を含めてもぜひお願

いしたいと思います。それに、当然職員が足らない部分を会計年度任用職員の皆さん

でお願いしていると思いますが、山形役場を見ても圧倒的に女性が多いのですよね。 

  それは働き方の本人の考えもあると思いますが、残念ながらその辺の正規職員と会

計年度職員の待遇格差もかなりあるので、若干ジェンダー平等とは外れるかもしれま

せんが、会計年度任用職員でも、フルタイムで働いている人たちは正規職員にするな

り、そういうこともやっていく必要があると思いますが、どうなのですか、村長、そ

の辺、当然財源の問題があると思いますが、どうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 議員、本当にご心配いただいてありがとうございます。現実問

題、今いろいろな課題を抱え、そしていろいろなプロジェクトチームをつくりながら、

いろいろなことに対応しております。現時点、本当に職員の皆様にはご負担を大変か

けている状況だと私は思っております。 

  ですから、いろいろなことを考えながら、職員採用も含めて検討していきたいと思

っておりますので、どうにかこの現状を少しでも前に進めるように、職員の皆様にも

無理して協力していただきながら、なおかつ働きやすくて楽しい職場になるように私

自身も努めていきたいと思っておりますので、ご理解のほどを、お願いしたいと思い

ます。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） ぜひいろいろ大変な部分多々あると思います。男女共同参画計

画ではないけれども、次世代育成支援対策推進法及び女性活躍推進法に基づく山形村

の行動計画というのも令和５年に策定されています。残念ながらこの計画もホームペ

ージで私、いろいろ調べていたら出てきたのですよね。こういう計画をつくったのだ
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と、それでやっと分かったのですが、そういうこともぜひ、広報活動を含めて進めて

いただければと思います。 

  先ほどもありましたが、移住定住促進も含めて、阿部知事も言われていますが、女

性に選ばれ、女性が活躍できる地域、これがこれからのキーワードだと思います。 

  村長も、先ほどもありました東川町の先進事例を聞いたと思いますが、そういう意

味で、女性が活躍できる山形村としてつくっていければ、注目度も上がるかなと私は

思っていますので、その辺、今後もご努力いただくことを期待して、質問を終わりた

いと思います。 

  以上です。 

○議長（大月民夫君） 以上で、新居禎三議員の質問は終了いたしました。 

それではここで休憩いたします。午後１時再開といたします。 

休憩いたします。 

（午前１１時５０分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君）  休憩を閉じ、会議を再開します。 

  なお、出席要求者の丸山財政係長が他の公務のため欠席届が出ております。 

（午後 １時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

          ◇ 百 瀬 昇 一 君 

○議長（大月民夫君） それでは、質問順位４番、百瀬昇一議員の質問を行います。 

  百瀬昇一議員、質問事項「少子化対策は今後どのように進めるか」について質問し

てください。 

  百瀬昇一議員。 

○３番（百瀬昇一君） 議席番号３番、百瀬昇一です。「少子化対策は、今後どのよう

に進めるか」。 

質問の趣旨の前にちょっと触れさせていただきますが、本日の新聞に中信３市長の

サミット２０２５の内容が掲載されていました。御覧になったかと思いますが、この

中で「人口減少の中で子育て支援と教育は総合計画の一丁目一番地、テーマ１では、

子育て、教育環境の充実、こどもまんなか社会の実現に向けて、というものでした。
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再質問の中では、この内容もお伺いすることがありますが、お願い申し上げます。 

では、通告書に基づく質問の趣旨を申し上げます。 

昨年度は山形村の歩みに歴史を刻んだ開村１５０周年記念事業が行われました。 

山形村の歩み。２２年前の平成１５年には、山形村は周辺市町村との合併をせず、

村の存続を決めていました。山形村には大きな資源はないが、豊かな環境と肥沃な耕

地があります。長い間、農業立村で来ましたが、近年は時代の流れの中で、山形村は

町場と同じような多様化の社会に相当傾いてきました。 

山形村も少子高齢化の真っ只中になりつつあります。そんな中、村づくり、まちづ

くりは少子化対策が鍵となると思います。少子化の１つの対策として、国ではこども

家庭庁が創設され、こども基本法を施行した。村ではこども家庭センターが設置され、

山形村こども計画が策定されました。 

そこで、いくつかの質問を、第６次山形村総合計画に基づき質問いたします。 

総合計画の２４ページ、子育て分野では、全体の目標、令和８年度の目標「子育て

を楽しいと感じる保護者の割合」９５％、「子どもの人口（１８歳未満）」１，２５５

人、「出生数」６４人に対しての近年の実績は。 

また今まで実施してきた総合計画２６ページの施策１の内容は。 

施策１「結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援」で、「結婚を望む男女へ

の支援」「安心して妊娠・出産ができる環境の充実」「子育て支援の充実」「地域と

連携した子育て環境づくり」、今後の対策をお願いいたします。少子高齢化の中で保

育園の在り方も含めてお願いいたします。 

２として、総合計画２８ページ、教育分野でありますが、全体の目標、令和８年度

の目標「地域社会をよくするために、何をすべきか考えたことがある児童・生徒の割

合」２５．７％、「学びや文化・スポーツ等の環境が充実していると思う村民の割合」

４１．４％に対しての近年の実績は。 

ミッションＡの重点目標、令和８年度の目標「学校に行くのは正しいと思う児童・

生徒の割合」８０％、「学校教育・生涯学習に関わるボランティア数」１，５００人

に対しての近年の実績は。今まで実施してきた対策は。 

総合計画の３０ページの施策１の内容は。 

施策１「学校教育・家庭学習の充実」「教育内容の充実」「家庭との連携の充実」

「地域と連携した教育環境づくり」「子どもの抱える様々な悩みの問題への対応」、

今後の対策をお願いいたします。少子化の中で小中の在り方も含めて。 
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以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 「少子化対策は、今後どのように進めるのか」のご質問にお答

えします。 

最初に、質問の相手が私と教育長となっておりますので、１番目の質問は私が、２

番目の質問は教育長がお答えさせていただきます。 

１番目のご質問の「総合計画２４ページ、子育て分野の全体目標に対しての近年の

実績と、今まで実施してきた総合計画２６ページの施策１の内容と今後の対策は」に

ついてお答えさせていただきます。 

実績につきまして、総合計画策定時と同じものではありませんが、こども計画策定

時のアンケートで「子育てを楽しいと感じる保護者の割合」は就学前では８２.３％

となっております。また、令和６年度末の実績になりますが、１８歳未満の子どもの

人口１，２３２人、出生数は２９人となっております。 

施策としまして「結婚を望む男女への支援」は、村内には公的結婚相談所は設置し

ていませんが、朝日村、松本市、塩尻市等が運営している公的結婚相談所をご利用い

ただけます。 

次に「安心して妊娠・出産ができる環境の充実」では、不妊症、不育治療への経済

的支援、妊娠期からの様々な相談事業、妊産婦や乳幼児の健診等も行っております。 

また「子育て支援の充実」では、子育て支援センター「すくすく」の運営を、「地

域と連携した子育て環境づくり」では、ファミリーサポート事業や子育て家庭優待パ

スポート事業を行ってまいりました。 

ほかに、令和７年４月からこども家庭センターの設置により、妊娠期からの相談窓

口を一本化し、子育て家庭への支援体制をさらに強化いたしました。 

今後の対策といたしましては、これまでに行ってきた施策をさらに推進し、妊娠期

から切れ目のない支援を続けてまいります。 

また、少子化による保育園の運営につきましては、未満児保育が増えている現状を

踏まえ、それぞれの園の特色を生かしながら、様々な視点から検討したいと思います。 

私からは以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 
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          （教育長 大池昌弘君 登壇） 

○教育長（大池昌弘君） ２番目のご質問「総合計画２８ページ、教育分野の全体の目

標に対しての近年の実績と今まで実施してきた総合計画３０ページの施策１の内容と

今後の対策は」について、私からお答えいたします。 

ご質問の「総合計画２８ページ、教育分野の全体目標に対しての近年の実績は」に

ついてですが、令和８年度の到達目標について、現段階での到達度を直接測る調査を

しておりませんので、類推できる調査結果を基に、個々の実績についてお示しいたし

ます。 

初めの全体目標「地域社会をよくするために、何をすべきか考えたことがある児

童・生徒の割合」については、今年度の全国学力・学習状況調査の山形小学校６年生

児童の質問項目「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」の肯定

的回答、これは「そう思う」「大体そう思う」を合わせた回答になりますが、その割

合で既に８年度目標を大きく上回っております。 

次の「学びや文化・スポーツ等の環境が充実していると思う村民の割合」について

は、類推できる数値として何を使うのかが大変難しいところなのですが、例えば、令

和６年度の文化・スポーツ諸施設の稼働率・利用率というところで見ますと、低い施

設で５０％、高い施設では１００％であり、利活用を考える村民が目標に近い率でい

るのではないかと推察をしております。 

次のミッションＡの重点目標「学校に行くのは楽しいと思う児童・生徒の割合」に

ついては、先ほどの全国学調の質問「学校に行くのは楽しいと思いますか」の肯定的

回答割合で８年度目標を上回っております。 

最後の「学校教育・生涯学習に関わるボランティア数」の近年の実績については、

目標値とされた数値の根拠の捉え方によっても大きく変わるとは思いますが、例えば

学校支援地域本部事業における令和７年度山形小学校の登録学校ボランティア数だけ

でも延べ１１６人となっており、これは直接児童支援に当たっていただく方の人数で

ありますので、生涯学習を含めたボランティア数は基準値から見ても既に目標値を上

回る、あるいは近いのではないかと推察いたします。 

もう１つのご質問の「これまで実施してきた対策として、総合計画３０ページ施策

の内容及び今後の対策は」についてお答えいたします。 

初めの「教育内容の充実」について、特に山形小学校のふるさと学習の推進では、

児童が自分の問いを持ち、他者と協働して解決し、さらに高い問いを立て、主体的に
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学ぶ力を育てる探究的な学びプロジェクトＹへ再編成することを通し、児童にこれか

らの予測不能な時代を生きるための資質能力を育むことを目指して取り組んでおりま

す。 

次の「家庭との連携の充実」では、小学校と家庭の連携による学習習慣の形成を目

指し、小学校が年２回実施する家庭学習振り返り週間で保護者に家庭学習の狙いを理

解していただき、保護者による子どもの取組評価を通して、子どもに自立的な学習習

慣もつけさせる取組をしております。 

次の「地域と連携した教育環境づくり」では、コミュニティスクールを基盤とした

地域学校協働活動により、特に子どもの体験格差への具体的な支援として、地域、Ｐ

ＴＡ、小学校による遊びの広場、友育ち企画などを行ってきております。 

最後の「子どもの抱える様々な悩みや問題への対応」については、困っているのは

まず子どもであるという視点を指導・支援に当たる者が共有し、それをもって保護者

の困り感に寄り添い、共に子どもへの直接支援を考え合う支援会議、ケース会議が必

要であると考えております。 

そのため、よりよい学びの場を考えるための教育支援委員会と、実際に保小で子ど

もの様子を見る巡回相談のメンバーを共通とするなどの組織運営を行ってきておりま

す。 

これらの施策については、先般ご報告申し上げた令和６年度第２次山形村教育振興

基本計画点検評価報告書にありますとおり、関連する施策についてはおおむね順調に

計画が展開されているものと考えており、来年度以降に向けて継続した施策展開をし

てまいります。 

なお、議員ご指摘の少子化の中での小中学校の在り方についてですが、教育は基本

的に直接的な少子化対策には当たらないものと考えております。今を生きる子どもた

ちに未来を生きる力を、今を生きる喜びを感じながらつけることが本目であると考え

ております。 

そして、ひいてはその経験がよい思い出となり、やがて成長した子どもたちがこの

山形村で生きていこうとする思いにつながる、そのようなことを願っております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） それぞれご答弁ありがとうございました。 

しかしながら、かく計画も３年目であります。村民が分かりやすく、より具体的な
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取組をと思います。 

再質問に入る前に、大分以前より少子高齢化ということで「２０２５年問題」とい

うことで問われておりました。いよいよ今年が２０２５年ということで、待ったなし

の少子化対策ということで、それぞれで打ち出されてはいますが、なかなか具体策が

出てこない。国、県、市町村、なかなか難しい問題です。 

世界的にもこの回復というのが、ヨーロッパではいい回復状態にある国がいくつか

あるようですが、まだまだ世界的に難しいところです。子どもさんが増えているとこ

ろは、アフリカ辺りで、子どもの死亡率の高いところが大分増えているようですが、

生活状態は大分悪い地域でございます。 

さて、日本では昨年の出生数が初めて７０万人を下回るということで、６８万

６，０００人余りということで、過去１年間に生まれた子どもの数が最低というこ

とで、こんなことで、それぞれ記事が載っておりました。 

再質問に入ります。今ご答弁いただきました内容の中で、一番衝撃なところは、山

形村も令和８年、６４人の目標を大きく下回る、昨年は２９人ということで衝撃的で

した。 

そんなことで、３つの数値をご回答いただきました。１番目の保護者の割合に関し

ては、大体このくらいには推測されますが、少しこういう内容については落ちている

かと思います。 

それと、子どもの人数（１８歳未満）については大幅というか、３年間で１２１人

落ちていまして、目標の１，２５５人から大幅ダウンしていまして、８.９％の減と

いうことで、大幅の少子化ということで衝撃的です。 

こんな面、２９人も目標の半分以下ということで、以上を見ても、劇的な人口減、

少子高齢化がますます進んでいるということで、昨年度の数字だけお聞かせ願いまし

たが、本年度の出生数の今現在の状況はどんなふうになっているか、分かりましたら

お答え願います。 

○議長（大月民夫君） 中原子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 今現在、母子手帳の交付ということになるかと思う

のですが、まだ年度途中ということもあるのですが、今現在では３０人は超えている

数字になってはいくかなというところになっています。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 
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○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。今現在ということですので、まだ数か

月ございます。ある程度、今までに近い、８年度の目標の６４人に到達することを願

っておりますが、なかなか難しい感じもいたします。 

今の核家族化が進んでいたり、結婚しない若い人が増えてきているという、こうい

う社会の中で、こういう数字的な状況を見て、この前期計画に対して本年度が３年目

ですので、後期の計画を立てなければいけない。来年には評価をし、再来年にはつく

らなければいけない段階に入っていますが、今こういう数字の中で現状を村長はどう

思いますか。長々でなくて一言だけで結構ですので、今感じている内容をお聞かせい

ただけたらと思います。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 私自身としましては、ちょっと危機感を持っております。これ

からなお少子高齢化が進んでいくものと認識しております。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。次に入りますが、ぜひそんなことで危

機感を持った中で、後期総合計画の段階に入っていただきたいと思います。 

次に、公的結婚相談所は山形にないということで、公的なこういう機関をつくると

いうのはなかなか難しいのは分かりますが、山形村らしい何らかの施設というか体制

はできないものかどうか、お聞かせ願いたいと思います。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 村長の答弁にございましたように、現在専門の相談員

等の確保等の課題がございまして、村内には公的結婚相談所は設けておりません。 

広域的な取組として、答弁で申し上げましたように、朝日村ですとか松本市の公的

相談所もご利用いただけるということで、実際こちらの登録が数名いらっしゃるとお

伺いしています。この相談所とも連携を取りながら、村でもできるだけ結婚支援に対

応できるような体制づくりも研究したいと考えております。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。ぜひ前向きにいい方策がありましたら、

昔というか５０年前の段階とは大分違いますので、そういうものはできないと思いま

す。なにせ昔は年寄りが結構、そういう役目を果たしていたという時代でした。それ

とそれぞれの組織があった。若い層の青年会とか、年寄りは婦人会、今は女性部と言

わないといけないのかな。婦人会とか老人クラブそれぞれの組織が盛んに行われたと
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いう時代でしたので、そんな中でこういう内容については充実していたかと思います。

そんなことで、今の時代に合った形のものをぜひ前向きに考えていただきたいと思いま

す。 

次に、こども家庭センターの内容についてお伺いいたします。 

相談窓口の一本化、子育て家庭への支援体制の強化ということで、国の段階から各

地区の市町村段階まで下ろされてきたという内容かと思いますが、山形村の今の段階

では、山形村の組織機構図の中では子育て支援課の中に保育園係、子ども家庭係、子

育て支援係、それぞれが組まれております。このそれぞれの拠点がみんな別の棟にな

っておりまして、この中で課長さんが１人、管理者がおりますが、この拠点が３か所

になっておりまして、管理者、課長が主にいちいの里においでのような感じもします

が、自分の経験上の問題では、一度の検証、今こんな難しい時代ですので、こういう

形、組織でいいのかどうか、村長のご意見をお伺いいたします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 組織につきましては、まだこども家庭センターが始まったばか

りでございますので、しっかりと今やっていることを確認しながら再検討を、必要で

ありましたら検討を重ねていきたいと思っております。 

私としても課題は感じておりますので、保育園においても人員等がかなり不足して

いるという認識もございます。しかしながら、これからの保育需要も含めながら考え

ていかないといけない問題でもございますので、トータルで考えて、施設と保育、ま

た子どもへの対応、そして母子への福祉、そういった面をトータルで考えて検討して

いきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） 来年からそれなりの組織をぜひ具体化していただきたいと思い

ます。こども家庭センターもできたばかりで、今一番大変なときかと思いますので、

早い取組をお願いいたします。 

冒頭申し上げました新聞記事では、８月２１日に中信市長サミットの中で、安曇野

市長さんがちょっと触れられておりましたが、認定こども園と幼稚園があるというこ

とで、山形村も認定保育園、やまのこ保育園、山形保育園があります。 

この中で運営の仕方はちょっと違いますが、安曇野のこども園と幼稚園につきまし

ては園庭の芝生化といって、今、猛烈な温暖化の中で、全国的に保育園ばかりではな

くて、小中学校についてもこの温暖化の関係の対策は取っておるかと思います。 
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近年はどこの施設もクーラー等を入れた中でやっておりますが、今保育園ではいつ

だか、どなたか議員さん、山形保育園は木がないという中での保育、夏でも外で遊べ

る環境づくり等のご努力をしてもらいたいが、外がないと若干施設はサンシェード等

今年はしたようですが、今現状どんなふうに保育園ではやられていますか。現状だけ

お話ししていただけたら助かります。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 以前木がないということでご質問いただいたのです

が、時期に合わせて日除けというものをしておりまして、ここのところ何年もしてお

ります。暑い時期になってきますと、それぞれの学年の外に出るところに寒冷紗みた

いなものを職員が上のほうにかけまして、それから必要に応じてテントも用意をして

おりまして、子どもたちが暑くないような環境づくりをしながら外で遊ぶようにして

おります。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。道から見ても、サンシェード等、大分

ご苦労いただいたり、いろいろ心遣いいただいておるかと思います。引き続いての取

組をよろしくお願いします。 

それと、この１番の最後になりますが、今２つの保育園ありまして、全国的には幼

稚園、保育園の定員割れが加速しているということで、今の山形村の出生数も見ます

と、今、未満児の保育園の受け入れは大分増えておるというご回答でしたが、近々、

そんなことを言っていられなくて定員割れが想定されるかなと。そんな部分ではこれ

から保育園は、認定保育も含めて、どんな方向づけで今お考えがあるのかどうか村長

さんにお伺いします。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 私が考えるのに、ここ１０年間は保育需要は減らないと思って

おります。 

理由といたしましては、０歳児、要は６か月からのお子様はこれから大分増えると

思います。どうしても若い女性の方が子育てを担っていただいている面がありまして、

そういったことも含めまして、これから学び直しや就職活動等が進む中で、未満児、

６か月からのお子様を預かっていくことが行政として求められていることだと思って

おります。 
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また、これから始まる「こども誰でも通園制度」で特色ある保育を提供しまして、

村のＰＲにつなげ、移住促進につなげていきたいと思っておりますので、そういった

面でも需要は減らないと思っております。ですから、現在つぎはぎで保育士の皆さん

に頑張っていただいておる状況でございますので、補充等を含めながら、いろいろ考

えて、１０年間は必ずこの需要は続くと私は見ておりますので、その期待に応えられ

るように、それを対策したいと思います。 

その後につきましては、実際のところ、職員で働いていただいている皆様は、ほか

の業務もしていただけるような環境にもございますので、そういったことも含めまし

て、それから１０年先のことは考えていきたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。力強い、１０年間、ぜひそのまま続け

てもらいたいと思います。昨年の出生数が２９人ということで、今年は少し増えるよ

うですが、そんなことでうんと心配になっております。全国的にも本当にこの傾向は

やみませんので、山形はこのまま１０年間続くように、さらに一層によろしくお願い

したいと思います。 

次に２番目の教育に移らせてもらいます。ご答弁いただきましたが、それぞれの目

標がそれぞれの教育に、前向きにお取り組みされているということの内容が確認され

ました。 

教育分野のビジョンの冒頭「この村が好き！！学び・楽しむやまがた」ということ

で謳われております。こんなことで教育分野に大分力を入れてもらっておりますが、

何でこの数字をご質問させてもらったかというと、３年度の実績に対して８年度の目

標が大分高い目標でしたので、この質問については以前もさせてもらって、大分前向

きにやられているということは感じておりますが、再度また質問をさせてもらってお

ります。 

教育、学びに大いに力を入れてもらうことは、村にいる子どもの人口増の根源だと

思っております。子育て関係と教育は一体でございますので、そういう感度の中で教

育も山形村らしい教育を実践していただき、子どもさんが増えるように。子どもさん

が増えないと、この山形村の自立をしていけませんので、そんなことでぜひお願いい

たします。 

そんなことを私は思っておりますが、そういう感覚の中で、もう一度教育長さん、
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今後の教育の内容についてお伺いいたします。よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） 今後の在り方についてですけれども、先ほど答弁でも申し上

げたとおりなのですが、今、子どもたちにどういう力をつけて、将来どういう生き方

ができるようになるか。そこをいかに支えるかということで、先ほど申しましたとお

り、将来の予測不能な社会において自立して社会のつくり手、担い手となり、自己実

現を図りながら満足して生きていくことができる。そういう力をつけたいということ

を目指して、プロジェクトＹとしての探究的な学びの推進でありますとか、あるいは

友育ち企画、地域ＰＴＡの協力による子どもたちにいろいろな、将来に役立つような

体験をしてもらうということを取り組んでまいりました。そのことがこれからも継続

していく必要があるであろうと考えております。 

そのようにしていい思いをした。ここで自分の基礎がつくられた。だから、ここで

また自分も生きていこうと、その中で自分の家庭を持って、そしてこの地域を支える

ような子孫を残してといいますか、家庭を築いて、みんなで生活していこうというと

ころにつながる。それが教育の少子化対策としての一番の大きな役割ではないかなと

考えております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。一段と力強く進めてもらうようによろ

しくお願いします。 

教育分野で、最後にまたもう１つ教育長さんにお伺いしたいのは、今、全国的に少

子化の中で少子化に対する学校の対策ということで、学校の統合とか教育の資質向上

とか適正な学校規模の確保とか小規模校のメリット活用とか地域特性に応じた対応と

か、そんなことでそれぞれの自治体が、それぞれ主体的にいろいろ取り組んでいるか

と思います。 

先ほど村長さんにご答弁いただきましたが、保育園は今後１０年大丈夫だというこ

となので、小中学校も１０年大丈夫だね。そんなことで教育長さんにもお伺いいたし

ます。 

今後の小中学生の体制づくりは、ここに謳われたこういうことは前向きにお取り組

みいただいていると思いますが、文科省辺りは教育の資質向上ということで、こうい

うアンケートというか調査も来てるかと思いますが、そんな内容も含めて、教育長さ
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んにも所見をお伺いいたします。よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） ありがとうございます。規模については、今後縮小していく

方向であるのは恐らく間違いないかなと考えておりますが、今の学び方が、主体的で

かつ協働的な学びであると。自分で選んだことを、共に周りと考え合いながら解決し

て、それをそれぞれが自分に役立てていくというような、それが今の学びの本質であ

りますので、人数が少なくなったとしても、その学び方については変わらないと考え

られますし、また、そのような学び方はできればその大人数の中でも小人数グループ

でなされたほうが効果があるであろうと思われますので、今後例えば規模は縮小して

いきますが、学び方としてはより深まっていくと思いますし、それが生活あるいは自

分の生き方に直接反映できると。子どもたちがそれを実感して学んでいくことができ

ると、そのようなものになると考えておりますし、それを支えるＩＣＴでありますと

か、それからまた今後、小学校も長寿命化大規模改修を間近に控えておりますけれど

も、そのような学びがなされる環境というのも、これから未来を見据えてつくってい

く必要があるなと考えております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。村長さんは１０年大丈夫と言いました

が、状況の中でご判断いただきたいと思います。将来的に、これからは絶対増えると

は、子どもさんは減っていきます。そういう中の対応ということで、それぞれ保育園

にしても小中学校にしても、それぞれの対応の仕方は、先進事例等もあります。多様

化した社会の中で、いろいろ複合的にやっている保育園だとか学校があるようです。

学校においては、小中学校一貫校とか、公的にそういうのもやられている地域もある

ようです。そんなことも含めて、ぜひお取組をよろしくお願いします。 

朝刊の内容をもう２点だけ、質問の中に入れてありませんが、教えてください。 

松本市長さんが、テーマ１の子育て教育環境の充実の中で、今年１月から１８歳以

下の子どもの医療費を完全無料化とし、窓口負担をゼロにしたというご答弁があるよ

うです。これについて今、山形の現状はどうなのか、お願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） ありがとうございます。山形村の子ども医療の給付という

ことで、当村においても、令和７年４月１日から窓口負担はすべてないという状況で



 －９８－ 

ありまして、この松本平すべてがそういう対応をしているということを聞いておりま

す。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。この記事の中でも、松本市、安曇野市、

塩尻市、一律に１８歳以下の子どもさんの医療費が完全無償化となったということが

載っております。 

  もう１つ、塩尻市長さんが、保育料の無償化ということで、６年の４月から取り組

むという内容が載っておりましたが、山形の現状をよろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 保育料の関係は、３歳以上児は今現在全員の方が無

償化ということになっておりまして、未満児につきましては、昨年の８月までは同時

通園の場合の２子の方が半額、３子以降の方は無償化となっておりましたが、９月か

らは同時通園に関係なく、２子の方が半額、３子以降の方は無償化ということにさせ

ていただいています。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。それぞれご答弁ありがとうございまし

た。 

最後に。村長さんにお伺いして質問を締めたいと思いますが、今まで一般質問の折

には村長に進言させてもらっております。 

村づくりは、山形にいることの誇り、仕事の誇り、自己の誇り、家庭の誇り、もう

１つ加えて、村民は心の健康、体の健康、健康生活の誇りを感じながら、子どもばか

りでなく大人も自分の居場所づくりの実践だと思いますということで、この内容につ

いて以前の村長にも触れたこともありますが、１回しか触れたことがなかったね。あ

とはさらっと流してしまいましたが、村長さんが替わりましたので、この内容につい

て一言いただけたらと思います。何しろ子どもの減少は村の命取りですので、ぜひそ

ういう観点の中でも今言った内容について所見がありましたらお願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 子どもの減少ということで、私の考え方を述べさせていただき

ます。 

子どもが生まれてくることも問題なのですが、この地から若い女性の方が東京に行
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かれてしまうことがもっと重要な問題だと私は考えております。ですから、それを何

とか押さえていく、そういった対応を考えていかなければいけないと思っております。 

お子様につきましては、産む選択というものがございますので、行政としてできる

ことはございませんと言ったらいけないのですけれども、できることは限られてきて

います。本当にやらなければいけないということは、国・県が主導していただいて、

市町村がそれに倣ってやるような形が私はベストだと思っております。 

ですから、私としましては、子育てについてどのように子どもたちにこの山形村の

よさを知っていただき、そしてまたこの山形村に帰ってきたいと思っていただけるよ

うな学習、そしていろいろなサービスの提供ができたらと思っております。 

村内にもいろいろな団体もございますし、今、若い世代の中でもいろいろな取組を

してくれる芽が出てきておりますので、そういった芽を１つ１つ伸ばしていけるよう

な対応を私としては考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。少子化対策、難しいです。何しろこれ

は国・県それぞれのお金も要ります。働くところをつくるについても、それなりの企

業が来ないとできないし、お金がなければ子どもも育てられませんので。 

そんなことの中で、ぜひこの村は小さい村ですが、できることはぜひ今それぞれの

催し物で若い人が大分参加していただけるような形を取ってきておりますので、ぜひ

若い人を中心というか、若い人をもっと取り入れながら、村づくりは人材づくりです

ので、どうかそういう意味合いで人材づくりの面を重点的に進めながら、少子化対策

を打っていただきたいと。 

それと少子化対策というのは、子育て支援課なり教育現場ばかりではなくて、すべ

ての部署でそういうものは取り組める内容ですので、ぜひ後期の総合計画については

各部署で少子化対策ができる内容を盛り込んでいただけたらということで感じており

ますが、最後にもう一度村長に今の内容、再来年ですが、後期総合計画に向かって所

見がありましたらよろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 私はまだ前期も始まって間もないという認識であります。まだ

ここ１～２年で大分変わってくると思いますので、それも踏まえた中で後期に向けて

検討、また計画を練っていきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 
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○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。これで終わりたいと思いますが、最後

に１つ要望を付け加えまして終わらせてもらいます。 

スマホですが、今、村民的にはＬＩＮＥの中にホームページを立ち上げていただい

ております。その中に検索機能がありますが、もうちょっとその検索機能を充実をし

てもらいたい。というのは、何が知りたいという場合に、それが一覧で出るような形

のフォーマットにしてくれませんかということです。 

というのは、うちにも若い人がいて、今、孫が１人、遠くに行ってしまってけれど

も、一世帯の中に、新宅まで含めれば１１人いますが、検索するにしづらいと。検索

ばかり、そうだね、そんなことで、ぜひこのＬＩＮＥのホームページフォーマットを

もう少しやりやすいものにしていただく期待ということで要望を申し上げて、以上で

終わらせていただきます。以上です。 

○議長（大月民夫君）以上で百瀬昇一議員の質問は終了しました。 

 ここで、暫時休憩します。次の質問者席が整ったら再開します。 

（午後 １時５３分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午後 １時５４分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

          ◇ 村 林 淳 一 郎 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位５番、村林淳一郎議員の質問を行います。 

  村林淳一郎議員、質問事項１「子育て支援、特に保育園について」を質問してくだ

さい。  

  村林淳一郎議員。  

          （８番 村林淳一郎君 登壇）  

○８番（村林淳一郎君） 議席番号８番、村林淳一郎です。今回、大きく３つの質問を

していきたいと思います。 

  １番「子育て支援、特に保育園について」ということで、村長に質問いたします。 

  山形村には、山形保育園とやまのこ保育園の２園があります。山形保育園は園児数

約２２０名、やまのこ保育園は３１名です。山形保育園は全国でも有数のマンモス保
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育園になっています。一方で、やまのこ保育園は定員割れの状況です。 

  利用者の選択肢を確保する意味でも、やまのこ保育園の存在意義は大きいと考えま

すし、やまのこ保育園を上手に利用することで山形保育園の園児数を少しでも減らす

ことも可能になり、よりよい保育を目指すことができるのではないでしょうか。 

  また、山形保育園は正規職員が少なく、会計年度任用職員による担任のクラスもあ

ります。そもそも保育士自体が不足しているともお聞きしております。 

  １番、やまのこ保育園は定員割れの状況で、経営的にも厳しい面があります。松本

市では私立保育園への経営安定化補助金があります。山形村でも同様の制度をつくる

ことはできますでしょうか。あるいは、それに代わる補助制度はありますでしょうか。 

  ２番目、山形保育園の保育士不足の解消の手だては進んでおりますか。会計年度任

用職員の正規職員化も含めて、正規職員の増員は進んでおりますでしょうか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 「子育て支援、特に保育園について」のご質問にお答えさせて

いただきます。 

  １番目のご質問の「やまのこ保育園は定員割れの状況になっている。松本市では私

立保育園への経営安定化補助金があります。村でも同様の制度をつくることはできま

すか。あるいは、それに代わる補助制度はありますか」についてお答えさせていただ

きます。 

  補助制度につきましては、自治体独自のものであるため、村の財政状況を見ながら

研究したいと思います。現在やまのこ保育園には、国や県の補助金等を活用し、村も

負担しながら、運営費、一時預かり事業、延長保育事業、園児の健康管理推進事業、

保育の質向上のための職員研修事業等、やまのこ保育園の運営に必要な補助をしてお

ります。 

  ２番目のご質問の「保育士不足の解消の手だては進んでいますか。正規職員の増員

は進んでいますか」についてお答えさせていただきます。 

  現在、山形保育園の保育士数は、国で定められた配置基準を満たしております。正

規職員の増員につきましては、今後の園児数の変化を見据え、必要な保育士数を確保

したいと考えております。 
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  以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） やまのこ保育園ですが、経営状況の件とか定員割れの件は別

問題として置くとして、やまのこ保育園の利用者が増えれば、山形保育園の利用者は

相対的に減っていきます。これは単純に数字上の話なのですが、やまのこ保育園は現

在定員５０名ですが、ちょっと前までは６０名でした。今は約３０名で、単純に３０

名増えれば、山形保育園は今約２２０名ですから１９０名になるわけですね。 

  そういう上手な配分というか利用方法というか、ぜひともやっていただきたいと思

うのですが、この質問の根本的なベースになる思いが、マンモス保育園というのはい

い状態ではないのです。園児数が増えると目が届きにくくなります。先般の事故の問

題もあるのですが、本来的にはマンモス保育園は解消すべきではないかと思いますが、

現状ではなかなか難しい。そうであれば、せっかく２つあるのだったら、そのもう一

方を上手に利用することで多少なりとも解消できないかなという趣旨なのですが、そ

のような方策というか対策というかは、どのような感じでやっておりますでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） マンモス化ということでお答えさせていただきます。 

  私ども行政としましては、ニーズがあればそれを受け入れるのが行政の仕事と思っ

ております。ですから、やまのこ保育園さんにも未満児の方を受け入れていただける

ような形でご案内を保護者の方にしている現状ではございますが、現状としましては、

やまのこ保育園さんを選ばず山形保育園にという方のほうがちょっと多いかなと認識

しております。 

  いろいろな選択肢はあると思いますが、選択される保護者の方のニーズによって選

ばれるそれなりの理由があると思いますので、そういったことも含めまして、行政と

しましては、実際にマンモス化は問題かもしれませんけれども、ニーズに対応できる

ような形を取っておくのが、行政が設置する保育園の使命だと私は思いますので、そ

こら辺の兼ね合いというものが、どうしても利用者のニーズによるものと私は判断し

ております。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 分かりました。 

  ２番目の正規職員増員の件ですが、現在山形保育園は、会計年度任用職員の複数担

任というクラスも存在します。会計年度任用職員というのは、待遇もそうですし、責
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任の所在も正規職員とは違うと考えるのですが、少なくとも担任を持っている会計年

度任用職員の方を正規化するということは考えておられるのでしょうか。また、その

対策というかはやっておられますでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 保育士の確保についてなのですが、非常に現在も厳しい状況だ

と私は認識しております。保育士の件につきましては、今後の園児数の変化も見据え

た中で、先ほどもお答えしましたように、必要な保育士数を確保していきたいと思っ

ております。 

  また、業務分担につきましても検討しなければいけない時期だと私は思っておりま

すので、これからの４月の人事異動までの中でもし検討できる項目がありましたら、

採用等も含めまして検討できるところを検討し、そして改善できるところがありまし

たら改善していきたいとは思っております。 

  ただ、安定した保育士数を確保できるかは、応募していただけるかという最大の問

題がございますので、現在保育学校に通う学生さんの数も少なくなっているようでご

ざいますので、そういったことも含めまして、時間はかかるかもしれませんけれども、

検討したいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 改善していきたいということですので、ぜひとも改善を進め

てもらいたいと思います。 

○議長（大月民夫君） それでは、村林淳一郎議員、質問事項２「地域づくり、コミュ

ニティ」について質問してください。 

  村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） それでは、２番目の質問に入りたいと思います。「地域づく

り、地域コミュニティについて」。 

  今、山形村では連絡班や区の加入者数減少があって、連絡班の今後の在り方が論議

されております。その中でも、先進的事例も散見されます。  

  村長もいろいろと考えておられますが、連絡班の改革を今すぐ実行することは難し

く、一定の時間が必要です。その間にも災害は起こり得ます。災害対策としても、地

域の福祉向上のためにも、地域コミュニティを再建し、維持することは大切なことと

考えます。改革を待つ前に少しでも地域コミュニティを活性化する意味でも、連絡班
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の加入者を増やす取組が必要ではないでしょうか。  

  １、連絡班への加入促進に、どのような対策を取っていますか。また、今後どのよ

うな対策を取ろうとお考えですか。  

  連絡班あるいは区に対し、加入促進への援助、助言等は行っていますか。  

  ２、アパート・借家の世帯の連絡班の加入状況を把握しておりますか。加入率等は

どれぐらいでしょうか。  

  アパート・借家の世帯の加入促進策はどのようにしておられますか。  

  ３、今後の在り方として、先進事例を区や連絡班等で共有したり研究することなど

は行っていますか。  

  よろしくお願いします。  

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。  

  百瀬村長。  

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 「地域づくり、地域コミュニティについて」のご質問にお答え

いたします。  

  １番目のご質問の「連絡班への加入促進にどのような対策を取っているか。また、

今後どのような対策を取ろうとお考えですか。連絡班あるいは区に対し、加入促進へ

の援助など」についてお答えします。  

  転入者が区や連絡班へ加入するための経済的な負担感を少しでも解消するため、区

及び連絡班への加入金の一部を補助する地域コミュニティ活性化推進事業補助金を創

設しております。今後もこの補助金を継続し、少しでも加入しやすい体制を維持した

いと考えております。  

  もう１つのご質問の、連絡班、区に対する援助、助言といったものは行っておりま

せんが、区長さんとは区長の会などで情報を共有し、連絡班から相談があればケース

ごと対応しているといった状況でございます。  

  ２番目のご質問の「アパート・借家の世帯の連絡班の加入状況を把握していますか。

加入率はどのぐらいでしょうか。アパート・借家の世帯の加入促進策は」についてお

答えさせていただきます。  

  現在アパートにお住まいの方が連絡班に加入しているのは１世帯と把握しておりま

す。借家については把握できておりません。  

  転入の届出があった場合、手続の最後に総務課職員から区連絡班の仕組みやコミュ
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ニティ補助金、ごみの分別などといった生活情報についてご案内をしております。そ

ういった機会に、区、連絡班への加入を促進しておる状況でございます。  

  ３番目のご質問の「今後の在り方として、先進的事例を区や連絡班等と共有したり

研究するなどは行っていますか」の質問にお答えさせていただきます。  

  平成２９年にコミュニティに関する検討委員会が立ち上げられ、幾度となく協議を

重ね、先進地にも伺い、参考事例の収集は行ってきました。この視察には、当時の区

長さんや議員さんもご参加いただきましたが、山形村と先進地の地域性の違いもあり、

先進地の事例がそのまま山形村で生かせるといったことは難しく、現在に至っている

のが現状でございます。  

  以上でございます。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございます。  

  連絡班の加入の促進の件ですが、転入の届出を出した際に、恐らく総務課から、こ

ういう連絡班があって、それからごみの出し方その他といった案内があると思います

が、その段階で「ぜひ入ってください」だとか積極的な発言というか案内というのは

実際のところどんな感じでやっておられるのでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 藤澤総務課長。  

○総務課長（藤澤洋史君） ご説明は、どうしても一連のものになるものですから、マ

ニュアル的なものになってはしまうのですけれども、どこまでご説明をしてどこまで

熱を入れると積極的なのかという判断は分かりません。  

  総務課としてはコミュニティという課題は、さきの答弁のとおり平成２９年以前か

ら課題として持っている内容ですので、少しでもというところで加入促進は、基本的

には課長補佐、課長補佐が不在であれば総務課の担当職員という形でやっております

ので、そういったところで個別には推進、促進をさせていただいているといったのが

現状です。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） この２番目のアパート・借家の件にも絡むのですけれども、

正直言いまして私はがっつりよそ者で、３年、４年ぐらい前に転入してきたわけです

が、最初はアパートに転入して「こういう連絡班がありますが」みたいな感じ。「ア

パート・借家の方は、入っている方は少ないですね」みたいな感じであったのですが、

以前住んでいた松本、名古屋もそうです。埼玉でも転入するとすぐに組長なり自治会
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長がやってきて「入っていただくことになっております」みたいな感じの案内がある

のです。  

  ところが山形村では、組長さんにしても、というか連絡班長さんにしても、こちら

から連絡しないと来ないみたいな感じのところが正直ありまして、これでは加入者数

は増えないだろうというのが正直な印象でございます。  

  その辺の加入促進。村としてというよりかは村が後押しして連絡班なり区なりに積

極的に働きかけていただきたいと思いますが、その辺のお考えはいかがでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。  

○総務課長（藤澤洋史君） 議員のご指摘のとおりだと思います。その地域文化が、転

入してきた時点で基礎となる連絡班なり区なりへ加入するという文化であれば、加入

率は必然的に上がるものと考えますけれども、山形村の場合は、もともと常会という

ものがあった上に、行政で連絡班というものを、昭和５０年代のときだと思いますけ

れども、かぶせたといった経緯があります。  

  その際に、連絡班への加入・未加入というのを選択肢として村側が用意をしてしま

ったというのが、そもそもこの加入率の低さにつながってしまっている部分はあると

思いますので、これを「転入した時点で加入です」という文化をまたつくるというの

は、非常に時間と労力のかかる話だと思いますけれども、１つの方法としては参考と

させていただきたいと思います。  

  様々なやり方をやっている、様々な文化があってやっているというのは、本当に日

本各地どこへ行っても違うものだと思いますので、そこは、山形に取り入れられるも

のがあればぜひ取り入れさせていただければと考えます。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） ぜひとも連絡班の加入者数を増やすという方向で力を入れて

いただきたいと思います。  

  さて、２番目のアパート・借家の連絡班の加入に関してですが、山形村は持家の方

が当たり前で、アパート・借家、いわゆる賃貸というのがその他扱いになっていると

いうのが正直な感想です。  

  先ほども申しましたが、アパートに入居しますといった場合、連絡班加入はほぼ来

ない。役場からも「加入している人は少ないですし」みたいな。先日の防災訓練で、

結構大勢の方が参加されていたと思いますが、連絡班未加入のアパートの方はほぼ参

加がないのではないかなと。実際に数字を見たわけではないのですけれども、見た感
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じなさげだと。  

  防災という面を考えても、アパートであろうと借家であろうとマンションであろう

と、地域コミュニティがないと防災が先に進まないと考えますので、ぜひとも「持家

でなければならない」だとか「短期しかいないだろう」みたいなことではなくて、積

極的な加入促進。場合によっては、アパートなり借家なりで連絡班にするぐらいの観

点があってもいいのではないかなと思うのですが、その辺はいかがでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。  

○総務課長（藤澤洋史君） 本当にご指摘のとおりだと思います。前にも、大月議長さ

んだったと思いますけれども、「防災面に特化した新しいコミュニティを」といった

ご提案もいただいて、宿題となっている最中でありますけれども、先日の防災訓練に

おいても、恐らく現地まで足を運んでいただいたアパートの住人の方は本当にごく僅

かだと思います。連絡票を出していただいた方でも、うろ覚えなのですが、１００人

までは届かない数字だったと思います。  

  今、民間の皆さんから、防災士会といったようなことで、防災士の資格を取った皆

さんからもご提案を頂いておりますので、防災でもう少し簡単に「枠組みはこうなの

だ」というようなイメージではなく、もうちょっとフラットに分かりやすい、そうい

ったものを、この秋の実施計画に向けて今総務課で準備を進めさせていただいていま

す。そこにはもちろん、消防団ですとか、提案を頂いた防災士会の皆さんですとかに

も参加いただければありがたいなと思いながら少し準備はしておりますので、またそ

の節はご説明もさせていただきたいと思っていますし、まずは内部の調整をして、も

ちろん予算を上げていく話なものですから、議員さんのご理解を頂いた上でというこ

とになりますが、そんな準備をしているといった段階でございます。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） そういった件はぜひともよろしくお願いしたいと思います。  

  ３つ目なのですが、先進事例。連絡班によってはＬＩＮＥグループなどをつくって、

諸連絡はグループＬＩＮＥでということをやっているところもあるのですね。確かに

連絡班にしても組織運営は大変です。面倒なことが多いと思います。  

  そういう中で、同じ村内でもＬＩＮＥグループで伝達をやっていたりもしますし、

それから先進地域の視察というのもありましたけれども、そういったものを連絡班長

さんなり区長さんなりで共有して広げて検討していくということも必要かと思います

が、その辺はどのようにお考えでしょうか。  
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○議長（大月民夫君） 藤澤課長。  

○総務課長（藤澤洋史君） 私も直接担当していたときではないものですから、本当の

詳しいところは存じ上げないのですけれども、たしか解散される連絡班の元の連絡長

さんという方がご自身で汗を流して、それぞれの、もともとあった連絡班の皆様に

「ＬＩＮＥとはこういうものだ」というところから始まって説明をして、汗をかいて

やっていただいて、今それが成り立っているという状況だったと思います。  

  文書の配付ですとかというのは今でもやっていただけるのだけれども、区に対して

役員を出すとかそういったことは連絡班の都合でできないといったようなことで、解

散というような話だったのですが、コミュニティ自体はそこに残っているとお聞きを

しておりますので、そういったことが参考事例になればと思いますけれども、あくま

で自治の話なものですから、そういった本当に核となる方がいらっしゃって、今現在

ももしかすると、連絡班というていは整えながらも連絡はすべてＬＩＮＥでやってい

るというところも中にはあるかもしれません。承知をしていないだけかもしれません

けれども、そういったことも参考にしながら今後検討させていただければと思います。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） そのＬＩＮＥグループの件は、現在の連絡班、存在する連絡

班の話ですので、解散した連絡班ではありません。だからやり方は、いろいろ運営の

仕方はあろうかと思いますので、ぜひともその辺を研究しながら積極的にお願いでき

ればと思います。  

  以上です。  

○議長（大月民夫君） 質問事項２はよろしいですか。  

○８番（村林淳一郎君） 大丈夫です。  

○議長（大月民夫君） それでは、村林淳一郎議員、次に、質問事項３「ゴミステーシ

ョン」について質問してください。  

  村林淳一郎議員。  

○８番（村林淳一郎君） ３番目の質問になります。「ゴミステーションについて」。  

  山形村のゴミステーション数は非常に少ないと思われます。その結果、１か所当た

りの世帯数はかなり多くなり、管理も大変になります。また遠くなるために、場所に

よっては車でごみを出しに行かなければならず、はっきり言ってこれは不便だと思い

ます。転入や移住促進を考えると、ごみ捨てを便利にしていくことが必要なのではな

いでしょうか。  
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  また、アパート・借家の住民のごみ回収は事業所扱いになっています。大家さんは

事業としてアパート・借家経営をしておりますが、そこの住民は事業として生活して

いるわけではありません。持家の住民と同様に扱うべきではないでしょうか。同じ山

形村の村民であるにもかかわらず、別途共益費としてごみ収集代を払わなければなら

ないという不公平感があり、いかがなものかと思います。  

  また、事業所扱いのごみ収集と住民の一般ごみ収集では分別の仕方が異なります。

ごみの減量、資源化の意味でも、アパート・借家の方が将来持家になり得るわけで、

持家の方もアパート・借家も分け隔てなく扱うべきではないでしょうか。  

  １番、ゴミステーション数はお分かりですか。  

  ２番、ゴミステーションを増やして生活をより便利にすることはお考えでしょうか。  

  ３番、アパート・借家のごみ収集を事業所扱いにする理由は何でしょうか。逆に事

業所扱いにしなければならない理由は何でしょうか。アパート・借家のごみ収集を一

般家庭ごみ収集にすることは可能ですか。  

  よろしくお願いします。  

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。  

  百瀬村長。  

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 「ゴミステーションについて」のご質問にお答えさせていただ

きます。  

  １番目のご質問の「ゴミステーションの数」についてお答えします。  

  現在、村内のゴミステーションは７８か所ございます。  

  ２番目のご質問の「ゴミステーションを増やして生活をより便利にすることは」に

ついてお答えさせていただきます。  

  回収場所が増えると回収コストが増えることが予想されますので、現在のところス

テーションを増やす予定はございません。ご質問の趣旨の利便性向上の面から増設す

ることについては、地域の同意や予算面で慎重な検討が必要となります。  

  ３番目のご質問の「アパート・借家のごみ収集を事業所扱いする理由は何でしょう

か。逆に事業所扱いしなければならない理由は何でしょうか。アパート・借家のごみ

収集を一般家庭ごみに収集することはできますか」についてお答えさせていただきま

す。  

  山形村では長年、アパートから排出されるごみは、それぞれのアパートごとで処分



 －１１０－ 

するようお願いしています。アパート等から排出される家庭ごみを一般家庭ごみとし

て収集することは、今の山形村のルールを変えることになるため、こちらについても

慎重な検討が必要となると考えております。  

  以上でございます。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございます。  

 ゴミステーションの数は７８か所ということですので、平均すると４０～５０軒に

１か所ということで、これは管理が大変だなと考えます。先ほどの同僚議員というか

先輩議員の質問でも、ごみの減量だとか再資源化の話がありましたが、ごみの再資源

化、リサイクルという観点からも考えていきたい問題だと考えて質問しております。  

 先ほどもちょっと触れましたが、私は転入組です。よそから入ってくると、いわゆ

る山形村の常識、あるいは今までやってきたルールというものが「あれ？ 」と思う

ことが多いのですね。その中の１つが、このゴミステーションです。  

 町場と山形村、一概には言えないにしても、今まで住んでいたところは大体多くて

も１０軒ちょいで１か所のゴミステーションなのですね。もちろん山形村みたいにあ

んな立派な集積所はありません。網をかぶせているだけのところもあるし、あの小さ

い、がばっと蓋を開けるステーションもあります。５～６軒とか１０軒とかであれば、

ごみ当番とかにしても、絶対量が少ないので掃除が楽なのですね。そういう意味でも、

ゴミステーションの数は増やしてもいいのではないかなと。  

 ただそうは言っても、あくまでも住民が「増やしてください」と言っての話だとは

思いますけれども、増やすという観点でやる必要があるのではないかなと考えます。  

 ところで、２番目の「予算面で慎重な検討が必要となります」ということなのです

が、この予算面というのは、ゴミステーションの設置自体のことですか、それとも収

集の件でしょうか。お願いします。  

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。  

○住民課長（村田鋭太君） 設置については、それぞれの地域ごとでの設置ということ

で、こちらから予算としてのお支払はしていないですが、収集に係る経費ということ

で、収集日１日当たり幾らということになります。ですので、ステーションが例えば

増えたということになっても、今の料金体系では変わらないということになってきま

すが、ごみ集積場所にも歴史ありではないのですけれども、これまでずっと地域で管

理してきたという、議員のおっしゃる山形ルールですかね、独自のルールがございま
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して、地域にもそれが受け入れられているという状況がありますので、ステーション

が増えるということに関しては、確かに利便性はよくなるかもしれませんけれども、

増えることで管理をする数が増えてくるということ。また置く場所を増やさないとい

けないということで、どう確保していくかということも少し考えていかないといけな

いのかなと。お話を聞いてそう思いました。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） 現在あるというか昔からある集落で、希望があれば増やせば

いいと思うのですけれども、当然今までの、伝統という言い方は変ですけれども、歴

史があってそこにあると。それはいいのですけれども、いわゆる新興住宅街というか

新しく開発したところ。現在でも下竹田ででかくやっていますし、各エリアにありま

す。そういうところに、１０軒行くか行かないかだと思いますけれども、そこにごみ

集積所をつくったらまずいのですか。  

○議長（大月民夫君） 村田課長。  

○住民課長（村田鋭太君） 実際に今も新築の住宅団地、分譲団地ということで建設さ

れている箇所が村内でもあります。基本的な考え方としては、今の村の現状として

「既存のステーションを使ってください」ということで考えてはいるのですが、１０

数軒とか、またちょっと離れたところに結構な塊でとなってきますと、最寄りのステ

ーションに「新しい方たちのごみをそこに受け入れてください」ということで調整を

しないといけないのですが、なかなかそれも、今ある既存のステーションの管理をさ

れている方からお断りを受けたりとか調整が非常に難しい状況も発生しております。  

 そうなってきますと、ある一画でまとめて１か所新設をしないといけないかなとい

うケースもこれからは発生してくるのではないかと推測はされますが、現状は、既存

のある数字、この７８というステーションを、この数で維持をしていきたいと考えて

おります。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） 新興の開発した住宅地で、例えば１０軒ぐらいであっても、

既存のところに持ち込むと当然そのような、トラブルとまでは言わないにしろ手間は

増えます。その余計な手間をやらないためには、その１０軒なり１０数軒のところに

ゴミステーションを設置すれば済む話ですよね。何かそう考えるのは難しいのでしょ

うか。  

○議長（大月民夫君） 村田課長。  
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○住民課長（村田鋭太君） 今までのゴミステーションの増加の傾向が、そういった傾

向によって増えてきたと私自身は思っていて、村の南側、上大池・中大池地域、割と

古い地域といいますか、そういったところではステーションの数がすごく少ないです。

ですが、転入とか新築の住宅分譲が進んだ地域、両竹田については、大分多い傾向に

あるのです。  

 当時、新興住宅ということでどんどん建設ラッシュが進んでいく中で、村もそれに

対応し切れず、既存でお願いということもできずに増やしていったという経過が今の

結果だと思っておりますので、先ほど来説明している、新しいところでどうしても調

整が利かない、難しいというところについては、議員がおっしゃるような対応、新設

ということで「皆さんで管理してくださいね」というお願いをしていくことも考えて

いかないといけないと思っております。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） ルールなり習慣、発想の転換というのは難しいと思いますが、

前に住んでいた地域全部なのですけれども、新しく住宅団地をつくると、義務として

ゴミステーションを設置しろというルールになっておりました。少ないところは５～

６軒、多いところだと２０何軒ですけれども、必ずゴミステーションが設置してあり

ました。  

 そういうふうにやると、既存のところで調整が云々という余計な仕事は減ると思う

のです。管理も「新しい住宅団地でやってくださいよ」でぶん投げればいいだけの話

であって、合理化というのも変ですけれども、そういう意味で考えてもいいのではな

いかなと思います。  

 さて、続けて３つ目なのですが、アパートのごみ収集を事業所扱いにする。これは

いわゆる山形ルールだと思うのですが、ごみの分別ということを考えると、事業所の

ごみの分別はでたらめなのですね。燃えるごみと不燃物と、それ以外のガラスだとか

何とかというぐらいしかなくて、先ほどプラスチックの分別回収の話も出ていました

けれども、とてもとてもそんなのには至らない。ごちゃ混ぜでやっていた方が、住宅

をつくってそこに行きましたと。「細かく分けてください」と言ったら「面倒くさい」

という話になりますよね。  

 そういう意味でも、なぜあえて事業所扱いにするのかなというのがあるのですが、

この山形ルールを変えることは駄目なのですか。  

○議長（大月民夫君） 村田課長。  
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○住民課長（村田鋭太君） アパートごみに関しては、事業所のごみということを今お

っしゃられましたけれども、アパートで生活されている方のごみというのは一般家庭

ごみというところにカテゴリーはされると思うのです。なので、あくまでも事業とし

て何かそこで出たごみというものに関しては事業系のごみという考え方でいいかと思

うのですが、相対的にアパートに暮らしている方のごみは家庭ごみということかと思

います。  

 山形村がそのようにしているというのは、村にアパートができるということが、私

の子ども時代は考えられなかった時代なのですね。今記憶をたどると、２０年、３０

年ぐらい前、平成の時代辺りからどんどん山形村もアパートが増えてきて、アパート

経営をされる方も増えてきてというところの中で急激に増えたという時代がありまし

て、その中で、アパートを経営する方、そこに住まわれる方の受け入れをどうするか

ということになったと思うのですけれども、出入りの激しい、転入・転出の激しいア

パートから排出されるごみというのは、そのアパート独自でステーションを持って

「そこで回収してもらってくださいね」ということを村からもお願いをしていたと思

います。  

 ほかの市町村をしっかり詳しく調べていないのであれなのですけれども、ほかの市

町村も当時はそういう指導の下やっていたのではないかなということ。当時も、西部

の何市町村かでごみを回収しているという時期、合併前にもそういったことで広域の

組合をつくってごみを回収していたという歴史もあるものですから、その当時の周り

の市町村の状況とか、そういったことも参考にしながら、山形村のアパートごみをど

うしたらいいかという検討の結果、今の山形ルールということで「アパートは別でや

ってくださいね」というルールになっていると思うのですね。  

 では、それを村の一般の回収体系に戻すといいますか、できないかということに関

しては、十分協議は必要になってくると思いますが、アパートの経営自体、共用費と

かそういったものをお支払しているようなアパートが結構多いと思うのですが、その

中にごみの収集というものも含まれているアパートもあると聞いております。ですの

で、村独自の袋を使わずにアパートごみは捨ててもいいというルールのところが多い

みたいなのですよね。  

 そういうことを考えると、アパートの今までのルールも考えないといけないですし、

受け入れようといったときに、村もどう受け入れていくのか、地域のステーションで

どうやって受け入れていくのかということを考えていかないと、なかなか調整は難し
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いかなということを思っております。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） 先ほどのゴミステーションを増やすという話と同様なのです

けれども、現在アパートでは、ごみの集積所というのは各アパートに存在します。仮

にそれを村の一般の生活のごみとして集めるのであれば、単純にそれをそこで収集す

ればいいだけかなと。連絡班なり区なりの集積所云々という話にはならないかと思い

ますが、その辺はいかがでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 村田課長。  

○住民課長（村田鋭太君） 非常に難しい問題とは思うのですけれども、あるアパート

の経営者の方にちょっとお話を聞いたのですけれども「私のアパートはごみ分別に関

しては村に準じたやり方をしていて、一切苦情等は出ていない」ということをおっし

ゃっていました。  

  アパート１棟に対して集積場所が１個ある。村の回収計画に準じた収集計画でアパ

ートの方にも周知をしてやられているということを考えると、今現在の状態からする

と、最寄りのアパートの集積場所に出したほうが利便性ははるかにいいと思うのです

よね。住んでいる方に関しては、そこへ出してもらったほうが今はいいと思います。

ですが、どうしても村のほうにということであれば、やはり協議が必要になってくる

のかなと思います。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） 村のほうにというのではなくて、アパートの集積所をそのま

まそのアパートの集積所として、村の収集ということでいいのではないですかという

話なのですけれども。  

○議長（大月民夫君） 村田課長。  

○住民課長（村田鋭太君） 先ほど来も言っているのですけれども、今までの共用費で

すとか料金体系だとかという、アパート経営をされている側の都合もあるものですか

ら、そこで十分協議したり、中身というか内部の事情等をいろいろ聞いてみないこと

には、なかなか難しいのかなと。村で一切それを受け入れますと。では、村もどれだ

けの費用ですとかがかかってくるのかなということも出てくると思いますし、アパー

トが大分山形村も多くなってきておりますので、それぞれの管理されている会社も違

いますし、そういった調整も非常に難しい問題かなと思いました。  
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○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） もちろん話合い、調整は必要だと思いますし、今日言って明

日みたいな問題ではないと思います。  

 現実問題として、持家の方とアパート・借家の方が違う扱いを受けているというの

は現実ですし、費用の問題も触れられましたが、その費用を村が出すのかという話だ

と思うのですが、それは本来村が出すべきものを共益費という形で別に払わされてい

るとも解釈できるわけで。  

 もちろんルールを変えるということは大変なことです。すごく手間のかかることで

すけれども、移住・定住を促進するという意味でも「何これ？ 」みたいな状況をつ

くらない意味でも、もう少し受け入れやすいというよりか、受け入れてもらいやすい

ような村づくりというのをしたほうがいいのではないのかなという思いであります。

どんなものでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） 議員のご指摘、ありがとうございます。  

 アパートの共益費につきましては、私の考えなのですが、ごみ処理代も含まれてい

るのかどうかはその事業者によって異なると思います。行政としては判断がつきませ

んので、一般的に共益費というものは、敷地内の清掃や階段などの電気代、そして建

物の維持費、そして除雪などの目的で徴収されているものと思っておりますので、そ

れが共益費イコールごみという形では私はないと思っております。  

 ごみについてなのですが、私の子どもが、１０年ほど前、金沢のほうに学生として

行ったときに、アパートの大家さんがいました。アパートの大家さんは「ここにごみ

を捨ててくれれば私が全部分別して、それで市のゴミステーションに運ぶから」と。

それでやってくれるということで話を伺いました。なぜかというと、学校でも住所を

現住所に移していただきたいという趣旨がありました。国勢調査でも自治体にとって

はその地に住所を持っていただくことが一番ありがたいことですので、そういったこ

とも含めまして、いろいろなトータルのところで考えていくべき問題が含まれている

のではないかと私は思っておりますので、これはしばらく時間をいただく中で検討し

ていきたいと思っております。  

 何分にも、今まで長年にわたり、このような形で山形村としてはルールとしてやっ

てきていただいている問題でもございますので、時間はかかると思いますけれども、

いろいろな方向から研究を進めたいと思っております。  
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 以上でございます。  

○議長（大月民夫君） 村林議員。  

○８番（村林淳一郎君） 前向きな答弁をありがとうございます。  

 ルールを変えるだとか物事を変えるというのは、今日言って明日はできないし、い

ろいろ大変なこともありますけれども、いずれにしても、移住しやすい村、魅力ある

村という観点で、大変だとは思いますけれども、ぜひともよろしくお願いしたいと思

います。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） よろしいですか。  

 以上で村林淳一郎議員の質問は終了しました。  

 それでは、ここで休憩します。おおむね１０分休憩したいと思いますので、３時ち

ょうどに再開いたします。休憩します。  

（午後 ２時５０分）  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 休憩を閉じ、会議を再開します。  

（午後 ２時５９分）  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

          ◇ 大 池 俊 子 君 

○議長（大月民夫君） それでは、質問順位６番、大池俊子議員の質問を行います。  

 大池俊子議員、質問事項１「敬老会実施について」、質問してください。  

 大池俊子議員。  

          （１１番 大池俊子君 登壇）  

○１１番（大池俊子君） 議席番号１１番、大池俊子です。今日は２つの問題について

質問したいと思います。  

 初めに「敬老会実施について」。  

 少子高齢化が進み、村の高齢者の人口も増えている中で、コロナ禍から村主催の敬

老会が中止となっていました。高齢者に届けられる記念品などもなくなって、がっか

りしている高齢者もいました。  

 今年は、村全体（村主催）で行うのは難しいとのことで、各区で行うことになって
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います。地区などで行う場合は「地区等敬老事業交付金」として１人 4,000 円で３０

人分、６地区の 72 万円が盛られています。敬老の日も近づいていますが、その後の

進捗状況を伺いたいと思います。  

 質問。  

 １つ目に、「地区等敬老事業交付金」要項の各地区への徹底はどこまでされました

か。  

 ２つ目に、敬老会対象者への連絡、確認、集約はどのようにされていますか。  

 ３つ目に、各区によって温度差があると思われますが、そのフォローはどのように

されていますか。  

 ４つ目に、区、連絡班未加入の方へのお誘いは、具体的に誰がどのように行うので

しょうか。  

 ５つ目に、今までのような村全体での敬老会も開催すべきと考えますが、どうでし

ょうか。  

 これで１回目の質問とします。  

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。  

 百瀬村長。  

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 「敬老会の実施について」のご質問にお答えさせていただきま

す。  

 １番目のご質問の「『地区等敬老事業交付金』要項の各地区への徹底はどこまでさ

れましたか」についてお答えさせていただきます。  

 交付金制度は、各区長とのすり合わせの中で構築してまいりました。要項自体は策

定済みでございますが、概要は区長の会などで共有しております。  

 ２番目のご質問の「敬老会対象者への連絡、確認、集約は」についてお答えさせて

いただきます。  

 参加者への案内、申込み受付、取りまとめは村で行っております。  

 ３番目のご質問の「各区によって温度差があると思われるが、そのフォローは」に

ついてお答えさせていただきます。  

 現在、５つの区は開催の方向で準備していただいております。本制度の趣旨をご理

解いただき、これまで地域を支えてきた高齢者を地域で祝い、支える意識の醸成につ

なげていきたいと思っております。  
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 ４番目のご質問の「区、連絡班未加入の方へのお誘いは具体的に誰がどのように行

うか」についてお答えさせていただきます。  

 未加入者の皆さんに対しても、一律に村が案内をしております。  

 ５番目のご質問の「今までのような村全体での敬老会も開催すべきと考えるがどう

か」についてお答えします。  

 令和元年度まで全体で行っていた敬老会は、出席率の低さや費用対効果が見合って

いないということで、令和５年度から開催方法の見直しを検討してまいりました。理

事者や各区長とも検討を重ねる中で現在の形になったものであると思われるため、現

状では村全体での敬老会の開催は難しいと考えております。  

 以上でございます。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） それでは、１つ目の地区等敬老事業の要項の件ですが、この

要項を見ていても、地区の敬老会だけでなくても敬老事業としてはあるのかなという

のを感じたのですが、地区の敬老会としてでなくても、敬老事業として例えば行いた

いという場合は、この要項は当てはまるのかどうかというのを一言お聞きしたいと思

います。  

○議長（大月民夫君） 篠原保健福祉課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） こちらの要項につきましては、取りあえずこの１月の

区長の会ですかね、各区長さんにお願いをして、村で、先ほども答弁ありましたよう

に、取りまとめ、リストの作成についてはこちらのほうで行って、事業自体は各区で

お願いしたいということでご了解をいただいたというところなものですから、ベース

の部分は各区の敬老会をイメージしてこの要項をつくってございます。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） 各地区で当然、地区の敬老会として行って高齢者を尊ぶとい

うのは非常にあれなのですが、地域を回っていく中で、この事業の交付金自体はもっ

と広い範囲で適用できるのではないかというのを聞かれたものだから、ちょっと１つ

目の質問として出しました。  

  例えば、地区ではなくてある団体がその敬老事業をやるというときも当てはまるの

か、それは駄目なのかというところを１つ目の質問として聞いておきます。  

○議長（大月民夫君） 篠原課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） ですので、敬老会のためのということでありまして、
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今までもそういった各地区で類似の事業はやられたと思うのですね。そこの部分につ

いては、今のところは対象にしていないと想定しています。あくまでも敬老会に対し

てということでお願いしたいと思います。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） その件については了解しました。いろいろな形で敬老会とい

うのが今後行われる形になっても不思議でないなというのを感じましたのでここで質

問したので、将来的に違う形もあるのではないかというのも出てくるかもしれません

ので、そのときはまた検討していってほしいということで、この１つ目の質問につい

ては分かりました。  

 ２つ目の、敬老会対象者への連絡、確認、集約は村でされたということですが、そ

の結果はどのようになったでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 篠原課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 結果というお話ですか。  

○１１番（大池俊子君） 集計。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 集計。  

  今、村の中で一番初めに敬老会の開催があるのが上竹田地区です。８月の半ばが１

か月前なので、それよりまだ１か月前から通知を申し上げまして、取りまとめ等をし

ました。  

 なかなか通知だけでは申込みというところがあまり伸びなくて、実際の話をさせて

いただくと、区長さんにかなりお骨折りをいただいて声かけをしていただいて、最終

的には２８名の参加者ということになっています。  

 順次敬老会については、先ほど５つの区でというお話をさせていただいたのですけ

れども、９月、１０月、１１月ということで開催が今予定されておりまして、大体２

か月前のタイミングからご通知を申し上げて、１か月前までに申込みをいただくとい

うことでやっておりますので、上竹田はそういう状況で、そのほかの区については、

小坂については今申込みについて受付中という状況でございます。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） すみません。人数にこだわるものではないのですが、今のと

ころ集約できたのが、どこでできているのでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 篠原課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 数字が確定しているのは上竹田のみです。小坂は進行
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中ということです。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） 各地域とも、やる内容も、例えば上大池だと分館と一緒にな

ってとか、やり方もそれぞれ違って当然だと思いますので、地区でやるというところ

から地区独自の色を出していったら、敬老会にしても非常に彩りの鮮やかなものにな

って、いろいろな形での敬老事業が行われると思いますので、これからだと思います

が、少し詰めて行っていってほしいと思います。  

 ３番目の質問なのですが、先ほどの２番目とちょっと重なりますけれども、各地区

によって、うちの方も田舎なものだから、すごく地域のまとまりとか、つながりがあ

るのですが、温度差があるので、そのフォローについては村で、人数の集約だけでは

なくて、敬老事業に対して「やってください」というか、そういうことに対しての助

けというのはどういう形でやられてきたのか、お願いします。  

○議長（大月民夫君） 篠原課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 村でご通知を申し上げて、その後どういったことをや

られたかというところかと思うのですけれども、特に具体的にこういうことをやった

ということはございません。  

  どうしても区の皆さんにお願いする部分が多くて、先ほども申し上げたのですけれ

ども、なかなか通知だけではというところがありました。その部分については、これ

からもほかの区の区長さんには、当然もうお話しさせていただいているところもあり

ますので、なかなか通知だけは難しいということはお話をさせていただいております。  

  区長さんも、そういったことも耳に入ってきているということもあって、各区で区

長さん中心に分館と力を合わせて動いているというお話も聞いていますので、村とし

ては、そこの取りまとめの部分というところは実際担ってはいるのですけれども、直

接声かけをしているかどうかということになると、そこの部分まではちょっと行って

はおりません。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） 各地域でやられるということは、高齢者に対しての尊敬の意

味も兼ねて、高齢になるほど動きも鈍くなって、外に出なくなる。そういうときに、

歩いても行ける各地域でやられるということは、すごく大きなことにつながっていく

と、私自身はすごく評価しているのですが、各地域で新しいことをやるのはすごく大

変なところであって、村としても呼びかけというか、この敬老事業に対しての重さと
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いうか、すごく夢のあることなのだみたいな働きかけを何かやったら楽しい敬老事業

になっていくと思うのですが、そういう点で、人数の確認というだけでなくて、参加

してみようという、地域もやらなくてはなかなか集まってこないと思うのですが、そ

ういうのも村も何かアピールしていったらどうかというのを考えているのですが、そ

の点はどうでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 篠原課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 議員言われるとおりかと思いますので、そこの部分に

ついては、今後検討させていただきたいと思います。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） これから各地域とも日程も多分ばらばらで、それぞれの都合

でやっていくと思うのですが、できたら早急に、高齢者も参加したくなるようなアピ

ールの仕方というのを村でも考えていってほしいということで、この３番目の質問は

いいです。  

 あと４つ目として、区とか連絡班未加入の方へのお誘いは、具体的に誰がどのよう

に行っていますかということで、村でやっているのですが、その全体の集約というの

は区へ任せてしまうということでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 篠原課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 加入者も未加入の方も村で受付をさせていただいて、

出席者リストをつくっていくということでございます。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） 未加入者は、区へ参加してというのは非常にやりにくい点が

あると思うのですが、未加入者に働きかけて、その結果というか人数的には大体どの

ぐらいになったのでしょうか。その方がもし敬老会に出たいというときはどこへ出れ

ばいいのか。そこら辺はどのような対応をしているでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 篠原課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 未加入者の方も出席を希望される場合には、保健福祉

課にご連絡を頂いてという流れであります。加入の方と一緒の流れになります。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） 未加入者の方へ村が働きかけてもらうというのは非常に大事

なことだと思います。未加入になった時点で地区からはちょっと見放されるというか、

そういう意識の中で出てきてしまっている中で、こういう機会に村として働きかけて、
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もし地域へ参加していただければ、それがまた地域のつながりになっていくし、また

加入の可能性も出てくるということで、ただ機械的にやるだけではなくて、その機会

をプラスと捉えて働きかけていくというのが非常に大事なことだと思うのですが、そ

こら辺を村長に聞いてみたいのですが、それだけまめに未加入者の方にも連絡して、

村で骨を折っている中で、そういう働きかける中でその一言を言ってもらうとか、働

きかけてもらうというところでの取組もされたらどうかと思うのですが、どうでしょ

うか。  

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） 議員、ありがとうございます。  

 ご提案いただきました内容を検討させてもらいまして、取りあえず今回は、地域の

皆様に地域でお年を召された方に敬意を表して敬老会という形を取って企画していた

だいているものでございます。特に区長の皆様にはかなりご尽力いただいて人数を集

めていただいている状況でございます。  

 本当に村からの声というのがなかなか届かない現実もありますので、そこら辺は、

非常に重い検討といいますか、考えていかなければいけない研究課題だと思いますの

で、私としても、取りあえず研究でお願いしたいと思います。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） 敬老会だけではなくて、この男性の参加率というか、男の人

だけが、地域がある程度高齢化してしまうとなかなか出ないというのがあって、うち

のほうもいろいろなことを、サロンとか、いっぱいやっているのですが、男性はいな

いです。  

 そういうところを考えると、敬老会には出てくるのですが、なかなか足が進まない

方も結構いるので、そこのところも敬老事業として取り組む中で、男性も含めた大勢

の参加をしてもらうというところでの取組も、各地域とともに村でも一緒に考えてい

ってほしいなと思うのですが、その点はどうでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 篠原課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 当然そういうことであると思います。今回やった中で、

当然反省点とか検証しなければいけない部分というのは出てくるかと思いますので、

そこの部分については、来年どうなっているかという部分は大前提としてあるのです

けれども、検証会議みたいなのは必要かと思いますし、先ほど未加入者の方のお話が

出たのですけれども、とある区長さんは「皆さんに声かけて、例えば未加入者の方で
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も出席していただければ、そういう場で加入の案内できるよね」ということも言われ

たのです。ですので、そういう前向きな考えの区長さんもいらっしゃいますので、も

し出席いただければそういったご案内もしていただけるのかなと。これはちょっと期

待なのですけれども、ということもございました。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） この事業をやって、あと反省会に出ると思うのですが、その

中で先ほど言ったように、未加入者の方とか、なかなか日頃うちから出られない人た

ちもぜひ出てきてもらえるというか、引っ張り出すような感じの取組ができたら、福

祉の面から、認知症とかひきこもりというところからいっても少し解決になっていく

のかなというので、この敬老会の事業というのを非常に期待しているわけですけれど

も、その点で再度村としての、敬老会事業の１つの事業だけではなくて、高齢者問題

としても、さっき村長の答弁の中でもありましたけれども、高齢者の問題としても位

置づけるという点ではどうお考えでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 篠原課長。  

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 今よくフレイル、フレイルと言われるのですけれども、

加齢に伴う衰えということで、それを防ぎましょうということで、村としても介護予

防事業については取り組んでいるところであります。  

 フレイル予防のために必要な３要素ということで、社会参加、運動、そして栄養で

すかね。そういった部分が柱として今言われているところでありますので、社会参加

という部分については、以前だと、６０で定年して、そこからいくらかフリーになる

という時代が続いたかと思うのですけれども、今は６０代後半になっても働いている

のが当たり前という状況で、ここの部分は意外と進んでいるのかなというところでは

あります。  

 ただ、７０から８０の段階になってくると、そういった部分がなかなかどうなのか

なというところもありまして、午前中も難聴のご質問を頂いたのですけれども、そう

いった難聴とかになってしまうと、外に出るのが億劫になってしまうとか、そういう

ことがありますので、非常に社会参加という部分が重要なのかなということがありま

す。  

 こういった各敬老会におかれては、非常にご苦労いただくような状況になってしま

っているのですけれども、こういった契機で、つながりも持っていただきたいし、そ

ういった介護予防というところについてもつなげていければなと思います。  
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○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） 今、課長が言われたように、せっかくの敬老事業を、次のス

テップにつなげていかれる事業になっていったら非常にいいと思います。  

 ５番目の質問なのですが、今まで村全体でやっていた敬老会というのがコロナ禍か

ら中止になってしまって、また各地区での再開となったのですが、村民の中からは、

地域は地域でいいのだけれども、やっぱり全体でもやって、日頃行動範囲がだんだん

狭まっている中で、全体でやると、私もお手伝いする中で感じたのは、本当に３０年

ぶりに行き会ったねとか、めったに端から端まで行く機会がない中で、非常にみんな

喜んでいたというか感激していたのを思い出しますけれども、そういうところからも、

村全体での敬老会というのも１つあってもいいのではないかということで、答弁は否

定的だったのですが、再度考えていってほしいのですが、そういう点で再度答弁をお

願いします。  

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） 大池議員の提案、ありがとうございます。  

 現在におきましては、まだ今年初めて区長さんにお願いして、それでご尽力いただ

いて、開催に向けて今準備を進めていただいている段階でございます。それでもって、

来年以降の話になると思いますけれども、全体でという話をされましても、区長さん

に対しても、これだけご尽力いただいている中でいろいろお話を聞いて、それでなお

かつ「こういうこともありました」「ああいうこともありました」という反省を含め

て話し合った中で進めていけたらと思いますので、今計画して実際に準備をしていた

だいている段階ですので、その取組を非常に大切にして、取りあえずその芽を育てて

いきたいと思っておりますので、全体の催しとして考えることはもうしばらく待って

いただくことが、私としてはありがたいと思っております。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） その点は理解できています。だけれども、今年全部やられて

総括されると思うのですが、その中で、そういう声もあるというのを取り入れていっ

てほしいということで、この質問はいいです。  

○議長（大月民夫君） それでは、質問事項１につきましては終了とさせていただきま

す。  

 大池俊子議員、次に、質問事項２「戦後８０年、戦争体験語り部の育成を」につい

て質問してください。  
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 大池俊子議員。  

○１１番（大池俊子君） それでは、２つ目の質問「戦後８０年、戦争体験語り部の育

成を」。  

 今年は戦後８０年、戦争体験世代が、松本、安曇野、塩尻の３市で５万人を割り込

み、人口に対する割合がほぼ１割になったと報道されています。東筑摩郡でも２，７８９

人であります。  

 山形村でも「平和の尊さを引き継ぐ山形村の会」主催で「高校生が描き・伝える

『原爆の絵』展」が８月１日から１７日に開かれました。１７日間に１００名を超え

る方々がミラ・フード館を訪れています。  

 松本地方でも歴史の継承が課題になる中で、戦争を記憶しない世代、知らない世代

が歴史を語り継ぐための模索が始まっています。山形村の遺族会も高齢化でだんだん

減少してしまい、戦争を語り、記録に残すことが重要となっています。  

 そこで質問します。  

 １つ目に、８０年の節目でもあり、村としても遺族会や平和の会などと協力して

「平和の語り部活動」や記録を残す事業を行ってほしいが、どうでしょうか。  

 ２つ目に、高校生が描き・伝える「原爆の絵」をトレセンなどに展示して、戦後８０

年として村民にアピールしてはどうでしょうか。  

 「『原爆の絵』展」は８月の初めにミラ・フードで開かれていましたが、そこで終

わってしまってはとてももったいないと思いますので、この戦後８０年としてのアピ

ールのためにも、常時貼っておいてほしいということで質問をしました。  

 これで１回目の質問とします。  

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に答弁願います。  

 大池教育長。  

          （教育長 大池昌弘君 登壇）  

○教育長（大池昌弘君） 大池俊子議員の質問事項であります２「戦後８０年、戦争体

験語り部の育成を」について、質問の相手方が村長と教育長となっておりますが、あ

らかじめ村長と調整をいたしましたので、私からお答えをいたします。  

 １番目のご質問の「８０年の節目でもあり、村としても遺族会や平和の会などと協

力して『平和の語り部活動』や記録を残す事業をなど行ってほしいがどうか」につい

てですが、本年度、公民館報７月号に「戦後８０年企画『戦争の記憶』」として、戦

時中の村での生活について、ある方に語っていただいた記事が出ております。また図



 －１２６－ 

書館でも、旧伝承館にて保存されていた軍服、戦地からの手紙を展示しておりました。 

 また、議員よりお示しいただいた、私も拝見させていただきましたが「平和の尊さ

を引き継ぐ山形村の会」の皆様による高校生の「『原爆の絵』展」が開かれたところ

でもあります。  

 このように、戦後８０年の節目に、公民館報編集部の皆様や有志団体の皆様が、戦

争の悲惨さを生の声として振り返り、広く村民に平和の尊さを思うきっかけとなる活

動をしていただいており、教育委員会としましては事業を考えてはおりませんが、こ

のような大切な活動と、それをしていらっしゃる方々への思いに対し、具体的にでき

る支援があればしてまいりたいと考えております。  

 また、２番目のご質問の「高校生が描き・伝える『原爆の絵』をトレセンなどに展

示して、戦後８０年として村民にアピールしてはどうか」についても、今のお答えと

同様になりますが、戦争の悲惨さと平和の尊さを伝える活動をされている皆様への場

の支援として、ご要望があれば検討してまいりたいと考えております。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） ありがたい答弁、ありがたく思っています。  

 それで、２回目の質問なのですが、今言われたように、高校生に語られたのを絵に

した絵展とか、それから教育委員会でもいろいろな事業をやってきたのですが、村と

しても８０年を位置づけた総合的な取組というか、そのために、遺族会の中でも毎年

慰霊祭をやっているのですが、遺族の方もみんな非常に高齢になって、だんだん人数

が減ってきている中で、それを語ってもらって、それを形に残しておくというのは非

常に大事なことだと思っていますが、そういう点で、村も一緒になって記録として残

すこととか、あとその経験ある人たちに、例えば戦争体験を聞く集会などを村として

設けて、それを記録に残していくというところも非常に必要ではないかと思うのです

が、そういう点はどうお考えでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 大池教育長。  

○教育長（大池昌弘君） ただいまのお話でありますが、社会福祉協議会に関しまして

は、教育委員会とはまた所管が違っているかと思いまして、また社協の遺族会のこと

に関しましては、社協さんの何かお考えがあればと思いますけれども、実際に村の教

育委員会の事務局として、活動を何か組織化して動くということは、今のところ人員

等の関係で難しい状況にあるかなと思います。  
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 具体的に、例えば公民館活動等でそのような活動が行われるという可能性もあるか

とは思いますけれども、先ほど申しましたとおり、意思のある皆さんを中心に動くと

いうことを具体的に支えるということが私たちの責務かと思っておりますので、ぜひ

実際にやられている方のご意思、ご要望を尊重してまいるという方針で教育委員会と

しては動きたいと考えております。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） 今たまたま慰霊祭は遺族会、社協が主になってやっているの

ですが、遺族としての人は、遺族会とは関係なく体験していることですし、以前にも

戦争体験の記憶を、何十年も前なのですけれども、本として残したこともありますが、

８０年の節目として、だんだん体験者もいなくなる中で、聞き取りとか、それから語

ってもらうという場を設けて、それを文書に残していくというのも１つとして、村で

やったらどうかという提案なのですが、その点で、誰かがやったら一緒に協力してや

るというよりも、村がその人たちと協力して、そういう形に残していくというところ

を望んでいるのですが、どうでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） 私として考えることとしましては、戦争について語り、記録に

残すということをまず考えますと、当時の写真であったりとか映像とかがございまし

たら、そういうものを持っている方がいらっしゃいましたら手を挙げていただいて、

それを残していくという形のものを私としては考えておる次第でございます。いろい

ろ戦争について語りをできる方も、もう大分高齢になって数少なくなっておりますの

で、現時点で、村自体でそういう話を聞き取り、それを文書に残すようなことは現在

では考えておりません。  

 以上でございます。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） だんだん遺族の方も、その遺族の家族の方に替わってしまっ

ているというのも現実だと思いますが、今映像は残してもいいと言われたのですが、

その映像がどこにあるかもちょっと分かりませんけれども、そういう形でも８０年の

節目として何かやっていくというのをやったほうがいいと思っているので、そこの点

でも、そこはやってもらえるかどうかというのを、もし記録が残っていたら、集めて

記録として残していくということもできるのかどうかをお聞きしたいと思います。  
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○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） 映像というものはなかなかないと思います。写真につきまして

も、個人の所有のものでございますので、個人の承諾が必要になることと思いますの

で、村として、もしそういう資料が残っていたら、それは積極的に管理できるような

形で提供いただけるものでしたら提供していただいて、管理ができたらとは思ってお

ります。  

 実際に現実を考えますところ、なかなかそういう写真とかは残っていないと思いま

す。私も実は戦没者の遺族でございまして、実際私の子どもの頃聞いた戦死地が、今、

調べていると記憶と違っているものですから、自分でも調べ直してみたいと思ってお

りますので、そういうことは個人でまず取組を行って、それで「こういった資料があ

りますよ」という形で提供していただけたら、それを村として保存していく形が私は

ベストだと思いますので、それぞれ遺族の方々に思いに寄せて、そんな取組ができた

らと思っております。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） なぜここで質問を出したかというと、戦後８０年というとこ

ろから質問しました。  

  今、村長が言われたように、家族の方は、もう亡くなられていると思うのですが、

遺族がいて、少し残っているというのも、いろいろな方がいると思うので、それを村

としてまとめていく。働きかけて「こういうのはありますか」ではないけれども「こ

ういうことをやりたいので何か資料ありますか」とか「文書にできたらできますか」

という働きかけは、村のほうからしていって形にしていかないと、自然に出てくるの

を待っているのでは多分何もできないと思いますので、その取り組み方について村長

にお聞きしたかったのです。お願いします。  

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） 取り組み方としましては、個人の方から言われることが多分ベ

ストだと私は思っておりますので、村から積極的にやるとすれば、広島の原爆資料館

ですとか、そういうところに赴いていただいて教育を受ける機会を、実際に見ていた

だければ、私もあの資料館に行っていろいろ思うことがかなりあるものですから、そ

ういった体験を通して、戦争について自分なりの思いを抱いていただけることが、こ

れからの若い世代の人たちにつながるものだと思いますので、現時点で村の方々にお

話をお伺いして、積極的に村から「資料ありませんか」みたいなことは現在では考え
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ておりませんので、違う方向での戦争の在り方というものを、私は次の世代につなげ

ていきたいと思っております。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） 村長の気持ちは分かりました。  

 では、今言われたように、違う形での働きかけというのが、もし具体的なことがあ

ったらぜひここで言ってほしいし、８０年の節目としての位置づけというのも分かっ

てほしいというかやっていってほしいという点から、そこの点でどうでしょうか。

「何らかの形で残す」という、「何らか」というのが具体的にありましたらお願いし

ます。  

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） すみません。私は、そこまでいろいろと資料を調べてやってお

りませんので、現在どのような形のものを進めていけばいいのか、またどんなことが

行われているのかも含めまして、いろいろな研究をこれから始めたいと思っておりま

す。よろしくお願いします。  

○議長（大月民夫君） 大池議員。  

○１１番（大池俊子君） すみません。これで最後にします。  

 今答弁されたように、これからでも遅くないと思うのですよね。村としてこの８０

年、戦争体験、戦争に行かれた方も遺族の方もたくさんいる中で、どういう形で村と

してこの戦後８０年というものを位置づけるかというのが非常に大事だと思いますの

で、これからどういうことで形にして、また行動していくかというのもぜひ具体的に

考えていって、今年度、来年になってもいいのですが、１つの節目として村として行

動を起こしていってほしいということで、この質問を終わりにします。  

○議長（大月民夫君） 以上で大池俊子議員の質問は終了しました。  

 ここで暫時休憩します。質問者席、交代が整いましたら再開します。  

（午後 ３時４５分）  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 休憩を閉じ、会議を再開します。  

（午後 ３時４６分）  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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          ◇ 春 日  仁 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位７番、春日仁議員の質問を行います。  

 春日仁議員、質問事項１「山形保育園の運営について」質問してください。  

 春日仁議員。  

          （１２番 春日 仁君 登壇）  

○１２番（春日 仁君） 議席番号１２番、春日仁です。よろしくお願いします。  

 では「山形保育園の運営について」質問をさせていただきます。  

 近年、保育の在り方は、単に子どもを預かる「保育」から、子どもの成長を見据え

た「教育保育」へと変化してきています。本村の保育園においても、子どもの主体性

を重んじる「主体性保育」の取組が進められています。  

 一方で、主体性保育は子どもの自由な発想や挑戦を尊重する分、行動の幅が広がり、

思わぬ事故やケガが発生するリスクがあり、安全確保とリスクマネジメントの両立が

重要であります。  

 また、国が推進する「保・小接続期カリキュラム」や「スタートカリキュラム」に

対応し、保育園で育まれる主体性と小学校で求められる主体性をつなぐ視点も求めら

れています。  

 さらに少子化も進んでおり、園児数の減少が見込まれる一方で質の高い保育を継続

するには、安定的な保育士の確保も必要です。  

 そこで質問します。  

 山形保育園における「主体性保育」の現状と具体的な取組について、どのように実

施しているかお伺いします。  

 主体性保育を導入することで、子どもたちの成長や保護者の評価にどのような効果

が見られているのか、お伺いします。  

 次に、園児の事故やケガに対して対応マニュアルの策定がされていますが、実際に

機能しているのか。また、リスクマネジメントや安全管理について、保育士間でどの

ように共有されているのかお伺いします。  

 保育園で育まれる主体性と、小学校が求める主体性の接続等についての協議は行わ

れているのか、お伺いします。  

 今後の保育士採用計画、人材確保・育成について、どのようにお考えか、お伺いし

ます。  

 以上、通告とさせていただきます。  
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○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。  

 百瀬村長。  

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 「山形保育園の運営について」のご質問にお答えいたします。  

 １番目のご質問の「『主体性保育』の現状と具体的な取組について、どのように実

施しているか」についてお答えいたします。  

 平成２８年に回答された保育指針が平成３０年に適用され、子どもの主体性を中心

に捉え、遊びと生活を通した学びの充実を図ることが示されました。  

 山形保育園でも、保育指針にのっとり、子どもの最善の利益を踏まえ、子どもの興

味や関心の持つこと、経験してほしいことや発達に必要と思われることを考慮して保

育を行っております。  

 具体的には、日々の保育や行事について子どもたちと話合いを重ね、様々な意見の

中で子どもたちが自分たちで選び進めていかれることを大切にしております。  

 ２番目のご質問の「主体性保育を導入することで、子どもたちの成長や保護者の評

価にどのような効果が見られるか」についてお答えします。  

 子どもたちは、日々の遊びや生活の積み重ねから、気持ちを言葉で伝えることや

様々なことを考え、相手の意見も聞きながら解決する力が身につき、考えたことが実

現していく喜びや自信につながっています。  

 保護者につきましては、昨年度から参加型の保育参観を取り入れ、実際の保育と子

どもたちの生活を体験しながら園の様子を見ていただいており、子どもたちが自分た

ちで考えて遊びを進めていくところや、お互いの意見を聞きながら解決していく姿に

驚きながら、園の保育に少しずつご理解をいただいているところでございます。  

 ３番目のご質問の「ケガ対応マニュアルが作成されていますが実際に機能していま

すか。リスクマネジメントや安全管理について、保育士間でどのように共有されてい

るか」についてお答えさせていただきます。  

 安全対応マニュアル等については、年度初めに必ず内容を確認し合い、各クラスに

安全対応マニュアル等をまとめたファイルを１冊ずつ置き、常に誰でも確認できるよ

うにしております。また、気づいたことや共有したい情報は速やかに職員会や朝礼等

で共有し、保育士同士でも声をかけ合う等、安全管理に努めております。  

 ４番目のご質問の「保育園で育まれる主体性と小学校が求める主体性の接続につい

ての協議は行われているか」についてお答えします。  
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 これまでにも保育園と小学校で年に１～２回の連絡会はありましたが、令和６年度

から保・小接続会議として年に６回程度、教育委員会、子育て支援課、小学校職員、

保育園職員の話合いや参観の場を設けており、保育園と小学校の実情を共有し、協議

を進めているところでございます。  

 ５番目のご質問の「今後の保育士採用計画、人材確保・育成について、どのように

お考えか」についてお答えさせていただきます。  

 今後の出生数や園児数の変化を見据え、必要な保育士数を確保すべく、会計年度任

用職員を含めて採用を行っていきたいと考えております。  

 保育士の育成については、これまでと同様に、計画的・積極的に機会を設けて研修

を行っていきたいと思います。同時に、研修に参加しやすい体制、環境づくりにも努

めていきたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） それでは、引き続き質問をさせていただきます。  

 主体性保育については、一昨年だったか、質問させていただきましたけれども、今、

主体性保育が取り入れられて３年ぐらい経っているかと思います。前回からどのぐら

い主体性保育というのが浸透しているというか、しっかりしているのかということも

ちょっと聞きたかったものですから質問をさせていただきたいと思います。  

 主体性保育ですけれども、年少、年中、年長児で成長の度合いというのは違うので

すけれども、それぞれの学年の園児に対する主体性保育の指導というのは違うものな

のかどうか。そこら辺をお聞きしたいと思います。  

○議長（大月民夫君） 中原子育て支援課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 主体性保育ということでご質問いただきました。  

 年齢による違いということで今伺ったかと思うのですが、子どもの年齢により、保

育ですとか、あと保育士が願う目指す姿というものには違いがあります。  

 ただ、目指す姿について到達するまでにも個々によってまた違いがあるかと思いま

すが、ただ保育士の姿勢としましては、子どもたちが自分で考え、選び、進めていく

ことを支援しつつ、寄り添い見守るというところが大切かなということで、そのよう

に保育に向かって取り組んでいるということで聞いております。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 主体性はいまだに理解しにくい部分もありまして、主体性イ
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コール自分勝手というのも、つい思ってしまうものですから、その辺をしっかりとお

聞きしたいと思います。  

 では、年少、年中、年長で特別違いはなくというような、要は子どもたちが何をし

たいかというのを保育士は見守るということで今答弁いただきましたけれども、実際

年少は３歳ですよね。４月生まれの子と翌年の３月生まれだと結構な成長の差がある

と思うのですけれども「これから何したらいいんですか。皆さん考えて行動してくだ

さい」と言っても、何をしたらいいのかと、まとまりもない、まとまらなくていいの

ですよね。要は、何をしたいかということで子どもたちがそれぞれ考えて行動すると

いうことなのですけれども、成長の度合いによって保育園側から子どもたちに選択肢

を与えたほうが、よほど主体性が生まれるのではないかなと思うのです。  

 例えば年少だったら、３つぐらい「庭で遊ぶ」「絵を描きましょう」とか。中身は

何でもいいのですね。「絵を描きましょう」と。「花の絵を描きましょう」と言った

ら、これはもう指導になってしまいますが「絵を描きましょう」と言ったら何でも好

きな絵を描いていいのです。これは子どもたちが選ぶということは、これは主体性が

育まれると思うのですけれども、そういう成長の度合いによってそれぞれの選択肢を

広げていってやるとか、年長になったらもう選択肢を与えずに「自分たちで考えて選

んで」という、そこら辺は段階を踏んでいったほうがいいのではないかなと思うので

すけれども、その辺はどう思われますか。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 実際に保育士さんでも、促すといいますか、決める

わけではないのですが「こういったようなこととかはどうかな」とか、そういったよ

うなことで子どもたちに投げかけはすることはあります。なので、年齢によってその

投げかけの内容が少し変わることもあるかなと思いますが、年齢に応じての目指す姿

みたいなもの、保育士さんの願う姿というようなものがありますので、それに応じて

の投げかけをしながら子どもたちと話合いをして、そこをどうしていくかということ

で、子どもたちが選んで決めていくという形になるようです。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 以前も質問させていただいた部分でもあるのですけれども、

目指すところ、それぞれの園児が何をしたいかというのを考えて行動していくという

ことで、運動会もそんなような形になっていたと思います。今までは団体競技でまと



 －１３４－ 

まって、お遊戯をやっていたのが、子どもたちが何をやりたいかということで種目を

考えていったりということで、一見すると本当に自分勝手にやっているのではないか

なと見えてしまう部分もあるものですから、その辺は今の保育教育の中で主体性を重

んじるということだと思いますが、例えば特性のある園児への対応というのは、どの

ようにこの主体性保育の中では行われているのかお聞きします。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 特性のあるお子さんに対してなのですが、お子さん

の特性の内容もそれぞれ違いますので、そのお子さんの特性ですとか、あと成長段階

に合わせて個々に対応させていただいているような現状です。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） ということは、それぞれに支援員をつけてしっかり見守りを

しながらということでいいのですか。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） そこも状況によって少し違うのですが、絶対に先生

がお１人つかなければいけないという特性のあるお子さんもおりますし、２～３人と

いいますか、少人数だと話が分かるということがあったりしますと、そこが複数担任

でやっているところのよさかなと思うのですが、先生たちで協力し合いながら行って

いただいています。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） そこで保護者はどう思っているのかなというのがちょっと心

配ではありましたので、それも質問させていただきましたが、保護者参観ということ

で、これは体験型というのですかね、これは参加型か。参加型の参観ですけれども、

どういったイメージか分からないものですから、以前課長も一緒に視察に行っていた

だきましたが、保護者保育士、パパさん保育士、ママさん保育士ということで、時間

を決めて、保護者の方が保育士のようなことをしながら参加して、子どもたちの成長

を見るということもあったのですけれども、どのような状況というか方法というか、聞

かせてください。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） この参加型保育参観なのですが、保護者がご自分の

子どもさんのクラスに入ります。子どもたちと全く同じように過ごしていただきます。
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園の生活ですとか保育を実際に体験しながら参観をしていただくという形になります。

帰りにはアンケートにご記入いただいて、今日の様子がどうだったかというようなこ

とも感想としていただいております。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） ちょっとイメージが湧かないのですけれども、子どもたちと

ともにということですね。指導側ではなくて、子どもと一緒になって楽しむというか

ね。分かりました。  

 その後アンケートを取っているということですけれども、保護者からも好評である

という答弁を先ほど頂きましたが、具体的にどのような保護者からのアンケートがあ

ったか、ちょっと聞かせてください。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） アンケート内容につきまして、多かった内容になる

のですけれども「日頃の保育の様子がよく分かった」ということが一番多かったです。

また「家と違う子どもの姿が見られた」ということですとか、あと「自分の子どもの

頃の保育とは随分違っていたんだけれども、楽しかった」というご意見で、割と好意

的なご意見をいただいていることが多いかなと感じております。  

 以上です。  

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。  

 保護者にも主体性保育のご理解をいただいてということで、今現在、保育園は進め

ていると思うのですけれども、一番は、小学校へ上がったときに主体性がどう影響す

るのかなというのが一番心配ではあるのです。  

 教育長にお聞きしたいのですけれども、小学校に入りますと、協調性であるとか、

団体行動というのも出てきます。保育園である程度、「自由」という言葉を使います

けれども、自由に子どもたちは成長してきたわけですけれども、そのギャップという

のですかね。そういったものが小学校へ上がったときにあるのではないかなと思いま

すけれども、その辺はどうでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 大池教育長。  

○教育長（大池昌弘君） ご質問いただきありがとうございます。  

 主体性ということについての捉えということになるのかなと思うのですが、これは

まだ保・小接続プログラムの中でも定義されているわけではありませんし、途中です
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し、それから教育委員会の中で、その捉えについて協議しているわけでもございませ

んので、教育長の考えとして述べさせていただければと思います。  

 まず幼児期に求められる主体性として１つは、さきにも挙げられていますが、選択

できることだと思います。言葉としては「自分で選ぶ」ということになるかと思いま

すが、それが小学校段階になったときに、判断できるという力、自分で決めるという

力につながっていくということが、この点の主体性の中で大事なポイントかなと思っ

ています。  

 例えば幼児は、選ぶ中で「好き」「嫌い」だとか「面白そうだ」「つまらなそうだ」

とか「やる」「やらない」という２項で選ぶということがあるかもしれないのですが、

それはまずその段階ではそれでいいのですけれども、そのままで止まってしまっては、

その子の成長につながらないと思います。選ぶときに、やはり「何々だから僕はやる

んだ」とか「私はやるんだ」とか「何々だからここは私はやらないんだ」という判断

ができるというところで、それで自分が何を求めているのかということを自分で決め

ていくというところが、小学校段階での主体性という本質ではないかなと思います。  

 ですので、ここが接続プログラムの中で、ただ単に「選択できました」「選びまし

た」「選んだ根拠は好き嫌いです」というだけではなくて「なぜ自分がそれが今必要

なのか」「なぜそれは自分が今やらなくてもよいのか」ということを自分が判断でき

るというところまでつながるように判断できる目を小・中の接続のところで育ててい

けるように、小・保のところで見方を共有して、どの場でどんな形でそういう目をつ

けて、そしてそれをつなげていくかということがプログラムとして成立していくとい

うことが、現時点では非常に重要なことではないかと考えております。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） そういった教育長の思いというか考えですけれども、これが

今、村で行われている保・小の接続協議会の中ではしっかり協議されていることなの

でしょうか。保育園側にしっかりそういった話がされていて、保育園側もそれを理解

して卒園児を送り出そうということになっているのかどうかお聞きします。  

○議長（大月民夫君） 大池教育長。  

○教育長（大池昌弘君） 先ほども申しましたとおり、今の見方、考え方は現時点では

私個人のということになりますが、保・小接続プログラムの中で今年度ぜひ取り組も

うという方向の中で話が出てきていたのは、合同単元を１つ組んでみてはどうかとい
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う方向が出ています。  

  つまり、小学校は学習指導要領によって狙いがある授業を行うわけなのですが、保

育園は保育園で、保育指針に従って「この時間はどういう子どもの姿を求めて」とい

うのがあるわけで、ただ、それを同時に同じ場でそれぞれが求めるという活動を組む

ことは可能であろうと。  

 ですので、発達段階に応じて、例えば小学校から見て「保育園の子どもたちはこう

いう段階で物事を考えて判断していくのだ」と。逆に保育園からは「小学校に上がっ

たところでどんな成長をしているのだ」ということをお互いに見たところで、具体的

にどの時点でどんな子どもの姿を求めるかということをお互いに共有して考えて、そ

れをプログラムに落とし込む上で、例えばだけれども、合同単元という、場を共有す

るという時間をつくっていこうというような計画は今立てております。それが、従前

ですとかなりそういうことは難しいということで、なかなか一歩踏み出せなかったと

ころでありますので、ぜひそこについては実現をしてほしいということを伝えており

ます。具体的には、そのような動きの中でと考えております。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 文科省辺りは「幼保小の架け橋プログラム」というのがどう

も正式名称らしいので、これも国がしっかり推進していることでもあります。  

 ただ現段階では、昨年ですか。６回この合同会議は行われているのですが、中身は、

今言われたことはなかったということですね。どんな中身だったのですか。６回行わ

れていますけれども。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 実際に保育園の職員が小学校の授業参観に行ったり

ですとか、逆に小学校の職員が、やまのこ保育園と山形保育園どちらも保育の様子を

見に来ていただいたりですとか、さらに幼児教育アドバイザーという県の機関へお願

いをしまして、その方たちにも話合いに参加していただいて、実際はどうなのかとい

うところでアドバイスをいただいたりということを行っておりました。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。現場視察ではないのですけれども、

授業参観みたいな形ですね。  

 では、小学校と保育園での何か接続に関する連絡というようなことは、一応行われ
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てはいたのですね。どんな内容だったのかなと。見に行っただけでなくて、どんなこ

とが保育園にあるから、小学校にしっかり接続というか報告が行って、それを小学校

が受け入れるという、そこまでしっかりできていたのかなということで、その辺もお

聞きしたいのですけれども。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 昨年度から初めて行われたということもありまして、

まずお互いのカリキュラムの違いをしっかり明確にしたというところがありました。  

  話合いについても、３回ほどしっかり場として設けて話合いをしたのですけれども、

その中で、お互いにカリキュラムのことについて意見を述べたといいますか「こうい

うところはどうなんだろう」というところをお互いに話をして、その違いが分かった

というところで、そこを今度どう歩み寄っていけるかというのを今年度になって改め

て協議をしているところです。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。  

 これからしっかり保・小の連絡協議はされていくと思いますが、年長児では、集団

生活に向けてのカリキュラムですとかプログラムというのも保育園でも必要ではない

かなと思うのですけれども、その辺、保育園では考えているのか、いないのか。あく

までも主体性、「保育はこういうものだよ」でいくのか、それともちゃんとした「年

長は小学校の準備段階ですよ」という感じで保育されていくのか、その辺どうでしょ

うか。お聞きします。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 保育園では、小学校の準備段階という捉え方とはま

た少し違うのかなという部分もあるはあるのですが、ただ、集団生活で学べるといい

ますか、得られるものというものはあると思うものですから、お散歩ですとかプール

もそうですし、これからですと運動会も各学年ごとに行っているというところもあり

まして、そこの部分では集団での活動ということになりますので、その中で集団の活

動をしながら、自分たちのお互いの意見を言い合って、出し合って考えていくという

ことを行っていると聞いております。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 先ほどの接続協議会、連絡協議会ですか、というのもありま
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すので、ちゃんと子どもたちが困らないように。多分今の状態で小学校へ行くと困る

と思います。かなりギャップがあると思うのです。これは私の想像ではあるのですけ

れども、結構想像もつく状態だと思いますが、この辺はしっかり、年長児の段階では

小学校への接続を、スムーズというわけでもないですけれども、できるような形で、

その協議会でしっかり協議していっていただきたいなと思いますし、保育園でもその

ような保育をしていただきたいと思います。  

 職員に関することも質問させていただきましたので、先ほどの答弁では、必要な保

育士数の確保を計画していきますということであったのですけれども、今、保育士で

すと、役職定年というとどうなるのですか。６０を迎えると役職定年となるのですけ

れども、保育士さんの場合はその後どのような採用になっているのか、お聞きしたい

と思います。  

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。  

○総務課長（藤澤洋史君） 一般的な役職定年でありますので、今、保育園長は課長補

佐級がついています。これは６０歳を迎えた時点で役職定年ということになりますの

で、役職からは解かれると。一般職員と同じになります。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） ということは現場の保育士ということになるかと思います。

主体性保育ですと、しっかり子どもの見守りが大切なものですから、役職定年後に体

力的にどうなのだろうかなと。本人たちの希望もあると思いますけれども、そういっ

たことも考えながら、正規職員ですとか任用職員というのはしっかり確保していかな

いといけないと思うのです。  

 その辺は村長、いつまでも保育現場に体力的に厳しい中いてもらうのか、そこら辺

をしっかり考慮して人事を進めていくのかというのはどうでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） あくまでもご本人が続けていただけるかどうかがまず第一でご

ざいますので、ご本人の希望を取った中で、続けていただけるようでしたら、保育現

場、実際に保育士が不足しているのが、現段階では、各市町村そういう悩みを抱えて

おりますので、そういったことは考えていきたいと思います。  

 あと、春日議員がご心配していただいている主体性保育についてなのですが、私と

しての考えとしましては、主体性保育というものは、子どもの主体性を尊重する教育

観が一番にあると思っておりますけれども、実際の保育現場においては、給食やお昼
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寝の時間だったり、お散歩の時間だったり、また毎月行われる防災訓練といいますか、

火災の避難訓練等においては、団体行動を伴う保育が行われている状況がございます。  

 園児の安全を最優先にして対応が取れる。そういう体制を日々確認、検証しながら、

園児の皆さんが集団生活や遊びの中から学べる安心・安全な環境を提供していくこと

が、行政にとって一番求められていることだと思っておりますので、集団生活を送る

中で、バランスの取れた主体性保育と一斉保育を提供できる場を、保育士の皆さんは

いろいろな研修を積みながら、研究、また勉強しておりますので、ご家庭での子育て

の参考にしていただけるように、保護者の皆様と連携して主体性を育てる保育を進め

ていけたらと考えておりますので、確かに小学校に行ったときの主体性と保育園の主

体性の考え方は多少なりとも違うと思うのですけれども、集団生活を送る中で、保育

士の皆さんも、小学校に行って困らないように集団生活に対しての取組はしていただ

いておりますので、そういうことのないように保育士の皆様にもお伝えしていきたい

と思っておりますので、ご心配していただいてありがとうございます。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 保育士採用、人事等に関しましては、先ほど村長に答弁いた

だきましたのであれですけれども、ちょっと村林議員と重複する部分ではありますが、

今現在はすべてのクラスに正規職員の担任がいるわけではなく、多分２つか３つのク

ラスは任用職員さんだと思います。  

 今後、もちろん少子化にも向かっていくわけで、今よりクラス数が減るかもしれま

せんが、要は、役職定年される職員さんもこれから何名か出てくるわけです。そこら

辺のバランスをしっかり取りながら、産休・育休もあるでしょうし、でもすべてのク

ラスで、できれば担任の保育士は正規職員がいいのかなと思います。これは責任感と

いう点でも私はそんなふうに思いますので、それは私から言わせていただきたいと思

いますので、お願いいたします。  

 主体性保育について、今村長の思いを述べていただきました。  

 本当に一番は、保護者が安心して子どもを預けられる園であってほしいというのが

一番なのです。中は今は昔と大分変わってきましたけれども、保護者もしっかり理解

はしていくと思います。一番は安心して預けられる園、これに尽きると思いますので、

しっかりその辺はお願いしたいと思います。  

 聞き忘れていました。ケガに対するマニュアルでありますけれども、その都度しっ

かり保育士間で共有をしているということでありますが、ここ１年ですとか、ケガの
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報告とか発生状況ですとか対応状況というのは、子育て支援課にすぐ連絡が来ている

のかどうか、お聞きします。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） ケガの状況等につきましても、大きなものですとか

受診するようなものについては、必ず支援課にも連絡が来ております。  

 また現在、受診が必要な場合には、保護者に連絡した後、必ず担任が付き添ったり

ですとか、場合によっては担任が連れていくという状況で対応しております。特に首

から上の部分のケガ等につきましては、慎重に対応するようにしております。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 子育て支援課への報告は即時行われていますか。翌日とか

翌々日ということはないということでよろしいですか。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 受診の場合には「これから受診します」ということ

ですぐに連絡をいただいています。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。  

 それはまたそれから村長へということもちゃんと報告は行っていますね。では、い

いです。  

 先ほども言いましたけれども、保護者が安心して預けられる園であってほしいと思

いますので、しっかり保育園の運営はお願いしたいと思います。  

 私の１つ目の質問は以上です。  

○議長（大月民夫君） それでは、質問事項１につきましては終了とさせていただきま

す。  

 春日仁議員、次に、質問事項２「児童館事業について」質問してください。  

 春日仁議員。  

○１２番（春日 仁君） では、２つ目の質問であります「児童館事業について」質問

させていただきます。  

 ４月から、児童館の運営について山形村社会福祉協議会へ業務委託され４か月が経

過しました。そこで質問します。  

 今年度の、登録人数と利用状況について、今後の推移の見通しについてお聞きしま
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す。  

 村と山形村社会福祉協議会、小学校と山形村社会福祉協議会での情報共有、また協

議はされているのかお伺いします。  

 次に、この夏の猛暑対策についての取組状況についてお伺いします。  

 現在の児童館は老朽化も進んでおり、部屋数も多く使い勝手の悪い施設となってお

ります。今後の展望など、村長のお考えがありましたら、お伺いします。  

 以上、２つ目の質問とさせていただきます。  

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。  

 百瀬村長。  

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 「児童館事業について」のご質問にお答えします。  

 １番目のご質問の「今年度の登録人数と利用状況について、今後の推移の見通しに

ついて」についてお答えします。  

 今年度４月の通年登録者数は１７４名、うち小学校を利用している第３ちびっこ楽

舎の登録者は３８名となっており、ほかに夏休みなどの長期休暇等に利用する長期登

録者は３１名となっております。  

 また利用状況は、平均すると、児童館が１日１００名から１２０名程度、小学校の

第３ちびっこ楽舎が１日２５名から３０名程度となっております。児童数は減少傾向

になるかと思われますが、共働き家庭が増加していることもあり、登録数については

今後も横ばい状態が予測されます。  

 ２番目のご質問の「村と社協、小学校と社協での情報共有や協議はされているか」

についてお答えさせていただきます。  

 現在、社会福祉協議会とは毎月打合せを行っており、児童館の様子や事業の内容、

児童の様子等について情報を共有し、協議を行っております。  

 また、小学校と社会福祉協議会は、定期的ではございませんが、児童の様子等につ

いて必要に応じて連絡を取り合い、随時情報を共有しております。  

 ３番目のご質問の「この夏の猛暑対策についての取組状況」についてお答えさせて

いただきます。  

 猛暑に対して、熱中症指数計等で外での活動が可能かを確認したり、経口補水液を

常備したり、汗をかいたときを含めこまめに水分補給を行ったり、来館時には必ず帽

子をかぶるよう促したりして対策を行っております。  
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 加えて、小学校を利用している第３ちびっこ楽舎では、プレイルームに遮熱フィル

ムを貼り、夏期期間中はスポットクーラーをレンタルして対応いたしました。  

 ４番目のご質問の「現在の児童館は老朽化も進んでおり、部屋数も多く、使い勝手

の悪い施設です。今後の展望などのお考えは」についてお答えします。  

 児童館の利用人数、登録は年々拡大傾向でございまして、利用する児童は生活をし

にくい環境になっているのではないかと感じております。  

 登録人数が増えている理由といたしましては、高学年の需要が増えていることが挙

げられると思いますので、令和９年度に完成予定の複合施設には図書館や歴史を学べ

る場を整備したり、またタブレットを使って楽しみながら学べる場を整備するなど、

工夫した取組で高学年の児童の受け皿を広げられないかと検討を始めたいと思ってお

ります。  

 昨年の出生数の減少に衝撃を受けましたけれども、今年以降の出生数を注視しなが

ら、小学校の大規模改修において、小学校の空き教室を利用した児童館運営も念頭に、

トレセンの図書館スペースの活用法であったり、ミラ・フード館やエポック館の利用

方法の検討など、全体像を把握しながら公共施設全体の運用を考えた中で、よりよい

環境で生活できるような児童館運営を考えてみたいと思っております。  

 私も児童館に足を運び、検討が必要な点について社会福祉協議会の担当の方とお話

をさせていただいております。子どもたちの安全を第一に、できることを１つ１つ進

めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしたいと思います。  

 以上でございます。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 引き続き質問をさせていただきます。  

 登録１７４名、１日１００名から１２０名が利用しているということであります。

本当に変わらないですね。ずっと手狭な状態が続いているということでありますが、

確かに部屋数が本当に多くて、その部屋ごとに支援員を置かなければいけないという

こともありますと、本当に人件費等もかかります。運用自体については、社協さんは

法人さんですので、あまり行政から中身のこと云々というのは言えませんが、本当に

使い勝手の悪い施設ではあります。  

 １２０名もの児童がそこに集まるとなると本当に大変狭いと思いますが、今この人

数が多い中で、すごく元気な子がいて、クールダウンしなければいけないということ

で、クールダウンの部屋というのは確保できているのかなというのがすごく心配なの
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ですけれども、その辺はどうでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） クールダウンのお部屋については、児童館につきま

しては、事務室の隣に小さなお部屋が１つございます。そちらのお部屋を利用してク

ールダウンをするようなことをしておりますが、ただそのお部屋は体調が悪いお子さ

んが休むようなお部屋にもなっておりまして、ベッドが置いてあるのです。なので、

体調の悪いお子さんがいる場合には、別の場所でクールダウンをしなければいけない

かなということで工夫をしていただいていると聞いております。  

 また、第３ちびっこ楽舎では、教室が１つということと、あとプレイルーム等とい

うことがありますので、クールダウンできるような小さなお部屋がないので、廊下の

一画を使って、そこを区切ったりとかしながら、クールダウンをするということで、

こちらも苦労しながら工夫していただいていると聞いております。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 利用状況ですけれども、低学年中心なのでしょうか。高学年

は今どんな状況になっているのかなというのも含めてお聞きしたいのですけれども。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 今年度当初の登録にはなるのですが、４年生が２４

人、５年生が２８人、６年生が７人ということで、高学年だけで５９人ご利用いただ

くような形になっております。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） これは今までにない変化かなと思いますけれども、今年とい

うか去年あたりからそのような傾向があったのか、お聞きします。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 昨年度は４年生が２０名程度だったのですが、５年

生はぐっと少なくて１０名程度でした。６年生については同程度ということで、５０

人を超えたというのは今年度が初めてのことです。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 分かりました。大分変わってきていますね。本当に利用者の

様子というのは変わってきている状況だと思います。  
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 協議会といいますか、運営に関して、社協さんと打合せ等は行っているということ

でありますけれども、どのような形で行われているのか、お聞きしたいと思います。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 社協との打合せは、社協で、局長と児童館長、こち

らは担当者と私で月に一度顔を合わせて、事業の内容ですとか児童の様子ですとか、

様々なことについてお話をして、協議をさせていただいています。  

 また、児童館運営委員会というのがありまして、そちらの内容についてもお話をさ

せていただいて、社協さんにも出席していただいているものですから、その打合せも

行っております。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 児童館運営委員会というのは社協さんも参加されているわけ

ですけれども、ちゃんと発言する機会といいますか、発言権と言っていいのか分から

ないですけれども、それはありますか。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 実際の児童館の様子は社協さんからご説明いただい

ておりまして、困っていることですとか、そういったものも一緒にお話をさせていた

だいています。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 時間もあれですので、夏の対応ですが、６月の補正で、遮熱

フィルムを貼りますということで議案が出ていたと思います。実際の効果を得られた

のかどうか。窓に遮熱のを貼ったのですよね。それでちゃんとしのげたのかなという

のがすごく心配なのですけれども、その辺はどうでしたでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 遮熱フィルムは、透明度の高いフィルムを貼りまし

た。劇的な効果があったかといいますと、そこまでの効果はなかったかなというとこ

ろではあったのですが、ただ、日差しでじりじりと焼けつくような、そういった感じ

の日差しは抑えられたかなというところと、温度についても多少効果があったかなと

いう感じでした。  

 スポットクーラーも、今回レンタルということで使わせていただいたのですが、小

さいものを２台ほどレンタルさせていただいたのですが、スポットクーラーは熱い排
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気をしなければいけないということで、設置する場所が排気の管の長さによって限ら

れてしまっていまして、配置場所も自ずと決まっているというところで、すごく劇的

にという効果はあまりというのが実際のところで、来年度以降、また検討させていた

だきたいなと思っているところです。  

 以上です。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） いろいろ手間を加えて頑張ったとは思いますが、暑かったで

すよね。  

 子どもたちはもちろんですけれども、支援員の方の体調が悪くなられたりとか、そ

ういったことはなかったでしょうか。お聞きします。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 支援員さんたちも体調には気をつけていただいてお

りまして、具合が悪くなったという方はなかったということで聞いております。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 今ある児童館の施設をどうするかというところに全部話がつ

ながっていくのですけれども、村長としっかり話をしたいと思います。  

 以前から、私、レンタルハウスを使って、小学校の前の土地が、余っているという

か空いていますので、そこにレンタルハウスを設置して児童館にしたらどうだという

ことで、大きな部屋で、より支援員の方が目が行き届きやすいようなもの。当時、た

しか担当課の方に調べていただいたら 5,000 万円ぐらいで十分できたと思います。今

は多分もう倍ぐらいになっていると思いますけれども、そういったようなことを、今

まで一般質問で２回ほど、私、提案はさせていただきました。 

 今現在ある児童館は部屋数も多い、老朽化も進んできているということで、昨年、

中学生からも研究をしましたが「今ある児童館ではないところに新児童館をつくった

らどうですか」ということで、我々議会にも中学生から提言をいただいております。 

 そんなような方法もありますので、ぜひ村長にお考えいただきたいと思うのですけ

れども、これから先、空き教室は出てくると思いますが、それでもすぐ何部屋も空く

わけでもないし、空いたところでまたそれぞれの部屋を改装しなければいけないだろ

うし、使用の規約も考えなければいけないと思いますので、そういったようなレンタ

ルハウスを使った児童館というのも可能なのですけれども、その辺、どうでしょうか。

村長、どう思われますか。お聞きします。  
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○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） 私自身がレンタルハウスというものを見たことがございません

し、また職員からはトレーラーハウスという話も聞いておりますので、いろいろな形

のものがあると、私は認識が甘くて申し訳ないのですけれども、調べまして、それが

本当に実用的なものかどうかから、調べていきたいと思っております。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） トレーラーハウスだと、トレーラーで運べる、日本の道路事

情に合ったサイズしかないのであれなのですけれども、それこそレンタルハウスとい

うのはちゃんとした箱物です。私もカタログというか、見させていただいたのです。

３年、４年ぐらい前だったかな。担当課長に見せていただいたのですけれども、結構

いいかなと思いました。何よりも、幾つも部屋があるわけでもなくて、しっかりとし

た箱の中に事務所があってプレイルームがあってということで、支援員の数もすごく

少なく済むのですよね。  

 社協さんに委託はしていますが、一番は人件費が社協さんはかかると思います。そ

の部分も多少抑えられれば、村からの委託料というのも多少は考えられるのかなとも

思いますし、何よりも、学校からすぐ目の前に土地がありますので、そこだと距離も

近くて、より児童館としての効率もいいのかなと思います。ぜひレンタルハウスとい

うのも研究していただきたいと思いますので、お願いしたいと思います。  

 今ある施設はどうするのだとか、いろいろありますけれども、本当に村長言われた

とおり、エポック館ですとか、総合的に考えていかなければいけないと思いますので、

その辺は今後村長のご意見をしっかり聞かせていただきたいと思います。  

 今私はあくまで児童館の質問しかできませんので、私は児童館のみの質問をさせて

いただきたいと思いますけれども、この先大きな修繕もあるのかどうか、お聞きした

いと思います。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） 年数が何年だったかあれなのですが、この先、大規

模改修は２億円ぐらいでという予想はあるということでは聞いております。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） 大規模改修ですよね。それをしてまでも延命していかなけれ

ばいけないのかということも課題だと思いますし、雨漏りか何かしていないですか、

今。小耳に挟んだものですから。雨漏りもありますかね。プレイルームの上かと思い
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ますけれども。  

○議長（大月民夫君） 中原課長。  

○子育て支援課長（中原美幸君） おっしゃるとおりでございまして、今ドームの上の

ところが１か所雨漏りをしているところでして、今年度、修繕をしようかなというこ

とで今計画をしているところです。  

○議長（大月民夫君） 春日議員。  

○１２番（春日 仁君） ということで、結構毎年修繕をいろいろやっています。去年

もありましたね、課長。  

 ということもありますので、手狭な、もうこれだけの、今１００名から１２０名が

常時利用している施設ではありますので、修繕しないわけにもいかないと思います。

でも、その大規模改修も含めて、今後どれだけ費用がかかるかですとか、そういった

こともしっかり検討いただいて、今後も１２０名前後の子どもたちは、出生数が減ろ

うが少子化になろうが、預ける数というのはそんなに変わらないだろうという見方で

ありますので、その辺もしっかり加味していただいて、これからの児童館の施設とい

うのもしっかり検討いただいて、より子どもたちが快適に過ごせるというのか、そん

な施設も考えていただきたいなと思いますので、お願いしたいと思います。  

 私からは以上ですが、何か最後にありましたら答弁いただきたいと思います。  

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。  

○村長（百瀬繁寿君） 春日議員、ありがとうございます。  

 いろいろなことを、私も今初めて知った事実もございましたので、それも含めまし

て多方面からいろいろと研究を重ねていきたいと思っております。  

○議長（大月民夫君） よろしいですか。以上で春日仁議員の質問は終了しました。  

 本日の一般質問の日程はすべて終了しました。明日の一般質問は午前９時から再開

とします。  

 本日はこれにて閉議し、散会といたします。  

（午後 ４時４１分） 


